
角閃石と細かい雲母を多く含んでおり、胎土は I ttB

2類 b種に類似する。

188は角閃石を多量に含んだ無文土器である。胎土

は神宮寺式によく似ており、文様が摩滅したものと考

えられる。

189は外面に縦位にやや細長い楕円文を施し、内面

に斜行沈線を施したものである。日縁部が外反し、肩

部で屈曲し底部に収東する深鉢の頸部片と考えられ、

破片下部に僅かに段が認められる。斜行沈線は明瞭な

稜が認められ、半我竹管状工具によって施文されたと

考えられる。和田秀寿氏の高山寺Ⅱ式に該当すると考

えられる (和田1988)。

190は粗大な精円文を施した胴部片である。内面に

斜行沈線は認められないが、施文部外の可能性も考え

られる。

189・ 190と もに砂粒が多く角閃石を含まず、繊維を

一定量含んでいる。

191は黄島式土器である。一個体分が出土しており、

日縁部から胴部下半まで接合した。外面は楕円文を縦

3-1 別所下ノ前・辻堂遺跡

位に施し、内面は横位に精円文を施文した後、柵状文

を横位に施している。砂粒を多く含んでおり、若干量

繊維も含む。楕円文は 3単位で、周長は2.3cm、 原体

径は約0.7cmで ある。原体長は重複によって判断でき

ないが、 7段以上、2.6cm以上になる。柵状文の単位

は断定できないが、 5単位の可能性が高く、その場合

原体の周長は約 1.5cm、 径は約0.47cmと なる。

早期後葉～末の上器 (192～ 200)

192は深鉢頸部片である。頸胴部界の段上にヘラな

いし棒状工具を用いて左下がりの刻みを施している。

上部の文様は残存しないものの、波状の刺突列を施す

ものと考えられる。内外面の摩滅により調整は不明瞭

であるが、頸部の屈曲部には横位のナデ痕が観察さ

れ、また胎土中には繊維を多く含み、器面には抜け痕

が観察される。八ッ崎 I式に比定される。

193～ 197は Ⅱ群 F類とした繊維を多く含む無文土

器である。198の外面には強いナデによる屈曲が認め

られ、内面には接合部が剥離したことによる擬口縁が

観察される。194は胴部下半の破片で、内外面は右下

麟 喩
々

丘

Ⅷ 飴

守|をど!i::i:を::`44411:!|
鍮観 鐘

図 77 別所下ノ前遺跡出土縄文土器⑬ (1/2)



第 3章 調査の方法と成果

→左上方向のナデ、また内面には一部幅0.2cm程の斜

方向の条痕が観察される。195の外面はナデによる砂

粒の動いた痕跡が認められ、右下→左上方向にナデを

行なったと考えられる。ただし細かい凹凸も認められ

ることから縄文を施した可能性も残り、判然としな

い。内面には横位のナデを行なったことによる屈曲が

認められる。

196は内外面をナデとユビオサエで調整を行なって

おり、指頭圧痕が顕著に認められる。

197の内面には明確な稜が認められ、ここで一度ゆ

るく屈曲して日縁部に向かい外反する器形になると考

えられる。これらの器面内外には繊維痕が明確に観察

される。

198～ 200は底部片である。198・ 199は底部Ⅱ類と

したもので、繊維を多く含む平底である。198は底面

から真直ぐに立ち上がり、199は内側にくびれてから

立ち上がる器形で、外面に縄文RLを横位に施す。内

面は剥離のため調整不明であるが、粘土接合痕が観察

され、板状に延ばした粘土を引き上げて、その上に順

次粘土を積み上げた様子がうかがえる。200は丸みを

おびた尖底で、底部Ⅲ類としたものである。砂粒を多

く含み繊維は少ない。早期末に帰属すると考えられる。

早期末前期初頭の上器 (201～ 264)

201～ 212はⅢ群Bl類としたものである。

201～ 203は 口縁部片で、日縁端部は内外からのオ

サエナデによって先尖り状を呈する。端部には水平に

刻みを入れる。また、日縁直下に二枚貝の腹縁を用い

た押引列を2段に施す。放射肋の幅と器面の条痕幅が

同じであるため同一原体によるものと考えられる。内

面には成形時の指頭圧痕が認められ、その上から器面

調整である条痕が施される。204～ 207は 日縁郡付近

の破片で、押引が 1～ 2段確認されることから201～

203の直下に位置すると考えられる。208～ 211は胴部

破片で、208～ 210は波状ないし精円状のモチーフの

条痕を施す。器面調整である横位ないし斜位の条痕

を切っているため、明らかな装飾的意図のもとで施

されたものである。212は底部付近の破片で、立ち上

がりの角度から尖底に近い丸底になると考えられる。

2H・ 212の内面および日縁部には指頭圧痕が顕著に認

められることから、ユビオサエによって薄く成形し

た後、下方から上方へ横位・斜位に条痕で調整した

74

と考えられる。201～ 212は同一個体と考えられ、復原

模式化したものが図79である。やや尖る丸底で直行器

形の深鉢になると考えられ、口縁部の押引や胴部のモ

チーフから東海地方早期末の天神山式に併行するもの

と考えられる。日縁部の断面形や条痕幅、胎上に少量

繊維を含むなど水間遺跡 7次調査の資料 (奈良市教育

委員会2006 図123-8。 H・ 12)に類似するが、押引

文・モチーフの有無に差異が認められる。

213は丸みを帯びた先尖り状の日縁部に扁平な隆帯

を貼り付けるもので、隆帯上端と側面に刺突を施す。

内面口縁部直下には成形時の指頭圧痕が認められ、ま

た外面には右下→左上方向の擦痕が認められる。砂粒

を多く含み、極小の雲母・角閃石、繊維を少量含む。

東海地方早期末前期初頭の塩屋式に比定される。

214～ 231はⅢ群El類としたもので、細かい条痕を

内外に施す胴部片である。214は内面に指頭圧痕によ

る段が形成され、そこから日縁部に向かつて外反す

る器形と考えられる。外面は一部談I離 しているもの

の、屈曲部に貝殻腹縁を用いた刺突を行なっている。

215。 216は同一個体で、ユビオサエで成形した後に外

面は下→上方、内面は左上がり。右上がりの斜位の条

痕を交互に行ない調整している。極小の雲母を多く含

み、堅緻な胎上である。216は擬口縁の剥離痕が顕著

に認められる。220は斜位の条痕の後に、上下に横位

の条痕を施す。内面はナデ・ユビオサエで調整されて

おり、粘土紐接合痕が認められる。222・ 225は他に比

べ器壁が厚く、指頭圧痕が深く顕著である。ともに内

面は縦位の条痕である。223は破片下部に横位の後斜

位の条痕を施し、中央には成形時の指頭圧痕が残る。

226は破片中央内外面にナデによる浅い凹線が認めら

れる。内面の条痕は不規則に施され、また内面のユビ

オサエによる凹部に若千量煤が溜まっている。228は

斜位→横位の順に条痕を施している。231の外面は下

方から上方への横位→斜位→横位の条痕の切合が顕著

に認められ、条痕後に右→左方向へのナデが施されて

いる。

232～ 257は Ⅲ群 E2類 としたもので、El類 に比
べ条痕幅は広く、粗い。232は 日縁部片で、先尖 り状

の端部に左下がりの細長い刻みを施す。成形時、日縁

内外に強くナデを行なったことにより外反する器形と

なっている。また、内面にはナデにより形成された面
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第 3章 調査の方法と成果

図 79 別所下ノ前遺跡出土縄文土器⑮ (1/2)
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第 3章 調査の方法と成果

表 3 別所下ノ前遺跡出土縄文土器観察表①

租
番

層位 分類 時期型式 欅
仕
番
部 特徴 調 整 備考

第19発掘区 Jヒ部 引し谷肩部
色
土
灰
埴
褐
腐

工群F類 早期後棄
鉢
部
深
胴 繊維無文

外)ナテ・

内)摩減
O O 0

灰責褐

10YRS/3
こぷい黄経

IOYR5/2
灰責褐

襲翻
Ⅱ群F類 早期後素

深鉢
胴部下帯

癬維無文
外)ナテ'ユヒ・オサエ

内)ナテ'・ユビオサエ
0 ◎ ◎

浅黄 にぷい黄 オリーブ黒

灰色土 VttE類
中期末
後期前葉

鉢
部
深
胴

外)縄文LR
内)ナ ,・

◎ O
にぷい黄 潔厳

２５
暗 瑚
歎

節高ｉ０２５。ｍ
節幅‥０３ｃｍ

Ⅲ群 El類
早期末
前期初頭

鉢

部
深

胴 条痕文
外)条痕

内 )ナテ
・ユビオサエ

0 ◎ ◎ 0
iOYR5/3
こぷい黄紺

10YR5/3
にぷい黄推 灰黄褐

褐色 VttA2類 中期末
鉢
部
深
頸 充墳縄文

外)縄文LR沈線
内)ナテ'

◎ O
灰黄偶 にぷい橙 にぷい橙

節高0 15cm
節幅0之cm

諏純
加

VttA2類 中期末
鉢
部
深
胴

充填縄文
外)縄文Щ・沈線
内)ナ,

O 0
7 5YR5/2

灰褐
75YR6/2
灰褐

75YRV2
灰褐

節高0 15cΠ
節憎0 15cn

灰
色

琳

責

褐

功
VttA3類 中期末

鉢
部
深
胴

外)縄文RL・ナテ
.

内)ナデ ユヒ材サエ
◎ 0 にぶい黄を 浅黄 黄 灰

節高0 25cn

褐色 VttG類 研雛
鉢
部
深
胴

外)条痕サデ
内)ナデ

O O
暗灰責

〉
願
わ
暗 黒掲

褐色

VttG類 中期末
後期前葉

鉢

部
深

胴
外)条痕サ,
内l■テ
・ 0 0

25Y6/2
灰黄 灰黄

5Y4/1

灰

東側斜面中世包含層 姫瘍黄橙色
シリレト
VttG類 中期末

後期前葉

鉢
部
深
胴

外)条痕サ,
内)ナテ
・ O O

25Y6/3
にぶい黄 灰責褐

25Y4/1
黄灰

資灰色
シルト

I ttFl類 穂谷式 瀞蜘
押型文

外)ナテ
内)ナデ 山形文

0 0 ◎ 0 咄鶏 哩部 黒褐

C発掘区  XOi寸13区  SDO″ 色
砂
灰
粘

I ttF2類 穂谷式
深鉢
胴部

押型文
外)山形文
内)ナテ
・ 0 ○ O

2 5YR7/6

橙
2 5YR6/6

橙
7 5YR4/1

褐灰

黄灰色
シ,レト

Ⅲ群El類
早期末
前期初頭

鉢
部
深
胴

条痕文 韓げ
O 0 O O

?SY6/3
にぶい黄

25Y6/2
灰黄 〉購

２５
暗 外面爆付着

責色
シルト

Ⅲ群El類
早期末
前期初頭

深鉢
胴部下→

条痕文
外)条痕

内 )ナテ
・ ○ O 0

25Y5/0
黄福 黒福 こぷい黄花

貢灰色
シ,レト

Ⅱ群El類
早期末
前期初頭

鉢
部
深
胴 条痕文

外)条痕
内)条痕

O ◎ O 工ぷい黄お にぶい黄確
10YR6/4

=ぶ
い黄お

姫冽
Ⅱ群 E2類

早期末
前期初頭

鉢
部
深
胴

条痕文
痕
痕
条
条
外
内

0 ◎ 0
にぷい費

25Y6/4
にぶい責

,OYRO/4
こぷい黄穫

黄灰色
シリレト

延群E2類 耕帥
鉢
部
深
胴 条痕文

外)条痕
内)ナテ
・ 0 0 O O

2 5YG/3

にぶい黄 にぶい黄 暗灰黄

鞭川
Ⅲ群E9類a種 鶉勘

深鉢
口縁部

条痕文
外)刻み 摩滅
内)ナデ

◎ O O O 哩熱 灰黄褐 褐灰

黄灰色
シルト
Ⅱ群ビ3類 a種

早期末
前期初頭 懸蜘

条痕文
外)刻み・擦痕
内)ナデ

◎ 0 0 0 呻綿 灰黄

25Y4/1
黄灰

黄灰色
シリレト
Ⅱ辞E3類a種

早期末
前期初頭 紳蜘

条痕文
外)刻み・摩滅
内)ナデ

◎ O O 0 Ш螂
10YR4/2

灰黄褐 暗灰黄

鞭妍
Ⅱ群E3類a種

早期末
前期初頭

口縁部 条痕文
外)擦痕

内)ナテ
◎ 0 0 O こぷい黄積 灰黄褐 黄灰

黄灰色
シルト

亜群 E3類a種 鏃醜
鉢
部
深
服 条痕文

外)擦痕・ユヒ・オサエ
内)ナデ・ユビオサエ

0 0 ◎ O
10YR5/3
こぷい黄蒙

iOYRO/4
にぷい黄癌 にぷい黄増

責灰色
シ,レト

IllttE3類 つ種 早期末
前期初頭

鉢
部
深
胴

条痕文
外)擦痕・沈線 ?
内)ナテ
・ 0 O O O

7 5YR5/4

にぶい掲 にぶい黄荘

7 5YR5/4

にぷい偶

黄灰色
シルト

Ⅱ群E3類a種
早期末
前期初頭

鉢
部
深
胴 条痕文

外)擦痕
内)ナテ

◎ 0 ◎ O 'OYR5/8こぶい黄柑 灰黄褐 暗灰黄

責色
シ,レト
Ⅱ群E3類a種

早期末
前期初頭

鉢
部
深
胴

条痕文
外)擦痕
内)ナ,・ユビオサエ

◎ 0 ◎ 0 こぶい資猫
5Y4/1

灰
llYR5/0

ぷい黄箱
外面煤付着

責灰t
シ,レト
肛群E3類a種

早期末
前期初頭

鉢
部
深
胴

条痕文
外)擦痕
内)ナテ
・ ◎ O ◎ O

7 5YR5/4

にぶい鵜

2 5YO/3

にぷい黄 ＯＹＲν徹
色

琳

黄

功
皿群E3類a種

早期末
前期初頭

鉢
部
深
胴 条痕文

外)擦痕 ユヒ材サエ

内)ナデ・ユビオサエ O O ◎ O
25Y6/3
にぶい黄 灰黄 工ぷい黄催

競羽
Ⅲ群E3類a種

早期末
前期初頭

鉢
部
深
胴 条痕文

外)擦痕 サデ
内)ナデ

◎ O ◎ 0
にぶい黄殖 にぶい黄黎

25Y4/1
黄灰

頚瘍
Ⅱ群に3類a種 耕帥

深鉢
胴部

条痕文
外)榛痕
内)ナデ

◎ O ◎ 0
にぷい黄殖 ］囀

25Y4/1
黄灰

鋭瘍
Ⅱ群E3類a種

早期末
前期初頭

鉢
都
深
胴 条痕文

外)擦痕
内)ナデ ユヒオサエ

O O 0 O
25Y6/2
灰黄 Ｗ懃

Ｗ
歎

姫鴻
亜群EO類a種

早期末
前期初頭

鉢

部
深

胴 条痕文
外)擦痕 サデ
内)擦痕サテ・

◎ 0 ◎ 0
にぶい黄稲 黄褐 黄 灰

黄色
シルト

Ⅱ辞F類 靭帥
鉢
部
深
胴

外)ナテ
・

内)摩滅
0 O ◎ O

25Y6/2
灰黄 灰黄

25Y3/2
黒禍

外面保付着

黄色
シルト
V林榊類 藩爛

隆帯上
円形束I突

外)縄文 Rヒ ナ,‐ 刺突

内)ナテ
・ ◎ O 】

賤 灰黄 灰
北自川C式 師幅 0 25cr

黄色
シルト

VttAl類 北白川C式 耕蜘
外)縄文RL
内)ナテ
・ ◎ 0

5Y7/1

灰自 Ｗ賤
Ｗ
灰
師高 l115cm
節幅i02cm

黄色
ンルト

VttAl類 ヨヒ白,ICヨ
深鉢
口縁部

外)縄文RL
内)ナデ

◎ O Ｗ
灰 灰

25Y7/2
灰黄

節高0 2cm
節幅0 2cm

貢色
シ,レト

VttAl類 引ヒ白,‖ Cヨ
鉢

部
深

胴
外)縄文LR
内)ナテ

◎ O
10YR4/之

灰黄褐

⊇5Y7/9
浅黄 淡黄

節高0 1cm

節幅0 2cm



と擦痕が顕著に認められる。

3-1 別所下ノ前・辻堂遺跡

デ。ユビオサエで調整され、指頭圧痕による凹部に煤

233・ 234は同一個体の胴部片と考えられるものであ  が溜まっている。細かい雲母を非常に多く含む。
る。いずれも左下がりの細長い指頭圧痕が認められ、 250。 251・ 254は胴部下半片で、250の 内面は横位に

233はそれにより外面に緩い段が形成されている。234  深い条痕を施す。251。 254は外面に粗い条痕を密に施
は右上がりの条痕後に左上がりの条痕を施すため、条  し、内面は幅広のナデで調整する。両者は同一個体で
痕が山形状を呈している。

235は指頭圧痕と条痕の凹部に煤が沼まっている。

ある。

258～ 262は Ⅲ群 E3類 a種 としたものである。
242・ 244・ 247・ 255は頸部が屈曲し、胴部がやや内  258・ 260～ 262は外面に擦痕状の条痕を施し、内面は

傾する器形となるものである。242は胴部片で、外面  ナデ・ユビオサエで調整を行なう。260。 261は胴部下
縦位、内面斜位に条痕を施す。擬日縁が顕著に認めら  半の破片で、内面には指頭圧痕が顕者に認められる。
れる。244は頸部片で、外面に右下→左上方向へ条痕  259は 内面に細かいナデで調整を行ない、鋭い稜が形

を施す。内面には指頭圧痕が顕著に認められる。247  成されている。指頭圧痕も認められる。
の外面には煤が少量付着している。255は頸部片で、 263・ 264は繊維を若千含む無文土器である。263は

外面は左下→右上に向かって条痕を施す。内面はナ  ロ縁部片で、ユビオサエで口縁をつまみあげてやや外
表4 別所下ノ前遺跡出土縄文土器観察表②

層位 分 類 時期型武
部位

特徴 調整 備若

類妍
VttAl類 北白川IC式

鉢
部
深
胴

外)縄文LR
内)ナデ ◎ 0

25Y7/2
灰黄

25Y7/2
灰責 聰廂

節高0 15cm
節幅0 15cm

責色
シ,レト

VttAl類 北白川C式
鉢
部
深
胴

外)縄文LR
内)ナデ ◎ O

フ

白

５Ｙ

灰 灰黄 灰黄

師高0 2om
節幅0 25cm

黄色
ン,レト

VttAl麺 北自川C式
鉢
部
深
胴

外)縄文LR・ナデ
内)ナ, ◎ 0

灰 白

5Y6/1

灰
25Y7/2
灰黄

節高0 15cm
節幅0 15cm

色

外

黄

力
VttAl類 北自川 C式

鉢
部
深
胴

外

内 ◎ O 】
康 Ｗ諏

▼
灰

色

外

黄

功
VttAl類 北自川C式

鉢
部
深
胴

外)ナテ・

肉)ナ■・ユビオサエ ◎ O
灰責 黄灰

Ｖ
灰

色

外

責

力
VttAl類 北白川C式

深鉢
胴部

外)ナ,
内)ナテ

◎ O
5Y6/1

灰 冊瓢 哩徹

鞭瘍
VttG類 研雛

深鉢
隔部下|

外)籐減
内 )ナ〒
・ ◎ O 】

滅 灰

25Y7/4
浅黄

黄色
ン,レト
VttG類 雌雛

鉢 外

内 ◎ O
25Y6/1
黄灰 にぷい黄経

〉
灰胴部

色

外

黄

功
VttG類 中期末

後期前葉

鉢
部
深
胴

外灌 減

内 )ナ,・
◎ O こぷい黄瘤 灰

25Y8/3
淡黄

黄色
シリレト
VttG類 幌雛

鉢
部
深
胴

外)ナテ
‐

内)すテ
・ ◎ O 】

巌 にぷい黄 にぷい黄4

黄色
シルト
VttG類 中期末

後期前葉
鉢
部
深
胴

外)ナデ
内)ナテ・

◎ 0
25Y5/1
黄灰

10YR7/3
にぶい黄程 財慮

黄灰色
シルト
VttG類 中期末

後期前葉
深鉢
胴部下| げ］

◎ 0
2 5YO/4

にぶい黄 Ｗ巌 黄 灰

黄色
シリレト 底部

H類 北自川C式
鉢
部
深
底

外)縄文LRナテ
内 )ナデ

◎ 0
灰責 Ｗ巌 灰黄

節高0 25cm

節幅0 25cm

紫灰色
粘質
シルト

M藩 篠原式
深鉢
口緑部

外)刻みサテ
内)ナテ・

0 0 〕
敵
聰
賊

25Y7/9
浅黄

淡灰色
砂質土

I ttB2類 a種 神宮寺式
鉢
部
深
胴 押型文

外)船形沈文
内)ナテ'

0 0 0 こぷい黄組 晴灰黄 〉賤
２５
暗

暗灰色
シルト

I ttB2類 c種 神宮寺武
深鉢
胴部

押型文
外)船形沈文

内 )ナテ
・ 0 0 0 瑚

庫
瑚
購 にぶい費権

暗灰色
砂質主

1群 B2類 c召 神宮寺弐
鉢
部
深
胴 押型文

外)船形沈文
内 )ナデ

0 O 0 瑚
障

10YR5/2
灰黄褐

10YR6/4
にぶい黄権

暗灰色
ンルト

I ttB2類 c種 神宮寺武
鉢
部
深
胴

押型文
外)船形沈文

内)ナデ O 0 0
こぷい費増 にぷい黄灌 にぶい橙

暗灰色
砂質土

I ttB2類 c召 神宮寺式
鉢
部
深
胴 押型文

外)船形沈文
内)ナテ・

0 0 0 瑚
庫
醐
障

10YR5/4
にぶい黄福

暗灰色
シルト

I ttB2類 c召 神宮寺武
深鉢
胴部

押型文
外)船形沈文

内 )ナ, O 0 0
25Y4/1
黄灰

10YRO/3
こぷい黄モ 灰黄褐

暗灰色
シリレト

I ttB2類 c紹 神宮寺式
深鉢
底部付芝

押型文
外)船形沈文
内)ナテ・ 0 0 0 こぷい黄増

10YR5/2
灰資褐

,OYR6/3
にぶい黄給

馳羽
I ttD3類

山芦屋翔
～黄島弐

鉢
部
深
胴 押型文

外)山形文
内)ナテ
・ ◎ 0

浅黄 Ｗ巌
贈
歎



第 3章 調査の方法と成果

表5 別所下ノ前遺跡出土縄文土器観察表③

層位 分類 時期型式 健
位
盃
部 特徴 調整 備考

番拝

黄色
シルト

I群D8類 山芦屋期
鉢
部
深
胴 押型文

外)山 77/文
内)ナデ

O
費灰 Ｗ蝕 黄灰

黄色
ン,レト

I ttD3類 山芦屋期
鉢
部
深
胴 押型文

外 )山 形文
肉)ナテ・

0
灰黄 黄灰

25Y6/1
黄灰

原体:2単位1
周長:18?

色
主
灰
質
淡
砂

I ttD3類 「山芦屋期
鉢

付

深
部底 押型文

外)山形文
内)ナデ

0 Ｗ
慮
剛
懃
瑚
慮

淡灰色
砂質土

こ群DO類 「山芦屋期
鉢
部
深
胴 撚糸文

外)撚糸文R
内 )ナデ

O
6Ye/1

オリーブ黒
25Y7/2
灰黄 〉厳

２Ｓ
暗

鞭嘘
I ttD6類 「山芦屋期

鉢
部
深
胴

撚系文
外)撚糸文R
内)ナテ・

O
浅黄 Ｗ巌

Ｖ
灰

D発掘区 X94-Y46区  中世包含層 灰色■ I ttDO類 「山芦屋期
鉢

部
深

胴 燃糸文
外)撚糸文R
内)ナデユビオサエ

0
灰黄 炒障

２５
暗 にぶい費

責灰色
砂土

I ttD6類 「山芦屋期
鉢
部
深
胴 撚糸文

外)撚糸文R
内)ナデ

0
2 5YS/″

暗灰黄
25Y6/2
灰黄

25Y6/2
灰黄

波灰t
砂質■

I ttD6類 「山芦屋期
鉢
部
深
胴 燃糸文

外)撚糸文R
肉 )ナ予'

O 哩撤 黄 灰 灰黄

色

土

灰

質

淡

砂 I ttDO類 「山芦屋期
鉢
部
深
胴 燃糸文

外)撚糸文R
内)ナテ

O
25Y6/3
にぶい黄 醐慮 にぶい責

節高0 3cm

節幅0 2cm

黄灰色
シルト

I ttD4類

慇蜘

押型文
外)橋円文サデ
内)楕円文サテ

0 0 0 ◎
iOYR6/4

灰費 オリーブ黒

鉢
部
深
顕

色

恥

黄

功

鉢
部
深
胴

弾川

費色
シルト

深鉢
胴部下半

原体ね単位
周長封
'cm

底部付近

黄色
シ,レト

Ⅸ群Al類 茅山下層イ
鉢
部
深
頸

頸胴部界
刻み日

外)刻みサテ
・

内〉ナテ
・ O O ◎

黄灰 費灰
Ｖ
灰

Π ttA2類 夢山下層
=

鉢
部
深
胴

外)剌突サテ
内),デ

O O O
黄灰

5Y6/1

灰

5Y3/1

オリーブ黒

色

恥

費

力
Ⅸ群D2類 早期後葉

深鉢
口縁部

繊維縄文 ‐み．縄文棚
外

O 0 ◎
2 5YS/1

黄灰
25Y6/1
黄灰

節高035c町
節幅035c阿

黄色
シルト

H ttD2類 早期後葉
鉢
部
深
胴 織維縄文

外)縄文RL
内)ナテ

O 0 ◎ Ｍ
購
２５
晴 灰黄 黄 灰

節高i04cm
節幅055c■

灰

叫

黄

力
Ⅱ群D2類 早期後葉

鉢
部
深
胴

繊維縄文
外)縄文R止
内)ナ,・

O O O
25Y5/1
黄灰

25Y5/1
黄灰

25Y5/1
黄灰

節高つ3cm
節幅0 45cΠ

黄色
ンルト

工群D2類 早期後葉
鉢
部
深
胴 繊維縄文

外)縄文RL
内 )ナテ
・ O O O

25Y7/3
浅黄 灰

5YO/1

オリーブ黒
節高0 0cm
節幅0 4cm

D発掘区 X90Y42区  中世包含層 灰色土 H ttD2類 早期後葉
鉢
部
深
胴 織維縄文

外)縄文RL
内)ナデ

O 0 ◎
2 5YC/3

にぶい黄 黄灰 灰

節高0 4cm

節幅0 4cn

色

恥

黄

切
Ⅱ群D2類 早期後葉

鉢
部
深
胴 繊維縄文

外)縄文RL
内)ナ,ユビオサエ O 0 ◎

にぶい黄

25Y5/1
黄灰

哩
灰

節高0 3cm
節幅0 3cm

D発掘区 X94Y40区  中世包含層 灰色土 Ц ttD2類 早期後葉
鉢
部
深
胴 織維縄文

外)縄文RL
内)ナ,

O 0 ◎ 贈
購

25Y5/1
黄灰

5Y3/1

オリーブ黒
節高0 25cR
節幅0 4om

D発掘区 XOO寸 4之区 中世包含層 灰色土 ■群F,類 早期後葉
深鉢
口縁部

繊維無文
外)刻みサデ
内)摩滅

0 O O ◎
7 5YR5/4

にぶい褐 瑚鶏
25Y3/1
黒福

黄色
シ,レト

工群Fl類 早期後葉
深鉢
胴部
繊維無文

外)摩滅
内)ナテ・

0 O ◎ Ｗ
巌
Ｗ
灰 黒褐

色

叫

黄

功
Ⅱ群Fl類 早期後葉

鉢

部
深

胴 繊維無文
外 )ナデ

内)ナデ
O 0 ◎

灰責 灰

25Y4/1
黄灰

D発掘区 X90Y44区  中世包含層 灰色土 Ⅱ群Fl類 早期後菜
鉢
部
深

隅 繰維無文
外)摩滅

内)ナデ
O O ◎

25Y,/2
灰黄 Ｗ歎

5Y4/1

灰

H ttF,類 早期後葉
鉢
部
深
胴 繊維無文

外)ナテ・

内)剥職
0 O 0

灰黄 黄灰 灰

D発掘区 X00-Y96区  中世包含層 灰色土 底部 Ⅱ類 早期後葉
鉢
部
深
底

外 )ナ,・

内 )ナテ'
0 O ◎

25Y7/2
灰黄 黄灰 褐灰

色

外

責

功
五群B2類

早期末
前期初頭

深鉢
口縁部

貝殻腹縁
縦位刺突

外)貝殻腹縁刺突サテ
ュビォサェ

内)ナテ・ユビオサエ
0 O O O

25Y6/3
にぶい黄 にぶい黄 灰オリーブ

黄色
ンルト

Ⅱ群B2類
早期末
前期初頭

鉢
部
深
胴

縁
突
腹
刺
殻
位
貝
縦

外)貝殻腹縁刺突サ,
内)ナテ
・・ユヒオサエ

O O O O 瑚
慮 灰黄

″5Y4/1
交灰

82



3-1 別所下ノ前・辻堂遺跡

表6 別所下ノ前遺閉出土縄文土器観察表④

層位 分類 時期型弐 憚
位
群
部 特徴 調整 備 考

黄色
ンルト

Ⅱ群 B3類
早期末
前期初頭

鉢
部
深
胴

貝殻腹縁
縦位束I突

外)貝殻腹縁束I突 条痕
内)ナデ 0 0 0

黄 灰 暗灰黄
｝
灰

黄色
ン,レト

Ⅱ群B4類
早期末
前期初頭

鉢
部
深
胴

下
縁
帝
腹
突

隆
殻
刺

徽
貝

貫投 IIg縁
0 O 0

IOYR6/4
にぶい黄君

25Y6/4
にぶい黄

25Y6/4
にぶい黄内 )ナデ ユビオサエ

D発掘区  X94-Y44区 灰色■ HttB4類 早期末
前期初頭

鉢
部
深
胴

微隆帯下

貝殻腹縁

刺突

外)貝殻腹縁刺実・療滅
内)ナテ
・・ユビオサエ

O O 0
にぷい黄 灰 にぶい黄

色

琳

黄

力
Ⅱ群B4類 鶉蜘

深鉢
胴部

外)員殻腹縁刺突サテ
・

内)ナテ
・ O O O

10YR6/4
にぶい黄落

25Y6/4
にぷい黄 にぷい黄

色

外

黄

力
HttC類 早期末

前期初頭
深鉢
口縁部 帥捌

ュビォサエ ◎ ◎ 呻鶏
25Y7/3
灰黄 呻議

受色
ンルト

Ⅲ群 C類
早期末
前期初頭 麟蜘 囃制

ユビオサエ ◎ ◎
黒褐 灰黄 暗灰黄

黄色
シルト

亜群 D2類 a種 塩屋式 紳爛酢
囃簸

外)条痕・ナデ
内)ナデユビオサエ

0 0
にぶい黄理 こぷい黄程 にぶい黄

頚狐
Ⅲ群D2類 a種 塩屋式

深鉢
同部下半

外)条痕

内)ナテ・ユビオサ亘
0 0

にぷい黄 浅黄 聰厳

魏妍
lllttD2類b種 塩屋武 釉蜘

隆帯上
条痕

外)条痕 ユヒ材サエ
内)ナデ・ユビオサエ

O O
灰費 にぷい責

2 5YO/4

にぶい黄

黄色
シルト
Ⅱ辞D2類 b種 塩屋式

鉢
部
深
頸 条痕文

外)条痕 ユヒ材チエ
内)ナデユビオサエ

O O
淡黄 淡費

25Y8/2
灰白

D発掘区 XiO Y44区  中世包含層 灰色■ 五群D2類 b種 塩屋式
深鉢
胴部下半

条痕文
外)条痕
内),デ ユビオサエ

O O
25Y7/2
灰黄 灰黄 褐 灰

色

琳

黄

功
皿群El類

早期末
前期初頭 隷蜘

条痕文
外)条痕サテ
内)ナデ ユビオサエ

0 O ◎ O
25Y6/3
にぶい黄

10YR6/4
こぶい黄轄

10YR4/2
灰黄褐

外面煤付着

黄色
ンザレト

匝群El類
早期末
前期初頭

鉢

部
深

胴 条痕文
外)条痕
内)条痕・ユビオサエ

O O 0 O ＹＲ
褐

7 5YR5/3

にぶい褐

7 5YR5/4
にぶい褐

105と 同一
外面煤付着

色
土
灰
質
淡
砂 Ⅲ群El類

早期末
前期初薫

鉢
部
深
胴 条痕文

外)条疲 ユビオサエ
内)条痕・ユビオサエ

O 0 ◎ 0
食 褐 にぶい黄箱 哩講

外面煤付着

黄色
シルト

Ⅱ群El類
早期末
前期初頭

深鉢
】同部 条痕文

外)条痕
内)条痕

0 0 ◎ 0
にぶい責窪 にぶい黄和

10YR5/3
にぶい黄荘

外面煤付着

黄色
シルト

Ⅱ群El類
早期末

前期初頭

鉢
部
深
胴 条痕文

外)条痕
内)条痕 ユヒ材サエ

0 0 ◎ 0
にふい黄荘 Ш醸

10YR5/4
にぶい黄推

外面煤付着

黄色
シルト

肛群El類
早期末
前期初頭

鉢
部
深
胴

条痕文
外)条痕 ユヒオサエ

内)条痕サデ ユヒ
・
オサニ

O 0 ◎ 0
10YRO/4
にぷい黄荘 にぷい資

10YR3/1

黒褐
外面爆付着

色

叫

黄

力
五群El類

早期末
前期初頭

鉢
部
深
胴 条痕文

外)条痕
内)条痕・ユヒオサエ

O O ◎ O
にぶい黄 灰オリーブ

25Y4/1
黄灰

外面爆付着

黄色
シルト

工群El類
早期末
前期初頭

鉢
部
深
胴 条痕文

外)条痕
内)条痕・ユビオサエ

O O O O
こぷい黄程 にぶい黄増 にぶい黄准

外面煤付着

黄色
ン,レト

亜群El類
早期末
前期初頭

鉢
部
深
胴 条痕文

外)条痕
内)条痕・ユビオサ亘

O O O O ＹＲ
褐

iOYR5/4
にぶい黄積 褐

98と同一

色

叫

黄

力 Ⅱ群El類
早期末
前期初頭 鶏蜘

条痕文
外)条痕
内)条痕 ユビオサI

O O 0 O
,OYR5/0
こぷい黄荘 〉峨

２５
暗

iOYR5/4
■ぷい黄権

外面煤付着

黄色
シルト

巨群に1類
早期末
前期初頭

鉢
都
深
胴 条痕文

外)条痕
内)条痕サテ

O O O O こぷい黄モ にぶい黄選 三ぶい黄糖
外面煤付着

黄灰色
ン,レト

Ⅲ群El類
早期末
前期初頭

鉢
部
深
胴 条痕文

外)条痕
内)条痕 ユヒ

・
オサエ

O O O 0 Ｗ
鶏 財鶏

,OYR4/3
こぷい黄お

外面煤付着

資色
シルト

Ⅲ群EI類
早期末
前期初頭

鉢
部
深
胴

条痕文
外)条痕
内)条痕・ナデ

0 0 0 0 Ｗ
熱 黄褐 灰オリージ

外面煤付着

D発掘区 X90Y42区  中世包含層 灰色土 ΠttEI類 早期末
前期初頭

鉢
部
深
胴 条痕文

外)条痕
内)ナテ・・ユビオサエ

0 O O 0
にぶい偶 褐灰 黒褐

黄色
シルト

Ⅱ群 El類
早期末
前期初頭

鉢
部
深
胴 条痕文

外)条痕
内)条痕 ユヒオサエ

0 O O 0
illYR4/2

灰黄褐 にぷい黄 椙

D発掘区 X02Y08区  中世包含層 灰色■ 亜群El類 早期末
前期初頭

鉢
部
深
胴 条痕文

外)条痕
内)条痕・ユヒオチエ

O O O O こぷい費和
lllYR5/4

にぶい黄推
7 5YR5/4

にぶい褐

黄色
Ⅱ群El類

早期末
前期初頭

鉢
部
深
胴 条痕文

外)条痕
内)条痕

O O O O Ｍ
縮
５Ｙ

明 Ｗ徹
こぷい赤拒

黄色
シルト

Ⅱ群El類
早期末
前期初頭

鉢
部
深
胴 条痕文

外)条痕
肉)条痕・ユビオサエ

0 O O O 贈
報 にぷい黄 黄褐

外面煤付着

黄色
シリレト

Ⅱ群E,類
早期末
前期初頭

鉢

部
深

胴 条痕文
外)条痕
内)条痕 ユヒ

・
オサエ

0 0 O O
10YR5/4
こぷい黄増

,OYR5/3
にぶい黄荘

7 5YR5/4
にぶい褐

外面煤付着

D発掘区 X92-Y06区  中世包含層 灰色土 Ⅱ群El類 早期末

前期初頭

鉢
部
深
胴 条痕文

外)条痕
内)条痕

O O O 0
10YR5/4
こぶい黄4

10YR5/4
にぶい黄泰

7 5YR4/1

褐灰

D発掘区 X88-V36区  中世包含層 灰色土 Ⅲ群E2類 早期末
前期初頭

深鉢
口縁部

条痕文
外)条痕サテ

・・ユ七・オサエ

内)条痕サ,・ユ七
・
オサエ

0 O ◎ 0 こぶい黄4
10YR5/3
にぶい黄権

iOYR4/2
灰黄福

黄灰色

土
Ⅱ群E2類 靭帥

鉢
部
深
胴 条痕文

外 )条痕サデ

内〉条痕・ユビオサエ
0 0 ◎ 0 Ｗ

鶏 黄福 暗灰費
外面煤付着

D発掘区 X98Y34区  中世包含層 灰色土 ШttE2類 早期末

前期初頭

鉢
部
深
胴 条痕文

外)条痕
内)条痕 摩減

O O 0 0
10YR5/3
こぶい黄禁

25Y6/3
にぶい黄 にぶい黄村

類冴
IllttE2類

早期末
前期初頭

鉢
部
深
胴 条痕文

外)条痕
内)ナテ・ユビオサエ

0 O O O こぷい黄増 責灰 呻鶏
内面爆付着

D発掘区 X88封 30区  中世包含層 灰色■ Ⅱ群E2類 鶉帥
鉢
部
深
胴 条痕文

外)条痕・ユヒオサエ
内)条痕・ユビオサエ

O O O O Ｗ
部
炒
賊
２５
暗 Ｗ
熱

色

恥

黄

力
Ⅲ群E2類

早期末
前期初頭

鉢
部
深
鵬 条痕文

外)条痕
内)条痕

O O ◎ O
25Y5/0
費褐 黒褐 Ｗ錦

内面煤付着



第 3章 調査の方法と成果

表 7 別所下ノ前遺跡出土縄文土器観察表⑤

層位 分類 時期型式 督
位
薇
部 特徴 調整 備考

黄色
ンルト

亜群E2類
早期末
前期初頭

鉢

上

深
部胴 条痕文

外)条痕サテ
・

内)ナテ・・ユビォサエ
O O ◎ O

黄褐

25Y5/3
黄褐 炒賤

２５
暗 外面煤付着

責灰色
ンルト

Ⅱ群E2類
早期末
前期初頭

鉢
部
深
胴

条痕文
外)条痕
内)条痕

◎ ◎ O
にぶい褐 にぶい褐

7 5YR4/2

灰福

黄色
シ,レト

皿群E3類a種
早期末
前期初頭

鉢

部
深

胴 条痕文
外)擦痕
内)ナデ・ユビオサエ

O O 0 0
iOYR6/3
にぷい黄程

Ｗ
灰
Ｗ
灰

艶
狐

lllttE3類 a種
早期末
前期初頭

深鉢
胴部

条痕文
外)擦痕
内)ナデ ユビオサエ

O O O O
にぶい黄獲 ］爛

にぶい黄准
外面煤付着

凍色
ンルト
Ⅱ群E3類a種

早期末
前期初頭

鉢
部
深
胴

条痕文
外)擦痕
内),デ・ユヒ材サエ

0 0 0 O
iOYR4/3
にぶい黄雑 こぶい資和

10YR5/3
にぶい黄推

外面煤付着

黄色
シリレト
Ⅱ群E3類a種 耕帥

鉢
部
深
胴 条痕文

外)擦痕サ,・
内)榛痕・ユビオサエ

O O 0 0
10YR4/3
こぷい黄4 こぷい黄福 にぶい黄積

外面煤付着

黄色
ン,レト
亜群E3類a種

早期末
前期初頭

鉢
部
深
胴

条痕文
外)擦痕サデ
内)ナ ,・

O O O O こぶい黄和
10YR5/4
にぷい黄荘

10VR5/4
にぶい黄和

資色
ンルト
亜群E3類a種

早期末
前期初頭

鉢
部
深
胴

条痕文
外)擦痕サテ

・

内)ナ,・ ユビオサエ
O 0 O 0 こぷい黄瘤 にぶい黄荘

iOYR4/4
褐

黄色
シルト

Ⅲ群 E3類a種
早期末
前期初頭

深鉢
胴部下半

条痕文
外)擦痕

内)榛痕サテ・・ユビオサエ
0 O O O Ｗ

熱
炒
厳
２５
暗 オリーブ黒

外面煤付着

黄灰色
ンルト
Ⅲ群E3類a種

早期末
前期初頭

深鉢
胴部下半

条痕文
外)擦痕
内)ナテ'ユビオサエ

O 0 O O
黄褐 炒厳

２５
暗 暗福

外面煤付着

色

叫

黄

力
HttE3類 a種 耕帥

深鉢
胴部下半

条痕文
外)擦痕
内)ナテ ユビオサエ

O 0 0 0
にぷい費兼

25Y4/9
オリーブ褐

25Y4/3
オリーブ偶

外面煤付着

色

叫

黄

力
Ⅱ群 E3類b種 耕酌

藩蜘
条痕文

外)擦痕

内)ナテ
・ O O 0 嘘疇

25Y5/3
黄褐 にぶい黄績

D発掘区 X90寸 04区 中世包含層 灰色土 亙群E3類b種
早期末
前期初頭 瀞醐

条痕文 蝉げ
O 0 O O

灰黄福

illYR4/2

灰黄福 にぷい黄

D発掘区 X95-Y34区  中世包台層 灰色■ 亜群 E3類b種
早期末
前期初頭

鉢
部
深

胴 条痕文
外)擦痕

内)条痕サデ ユビオサエ
O O 0 O

にぶい黄 褐灰

2 5YO/1

黒褐

黄色
ンルト
Ⅱ群E3類b種

早期末
前期初頭

鉢
部
深
胴

条痕文
痕

痕

擦

条

外

内 0 O O ○ ］静
iOYR5/3
にぷい黄積

Ｗ
灰

D発掘区 X88-Y36区 中世包含層 灰色土 ElttE3類 b種
早期末
前期初頭

鉢

部
深

胴 条痕文
外)擦痕
内)条痕

0 O 0 O
iOYR5/4
にぷい黄枢

25Y4/2
暗灰黄 黒褐

第18発掘区 引ヒ谷北側
南谷中世中世包含層

灰偶色
土
HttF類 鶉脚

鉢
部
深
胴

外)'デ
内)磨減

O O O O
灰黄褐 にぶい黄

10YR5/2
灰黄褐

D発掘区 X93-Y94区 中世包含層 灰色土 亜群F類
早期末
前期初頭

深鉢
胴部下半

外)摩滅
内)ナデ ユビオサエ

0 O 0 0
黄褐 〉慮

２５
暗

25Y6/3
にぷい黄

D発掘区 X90 Ve4区  中世包含層 灰色上 VttBl類
中期末
後期初頭 瀬蜘

外)沈線・ナデ
内)ナテ
・ O O

10YR5/3
にぷい黄荘 呻撤 褐灰

D発掘区 X90-Y42区 中世包含層 灰色主 VttBI類
中期末
後期初頭

鉢
部
深
胴 藩消縄文

外)縄文LR沈線
肉)ナテ

0 0
10YR7/4
三ぷい黄増 灰黄褐 黄 灰

節高0 2cm
節幅Ю icm

D発掘区 X02Y40区  中世包含層 灰色土 VttBI類
中期末
後期初頭

鉢
部
深
胴

磨消縄文
外)縄文LR沈線
内)ナテ
・ ◎ O

灰黄褐

10YR5/4
にぶい黄荘

｝
灰
節高0 15cm

節幅0 2om

黄色
シルト

VttBa類
中期末
後期初頭

鉢
部
深
胴

外〉沈線
肉)ナテ

◎ 0
,OYRC/4
こぷい黄お

,OYRO/4
にぶい責4

10YR71
褐灰

決黄灰
色砂土

VttB3類
中期末
後期初頭

鉢
部
深
胴

外)沈線
内)ナテ'

◎ O
10VR6/3
こぷい黄程 瑚般 哩徹

費色
ンルト

VttB2類
中期末
後期初頭

深鉢
口縁部

波状口縁
外)沈線サテ
内)ナテ
・ ◎ O Ｗ

巌
25Y6/3
にぷい黄 黒褐

色

琳

黄

力
VttC2類 後期前葉 熟醐

外)沈線サ,

内)ナテ
・ ◎ O

ＹＲ
橙

10YR7/3
にぶい黄浩 灰黄

色

恥

黄

切
VttC2類 後期前葉

深鉢
口縁部

外)沈線サテ
・

内)ナテ
◎ 0

lllYR7/2

にぶい費薙 黒福

10YR4/1
褐灰

色

琳

責

功
VttCl類 中津式

鉢
部
深
胴 磨消縄文

外)縄文LR・沈線・サ〒
内),テ

O O
,OYR6/4
にぶい黄権

10YR6/4
こぶい黄橙 明赤褐

高
帽
節
節

黄灰色
土
VttD類

川
式

自

層

北

上
鉢
部
深
胴

外)条線
内)ナ ,・

◎ ◎ にぶい福 オリーブ黒
5Y3/1

オリーブ黒
内面煤付着

D発掘区 X12Y06区  中世包含層 灰色土 V群ビ類
中期末
後期前葉

深鉢
胴部

撚糸文
外)撚糸文L
内)ナテ・

O O
灰責 黄 灰

Ｗ
灰

節高0 3cm

節幅0 3cm

責色
ンルト

VttE類
中期末
後期前葉

鉢
部
深
胴

外)縄文LR
内 )ナテ
・ 0 O

2 SY4/1

黄灰
Ｖ
灰 黄灰

節高つ2cm
節幅0 3cm

黄灰色
シリレト

VttG類 中期末
後期前葉 瀞蜘

波状口縁
外 )ナ ,・

肉 )ナテ
O O Ｖ

灰 黄 灰 費 灰

黄灰色
土
VttG類 中期末

後期前葉
鉢
口縁部

外)ナテ
内)ナデ

0 ◎
にぶい黄

2 5YO/9

にぶい費 瑚賤

卿帳那
I ttA類 大サ1式

鉢
部
深
胴

押型文
外)市松文

内)摩減
O 0 ◎

iOYR4/3
にぷい黄軽 贈熱 暗灰黄

黄灰色
砂土
I ttBl類 bl調 神宮寺式

鉢
部
深
胴

押型文
外)船形沈文
内)ナ ,・

O O ◎
灰黄褐 黒褐

IOYR4/1

褐灰

黄灰色
砂質土

I ttB2類 a種 神宮寺式
深鉢
口縁部

椰型文
外)刻み・船形沈文

内 )ナテ
・ 0 0 ◎

10YR6/4
こぷい黄君

,OYR7/4
にぶい黄荘 にぶい黄落

158と 同一

色

土

灰
質
晴
砂
I群B2類 a増 神宮寺式

深鉢
口縁部

押型文
外)刻みサテ

内)ナデ
O O ◎ ］輛

ＹＲ６
橙 褐

157と同一

84



3-1 別所下ノ前 。辻堂遺跡

表8 別所下ノ前遺跡出土縄文土器観察表⑥

番号
層位 分類 時期型式 怪

位
煮
部 特徴 調整 備考

暗灰色

砂質土
I ttB2類 a種 神宮寺式

鉢
部
深
頸 押型文

外 )AFak形 沈文

内)ナテ
・ 0 0 ◎

褐

10YR6/4
にぶい黄種 こぷい黄橙

黄灰色
砂質土

I ttB2類占種 神宮寺式
鉢
部
深
頸 押型文

外)船形沈文
内)ナテ
・ 0 0 ◎ こぶい黄経 1こ らヽい黄荘

=ぶ
い黄推

101と同一

黄灰色
砂貨土
I群82類 a種 神宮寺式

鉢
部
深
頸 押型文

外)船形沈文
内)ナ ,・

O 0 ◎
10YR6/4
こぶい黄走

10YRO/3
にぶい黄憲

10YR4/2
灰黄褐

160と同一

茶黄色
二群B2類 a種 神宮寺式

鉢
部
深
胴 押型文

外)船形沈文

内 )ナデ
0 0 ◎ こぷい黄権 にぶい黄稲

原体イ単位 |

周長J6?

色
土
灰
質
暗
砂 I ttB2類 a種 神宮寺式

鉢
部
深
胴 押型文

外)船形沈文
内)ナテ
・ 0 0 ◎ 三ぷい黄モにぶい黄モ こぶい黄モ

暗灰色
砂質土

I ttB2類 j種 神宮寺式
鉢
部
深
胴 押型文

外)船形沈文
内)ナ ,・

0 O ◎
10YR5/3
こぷい黄摂

10YR7/3
にらヽい黄獲

10YR4/3

=ぷ
い黄終

晴灰色
砂資土
I群B2類 a種 神宮寺式

鉢
部
深
胴 押型文

外)船形沈文

内)ナテ
・ O 0 ◎

10YR5/3
こぶい黄拒

10YRO/2
灰黄褐 こぷい黄準

鞭漿鴻
I ttB之類a種 神宮寺式

鉢
部
深
胴 押型文

外)船形沈文

内)ナテ
・ 0 0 ◎ こぶい黄焔 にぷい黄組 iぷい資珀

質
鳳
砂
∫′，

I群82類 a種 神宮寺式
鉢
部
深
胴 押型文

外)船形沈文

内)ナテ
・ 0 0 ◎

=ぶ
い黄浩 にぶい黄花 ］爛

黄灰色
シザレト
1群B2類 a種 神宮寺試

鉢
部
深
胴 押型文

外)船形沈文

内)ナデ・ユビオサエ 0 0 ◎ こぶい責拒 に心`い費穫 こぷい黄拒

色
土
灰
覧
暗
砂

I ttB2類 a種 神宮寺式
鉢
部
深
胴 押型文

外)船形沈文
内)ナテ・

0 0 ◎ こぷい黄鵜 にぷい橙 灰責福

色
礫
灰
砂

I ttB2類 a種 神宮寺式
鉢
部
深
胴 押型文

外)船形沈文
内)ナデユビオチエ

O 0 ◎
こぶい黄鵜 にぷい黄程 褐

黄灰色
砂質土

I ttB2類 a種 神官寺式
鉢
部
深
胴 押型文

外)船形沈文
内)ナr 0 0 ◎

10YRO/4
こぷい黄名

10YR6/3
にぶい黄怒

,OYRO/3

色
土
灰
質
暗
砂

I ttB2類 a種 神宮寺式
鉢
部
深
胴 押型文

外)船形沈文

内)ナ ,・
O O ◎

25Y7/3
浅黄

10YR6/3
にぶい黄駕

,OYR7/3
三ぶい黄捜

灰色

砂質土
I ttB2類 a種 神宮寺式

深鉢
胴部下半

押型文
外)船形沈文
内 )ナテ・ユビオサエ

O 0 ◎ にぶい黄 Ｗ離 黄褐

第1発掘区 西側  SK01 韓顔鴻
I ttB2類 b種 神宮寺式

深鉢
胴部下半

押型文
外)船形沈文
内)ナテ・

◎ O O こぷい黄蘊 にぷい黄種 =ぷ
い黄権

色

土

灰
資

黄

砂 I群B2類 b種 神宮寺式
鉢
部
深
胴 押型文

外)船形沈文

内)ナテ ユビオサエ
O ◎ ◎

10YR5/0
こぶい黄枢 灰黄

10YR7/4
こぷい貢権 と同一

色

土
灰
質

黄

砂 I ttB2類 b種 神宮寺式 務爛
押型文 勒げ

O ◎ O こぷい黄荘 Ｗ雄 こぷい責権
177と同―

資灰色

砂質■
I ttB2類 b種 神宮寺式 耕醐

押型文
外)刻み
内)ナデ

O ◎ O こぷい黄荘 にぶい黄稲 にぷい橙
176と同一

黄灰色
砂質■

I ttB2類 b種 神官寺式
鉢
部
深
胴 押型文

外)船形沈文

内)ナテ
O ◎ O

10YR4/0
三ぶい黄窄

10YR6/0
にぶい黄程

,OYRO/3
三ぶい黄程

黄灰色
砂質土

I ttB2類 b種 神宮寺■
鉢
部
深
胴 押型文

外)船形沈文
内),デ

O ◎ O
灰黄 灰 白 明黄褐

黄灰色
シルト

I ttB2類 b種 神宮寺式
鉢
部
深
胴 揮型文

外)船形沈文
内)ナデ

O ◎ O
10YR7/2
こぶい黄鵜 にぷい黄程

25Y7/コ

浅責

色

土

灰

質

黄

砂 I ttB2類 b種 神宮寺式
鉢
部
深
胴 押型文

外)船形沈文
内)ナテ・

O ◎ O 膨
賤
２５
皓 】
廉

黄灰色
砂質土

I ttB2類 b種 神宮寺式
深鉢
1同部上半

押型文
外)船形沈文
内)ナデ

O ◎ O こぷい黄福 灰 白 こぷい黄程

色

■

灰
質

黄

砂 1群B2類 b種 神宮寺式
鉢
部
深
服 押型文

外)船形沈文

内 )ナデ
O ◎ O

,OYR5/3
こぶい黄経 〉厳

２５
暗 Ｗ
購

責灰色
砂質土

I群B2類 b種 神宮寺式
深鉢
胴部下半

押型文
外)船形沈文

内)ナテ
・ O ◎ ◎

10YR6/0
こぶい黄鵜 瑚雄

7 5YR5/4

にぷい褐 と同一

E発掘区  X30-Y22区  SK00 色
砂
灰
粘

I ttB2類 b種 神官寺式
深鉢
胴部下半

押型文
外)船形沈文
内)ナテ・ユビオサエ

◎ O O
にぶい橙 こぶい黄積 こぷい費権

色

土

灰

質

黄

砂 I ttB2類 b種 神宮寺式
深鉢

胴部下半
押型文

外)船形沈文
内)ナ,・

O ◎ ◎ ］鞠
瑚
賤

7 5YR6/4

にぷい橙 と同一

灰色
砂質土

:群B3類 神宮寺武 離蜘
押型文

外)山形文

肉 )ナテ
・ O ◎ ◎

,OYR6/4
こぶい黄程 】巌

瑚
熱

類姓
I ttB4類 神宮寺式

深鉢
頸部

外)摩減
内)ナテ'

0 O O
25Yγ 2
暗灰責

,OVR6/3
こぷい責穣 黒掲

褐色■ I ttEl類 高山寺式
鉢
部
深
頸 押型文

外)楕円文
内)斜行沈線

◎ O O 瑚
願 灰 白

2 5YS/1

黄灰

E発掘区東  表採 I ttE2類 高山寺式
鉢
部
深
胴 押型文

外)橋円文

内 )ナテ
・ ◎ O O

2 5YO/2

灰台
7 5YR7/3

にぶい繕 呻緻
!

９９

を

０２

! 緻節
I ttD5類 a種 黄島式

深鉢
口～胴苗
下半

押型文
外)楕円文

内)柵状文・楕円文サテ・
◎ 0

2 5YO/1

黄灰 灰黄 灰黄褐
楕円■単位
周長2 0cm

鞭洲
■群 B類 八ッ崎 I

鉢
部
深
鰻

顕胴部界
刻み目

外)刻みサデ
内)摩滅

0 0 ◎
にぷい黄窪

25Y6/1
黄灰
〉
灰

縄文

包含層
Ⅱ群F類 早期後葉

深鉢
胴部

繊維無文
外 )ナテ
‐

内 )ナテ
・ 0 0 ◎

5Y8/1

灰自 灰 灰

鞭羽
H ttF類 早期後葉

深鉢
胴部下半

繊維無文
外)ナ ,・
内)ナ,条痕 0 0 ◎ Ｗ

巌 こぷい黄増 灰

黄灰

粘質土
圧群F類 早期後葉

鉢
部
深
胴 繊維無文

外)ナテ・

内)ナデ
O O ◎

25Y7/2
灰黄 瑚賤 オリーブ黒



第 3章 調査の方法と成果

表9 別所下ノ前遺跡出土縄文土器観察表⑦

層位 分 類 時期型式 憚
位
蒼
部 特徴 調 整 備考

E発掘区 X90～ 86封OOtt SD23 鶏瞬
Ⅱ群F類 早期後葉

鉢
部
深
胴 繊維無文

外 )ナテ ユビオサI

内)ナ,ユビオサエ 0 O ◎ ］囀
瑚
附

5YO/1

オリーブ黒

責灰色
シルト

工群F類 早期後葉
鉢
部
深
胴 繊維無文

外 )ナテ
・

内)ナデ・ユビオサエ O O ◎
,OYR5/0
こぷい黄種

10YR8/8
浅黄橙

5Y4/1

灰

黄灰色
シルト

底部Ⅱ類 早期後葉
鉢
部
深
底

外 )ナ,
内)ナ,

0 0 0 0
こぶい費電 浅黄橙 褐 灰

発掘区 X88寸20区  中世包含厄 黄灰色
粘質土

底部Ⅱ類 早期後葉
鉢
部
深
底

外)縄文RL
内)劉灘

0 0 ◎
25Y5/1
黄灰 呻部

節高:0 4cm
師幅0 35cr

波灰色
砂

底部Ⅲ類 早期末
鉢
部
深
底 曲げ

◎ 0
10YR7/3
こぶい黄駕

25Y4/1
黄灰 灰費褐

黄色
シ,レト

lllttBl類
早期末
前期初頭 器蜘

貝殻腹縁
による押引

外)二枚貝条痕
貝殻腹緑押引 0 O O

10YR5/4
こぶい黄

“

瑚
瓢

,OYR5/3
にぶい黄荘

黄灰色
シルト

Ⅱ群Bl類
早期末
前期初頭 紳爛

貝殻腹縁
による押引

外)二枚貝条痕

貝殻腹縁 l「 引
肉】条蕉 ,す〒・・ュビオサエ

O O O こぷい責黎 Ｗ取
潔
康
２５
皓

資色
ンルト

工群 Dl類
早期末
前期初頭

深鉢
日縁部

貝殻腹緑
による押引

外)二枚員条痕

具殻腹縁押引
内)条疸 ナ,・・ュどオサェ

O O 0 こぷい黄村

25Y5/2
暗灰黄

10YR5/3
にぶい黄‖

黄灰色
シルト

Ⅲ群 Dl類
早期末
前期初頭 艤嘲術

貝殻腹縁
による押弓

外)三枚貝条痕
員殻腹縁押引
肉)条痕 チテ・・ュビオサニ

O 0 0
iOYR5/4
こぷい黄増 灰黄褐 灰黄褐

黄灰色
Ⅱ群Bl類

早期末
前期初頭 騨嘲髄

貝殻腹緑
による押3 中蜘一

0 O 0 こぷい黄神 灰黄褐 灰黄褐

黄灰色 Ⅱ群Bl類
早期末
前鶏初頭 紳嘲甑

貝殻腹縁
による押B

外)三叡貝条痕

貝殻腹縁押引
内)条痕サ,ュヒオサエ

○ 0 0 こぷい黄和 灰黄褐 灰黄褐

E発掘区  X05→09区 鞭狐
亜群Bl類

早期末
前期初頭 耕蜘髄

貝殻腹縁
による押弓

外)三枚貝条痕
貝殻腹縁押引
肉)条痕サテ ユヒオサエ

0 0 0 こぷい黄刹 灰黄褐 灰黄褐

資色
ンルト

IllttB,類
早期末
前期初頭

鉢
部
深
胴

波状文
外)二枚貝条痕
内)二枚貝条痕

O O O
10YR5/3
こぶい黄刹

25Y4/1
黄灰

IOYR5/4
こぶい黄誓

黄色
シザレト

Ⅱ群Bl類
早期末
前期初頭

鉢
部
深
胴

波状文
外)三枚貝条痕
内)二枚貝条痕

0 ○ O 工ぶい黄刹 晴灰黄 暗灰黄

鞭狐
Ⅱ群BI類

早期末
前期初頭

鉢
部
深
胴

波状文
外)二枚員条痕

内)三枚員条痕
O O O

10YR5/3
こぶい黄刹

25Y5/2
暗灰黄

25Y5/2
暗灰黄

工群 B,類
早期末
市期初頭

鉢
部
深
胴

外)三枚員条痕
内)二枚貝条痕

O O 0
10YR5/3 25Y5/2

暗灰黄
10YR5/3

=ぶ
い黄お

黄色
シルト

Ⅱ群Bl類
早期末
前期初頭

深鉢
底部付近

外)二枚貝条痕
内)ナデ ユビオサエ
ニ枚貝条痕

O O 0
7 5YR5/4

にぶい褐
25Y5/2
暗灰黄

25Y6/3
にぶい黄

包含層

黄灰色
工群 Dl類 塩屋式

深鉢
口縁部

口緑部隆
帯貼付

外)ナテ
・・束I突

肉)ユビオサエ・ナデ O 0
黒褐 黄 灰 黒褐

躯歩
肛群 El類

早期末
前期初頭

鉢
部
深
胴

貝殻腹縁
剰実

貝殻腹縁刺突 0 ◎ 0
10YR6/4
にぶい黄権 にぷい権

7 5YR5/3

にぶい福

魏狐
Ⅲ辞El類

早期末
前期初頭

鉢
部
深
胴 条痕文

外)条痕 ユビオサエ

内)条痕 ユビオサエ
0 ◎ 0

10YR6/4
にぶい黄程 黄福

10VR5/3
にぷい責荘

216と同一

黄灰色
シルト

皿群 El類
早期末
前期初頭

深鉢
胴部

条痕文
外)条痕 ユビオサエ

内)条痕 ユビオサエ
0 0 O

皓灰黄 黄褐 黄褐
215と同一

発掘区 X14-Y98区  中世包含帰 灰色土 Ⅲ群El頬 早期末
前期初頭

鉢
部
深
胴

条痕文
外)条痕サデ・ユヒ材サエ

内)ナテ
・ 0 O O

25Y7/4
浅責

25Y7/4
浅黄

10Y3/1

黒褐

発掘区 X16Y20区  中世包含偏 黄灰色
土
ЩttEl類

早期末
前期初頭

鉢
部
深
胴 条痕文

外)条痕
内)条痕・ユヒ・オサエ

0 O O
75YR5/4
にぶい掲

7 5YR4/3

福
10YR5/4
にぶい黄荘

頚狐
Ⅱ群El類

早期末
前期初頭

鉢
部
深
胴 条痕文

痕

痕

条

条

外

内 O O O
黄褐 ］囀

10YR5/4
にぶい黄慕

発掘区  X14-Y20区  中世包含月 灰色土 HttEl類 早期末
前期初頭

深鉢
胴部

条痕文
外)条痕

内)ナデ・ユビオサエ
○ O 0

にぶい黄慕 灰資 にぷい黄荘

黄灰色
シ,レト

IlttEl類
早期末
前期初頭

鉢

部
深

胴 条痕文
外)条痕・ユビオサエ

内)条痕・ユL・オサエ
O 0 0

にぶい橙 ］鞠
10YR5/2
灰黄褐

発掘区 X12-Y98区  中世包合房 灰色土 Ⅲ群El類 早期末
前期初頭

鉢
部
深

胴 条痕文
外)条痕
内)条痕 ユビオサエ

O 0 0
iOYR5/2
灰黄褐

,OYR5/3
こぷい黄推

lllYR4/1

掲灰

黄色
シルト

Ⅱ群 El類
早期末
前期初頭

鉢
部
深
胴 条痕文

外)条痕・ナテ・ユビオサエ
内)条痕サデ 0 0 0 にぷい褐 にぶい福 にぷい福

発親区 X84寸98区  中世包含厄 灰色土 皿群El類 早期末
前期初頭

鉢
部
深
胴 条痕文

外)条痕 ユどオサエ

内)条痕サデ
0 0 0

lσYR4/2
灰黄褐 ぷい黄拒 福灰

発掘区 X08 Yl10区  中世包含層 灰色上 Ⅲ群El頬 早期末
前期初頭

鉢
部
深
胴 条痕文

外)条痕サテ
内)条痕・ナ, ユビオサエ

0 0 O
にぷい黄茶

10YR5/3
こぷい黄窄 黄灰

鞭翻
亜群El類 耕帥

鉢
部
深
胴

条痕文
外)条痕サテ
内)条痕・ユビオサエ

0 0 0
黄褐 晴灰黄 にぶい褐

内面燦付着

E発掘区 X88Y06区  中世包含層 灰色■ Ⅱ群〔1類 早期末
前期初頭

鉢
部
深
胴 条痕文

痕

痕

条

条

外

内 O O O
1こ らヽい黄荘

10YRO/4
こふい黄催

10YR4/1

褐灰

黄灰色
ンルト

Ⅱ群El類
早期末
前期初頭

鉢
部
深
胴 条痕文

外)条痕

内)ナテ・ユビオサ主
O O O

10YR5/4
にぶい黄積

10YRO/4
こぶい黄浩

10YRO/4
にぶい黄瑶

E発掘区 X02Y08区  中世包含層 灰色■ Ⅲ群El類 早期末
前期初頭

鉢
部
深
胴

条痕文
外)条痕
内)ナテ ユどオチエ

○ ○ O 「こぷい資猶 こぷい責程 費 灰



3-1 別所下ノ前 。辻堂遺跡

表 10 別所下ノ前遺跡出土縄文土器観察表③

層位 分類 時期型式
種
位
器
部 特徴 調整 備考

発掘区 X06Y10区  中世包含月 灰色土 Ⅲ群El類
早期末
前期初頭

鉢
部
深
胴 条痕文

外)条痕
内)条痕

O O O
灰黄褐 灰黄褐

iOYR5/4
にぶい黄梃

発掘区 XOO Y12区  中世包含胴 灰色■ lll群に1類
早期末
前期初頭

鉢
部
深
胴 条痕文

サ
痕
痕
条
深
耐
外

O ◎ 0
福灰 にぶい黄七 にぷい責准

鞭削
肛群E2類

早期末
前期初頭 藩蜘

条痕文
外)刻み・条痕
内)条痕

O O 0
10YR5/3
にぷい黄荘

10YR6/9
にぶい責増 灰オリーブ

硼∞↓
Ⅱ群 E2類

早期末
前期初頭

鉢
部
深
胴 条痕文

外)条痕サテ'

内)条痕・ナテ・・ユビォサエ O O O Ｗ
謙 Ｗ障

Ｗ
綿 と同一

翔帥れ
IttE2類 早期末

前期初頭

鉢
部
深
胴 条痕文

外)条痕
内)条痕・ユrォサエ

O O O
灰責 瑚厳

25Y5/2
暗灰黄 蜘と同．E発掘区 X07Y27区  SD44 鞭翻

lllttE2類
早期末
前期初頭

鉢
都
深
胴 条痕文

外)条痕
内)条痕・ナデ

O 0 0 こぶい黄和 〉賤
２５
暗 Ｗ
賊

と同一

黄灰色
シリレト

五群 E2類
早期末
前期初頭

鉢
部
深
胴 条痕文

外)条痕
内)ユビオサエ・ナ, 0 0 ◎

10YR5/3
こぶい黄刹

2 5YO/9

にぷい黄
25Y3/1
黒褐

黄灰色
粗砂

Ⅲ群 E2類
早期末
前期初頭

鉢
部
深
胴 条痕文

外)条痕サデ
内)ナデ・ユビオサエ

O 0 O
淡費

25Y7/2
灰黄 黄 灰

費灰色
シ,レト

Ⅲ群E2類
早期末
前期初頭

鉢
部
深
服 条痕文

外)摩滅
内)ナテ・・ユヒ

・
オサエ

O O O 0
iOYR5/3
こぶい責相

25Y6/3
にぷい黄

ＹＲ２
黒

報糊
亜群E2類

早期末
前期初頭

深鉢
胴部

条痕文
外)ナデ

内)条痕・ユ七ササエ
O O O こぷい黄刹 にぷい資

lllYRS/3
こぷい黄櫂

:発掘区 X16 Yl10区  中世包含層 灰色土 HttE2類 早期末
前期初頭

鉢
部
深
胴 条痕文

外)摩減
内)ナテ・ 0 O ◎ 0 瑚

庫 にぶい黄 黒褐

黄灰色
シルト

五群 E2類
早期末
前期初頭

鉢
部
深
胴 条痕文

外)条痕
内)ナ

'ユ
ビオサエ

0 ◎ 0 O
黄福

5Y6/2
灰オリーブ 呻離

娘翻
亜群 E2類 鶉働

深鉢
胴部

条猿文
外)条痕
内)条痕 ユヒオサエ

0 ◎ 0 O 哩熱
25Y5/2
暗灰黄 にぶい責

頚鴻
Ⅲ群E2類 鶉勘

鉢
部
深
胴 条痕文

外)条痕サデ
内)ナ,・

O O O Ｗ
巌
贈
厳 黄 灰

擬糊
亜群E2類 鶉蜘

鉢
部
深
頸 条痕文

外)条痕
内)ナテ・・ユヒ材サエ

O O O
25Y6/3
にぶい黄

〉
灰

5Y4/1

灰

黄灰色
シルト

Ⅱ群E2類
早期末
前期初頭

鉢
部
深
胴 条痕文

外)条痕
内)ナテ・

0 ◎ ◎ ○
IOYR3/1
黒褐 にぷい黄 哩黒

:発掘区 X16Y02区  中世包含層 灰色土 HttE2類 早期末
前期初頭

鉢
部
深
胴 条痕文

外)条痕・ユビオサエ
内)条痕

0 0 0 O
褐灰 灰責褐

10YR5/3
にぷい黄嶺

姫翻
Ⅲ群E2類 耕帥

鉢
部
深
胴

条痕文
外)条痕
内)条痕サテ

0 ◎ ◎ O
黒褐 炒厳

２５
踏 哩綿

外面燥付着

発掘区 X16Y04区  中世包含厄 灰色■ 皿群 E2類
早期末
前期初頭

鉢
部
深
胴 条痕文

痕

痕

条

条

外

内 O ◎ ◎ ○
黄灰 Ｗ諏 黄 灰

亜妍
亜群 E2類

早期末
前期初頭

鉢

部
深

胴 条痕文
外)摩滅
内)条痕・ユビオチエ

O ◎ O O
にぶい黄

〉
灰

10YR5/2
灰黄褐

黄灰色
シルト

ШttE2類 鶉帥
深鉢
胴割下■

条痕文
外)条痕
内)条痕

O O O 0
10YR5/3
にぷい黄慕 ψ購

２５
暗 にぶい黄雑

発掘区 X00Y94区  中世包含偏 灰色土 Ⅱ群E2類 耕帥
深鉢
胴部下半

条疲文
外)条痕
内)ナテ

O O
25V7/1
灰白

25Y7/2
灰黄 褐灰

254と 同一

E発掘区 X08Y26区  SK09 色

土
灰
質

黄

砂 圧群E2類
早期末
前期初頭

深鉢
胴部

条痕文
外)条痕・サテ
内)条痕サ,・・ユヒオサエ

O 0 ◎ 0
にぷい黄慕

25Y6/2
灰黄 にぷい費

E発掘区 X15 YJ,区 鞭鴻
肛群E2類 鏃棘

鉢
部
深
胴 条痕文

外)条療
内)ナデ

0 0
5Y3/1

オリーブ黒
10YR4/2
灰資福 Ｗ囃

発掘区 Xill Y94区  中世包含用 灰E土 Ⅱ群 E2類
早期末
前期初頭

深鉢
用部下半

条痕文
外)条痕
内)ナテ
・ 0 0

25Y6/1
黄灰 的は

25Y6/2
灰黄

251と同一

鞭冴
Ⅱ群匡2類

早期末
前期初頭

鉢
部
深
頸 条療女

外)二枚貝条痕
内)ナテ
・・ユヒ・オサエ

◎ ◎ O 呻綿
前
酪
瑚
騨

内面燦付着

質

Ｈ

砂

れ
IttE2類 早期末

前期初頭
深鉢
服部

条痕女
外)条痕
内)ナ,・ユビオサエ

O ◎ ◎ O ワ
黒 にぷい責 開熱

黄灰色
粗砂

Ⅱ群E2類
早期末
前期初頭

鉢
部
深
胴 条痕文

外)摩減
内)条痕サデ

O O ◎ O
灰オリーブ

25Y6/2
灰黄 こぷい黄綽

姫冴
Ⅲ群E3類a種

早期末
前期初頭

鉢
部
深
胴 条痕文

外)条痕サテ
・・ユヒ・オサエ

内)ナデ・ユビオサエ O 0 ◎
25Y5/3
黄褐

β
灰

10YR5/4
こぷい黄桜

黄灰色
シルト
Ⅱ群E3類a種

早期末
前期初頭

鉢
部
深
胴 条痕文

外)擦痕
内)ナデ 0 O ◎ 】

熱 こぷい責荘
25Y5/2
暗灰黄

鞭那
五群E3類a種 耕帥

深鉢
胴部下半

条痕文
外)擦痕
内)ナデ ユビオサエ

0 0 0
黄褐

5Y4/1

灰 にぶい責

:発掘区 XO牛γ12区  中世包含痛 灰色土 Ⅲ群E3類E種 早期末
前期初頭

深鉢
胴部下半

条痕文
外)擦痕
内〉ナデ,ユどオサエ 0 0 ◎

10YR5/3
こぶい黄窄 瑚厳

Ｖ
灰

i発視区 X04Y12区  中世包含用 灰色土 Ⅱ群E3類a種 早期末
前期初頭

鉢
部
深
胴 条痕文

外)擦嬢
内 )ナデ・ユビオサエ

0 0 ◎
にぶい黄 にぶい黄 咄徹

:発槻区  X96寸 16区  中世包含厄 灰色主 IllttF類
早期末
前期初頭

深鉢
口緑割

外 )ナテ
・
・ユヒ
・
オサエ

内 )ナテ
・・ユ七
・
オサエ

O 0 0
にぷい褐

75YR5/3
にぶい褐

7 5YR5/3

にぶい褐

黄灰色
シ,レト

Ⅲ群F類
早期末
前期初頭

鉢
部
深
胴 補修乳

外)ナ,・
内)ナテ
・ O 0 O O

lσYR5/3
こぷい黄誓 にぷい黄モ 〉賤

２５
暗

黄禍色
砂上
V群F類 中期末

後期前葉
鉢
下
深
部胴

外)降滅

内 )ナ, ◎ O
にぷい費 灰黄

▼
灰

責灰色
シ,レト

VttF類 中期末
後期前葉

深鉢
胴部下→

外)摩滅
内)ナテ' ◎

5Y3/1

オリーブ黒 灰 オリーブ黒



第 3章 調査の方法と成果

反させ、端部を少し肥厚させる。端部内面上端と端面

はナデによって緩やかな面が形成されている。264は

胴部片で、内外面ともにナデで調整を行ない、外面か

ら孔を穿っている。

中期末～後期前葉の上器 (265,266)

265。 266は砂粒を多く含んだ無文土器で、ともに胴

部下半の破片である。外面は摩滅のため調整不明。内

面には横位のナデが認められる。なお、266は僅かに

指頭圧痕が認められることから、成形時に弱いユビオ

サエを行なったと考えられる。 (熊谷 )

註 1)文様・器形以外の属性で分類を行つたものに関しては模式図

から除外した。

註 2)「 ネガティブ楕円文」の同義語 として「舟形沈文」 (矢野

1993)の用語があるが、本稿では前報告 (奈良市教育委員会

2006)と同様に精円形と非楕円形の形状差から、精円状を呈す

るものを「ネガティブ精円文」、それが長大化・細長くなったも

のを「舟形沈文」と表記する。

註 3)守屋豊人氏は桐山和田遺跡出土資料の検討により神宮寺式か

ら神並上層式への移行を回縁部外面の刻み・刺突の位置の下降

と押型文への置換から2群 Cl類～C3類への変遷を提示して

おり、 2群 C3類が狭義の「神並上層式」に該当し、 2群 Cl

～ 3類 を広義の神並上層式としている (守屋 2002)。 本報告で

の I tt C類は桐山和田 2群 C3類にあたるものであり、狭義の
「神並上層式」に該当する。

註 4)「神並上層式」に後統する資料は兵庫県山芦屋遺跡 S4地点

下層の資料が位置づけられている (矢野 1993)。 また「神並上層

式」に後続し、黄島式に先行する口縁部内面に刻みを施す山形

押型文主体の時期として「山芦屋期」がある (熊谷 2006)。

ii.石器 (図83～ 87、 表11～ 15)

試掘調査を含め、縄文時代の石器2,328点が出土し

た。その内訳は表 11に示した。石材は、約99%がサヌ

カイ トで、他に若子のチャー トと敲石 。磨石等に使用

された砂岩・珪岩・ホルンフェルス等がある。

出土量については、微高地Aに位置する発掘区から

全体の約86%の石器が出土しており、以下、微高地 F

が約10%、 微高地 Eが約 3%と続く。

表 11 発掘区別出土石器内訳表

※本調査区と位置が重複する試掘調査の石器は、それぞれ本調査区内に含めている。

これ以外の試掘調査の石器については、その他にまとめた。

また各器種の点数には未製品も含まれる。チャー ト製石器は括弧書きで示した。

表 12 C・ DoE発 掘区層位別出土石器内訳表

A その他 計

石鏃

石匙

掻器

肖1器

楔形石器 1 3

石 斧

石核 2 6(2) 2 (1) 13 (3)

加工痕有剥片 1と

使用痕有剥片 3

剥 片 361(4) 35(2) 997 (6)

砕 片 17

石錘 2

敲 石 4 4

磨石

不明 2 (1) 0 2 (1)

計 231(1) 714(7) 63  (3)

C D―上層 O/6 D― 中層 % D―下層 9/o E―上層 % E―中層 % E―下層 % 計

石鏃 3 51

石匙 1

掻需

削器 6

楔形石器 1 6

石斧 0

石核 2 1 4

加工痕有剥片 4 3 1 11 3

使用痕有剥片 3 2 8

剥片 307 9 529 565 647

砕片 577 8 455 323 1

石錘 0

敲石 1

磨石 1

不 明 2 2

計 1000 1000 1000 1000 1000 1000 1655

※上層 =縄 文時代遺物包含層上層 中層 =縄 文時代物包含層中層 下層 =縄 文時代遺物包含層下層  なお、C発掘区の縄文時代遺物包含層は 1層のみである。



組成的には、最も多くの遺物が出上した微高地Aで

ほぼ全器種が揃う。ただし敲石・磨石はE発掘区のみ

にあり、活動内容に何らかの差があるのかもしれない。

DoE発 掘区の遺物包含層は 3層 にわたるため、各
層ごとの組成を表 12に記した。各層は発掘区を隔てて

対応関係にあるが、これを見ると両発掘区の組成は概

ね似通っていることがわかる。遺物分布の分析から、

大半の石器は原位置を遊離していると考えられるが、

組成を保持したまま両発掘区に流入したとは考えにく

い。土器の分布でも同一個体が集中する傾向があるこ

とから、石器もあまり原位置を遠く離れず 2次堆積し

たと見るべきだろう。また、分析には点数が少なすぎ

るが、遺物包含層の時期から下層は早期前葉以前、中

層は早期前葉～中葉、上層は早期前葉～前期初頭、中

期末～後期初頭の混在した組成を示すと考えられる。

C発掘区の遺物包含層については時期的にD・ E発

掘区の上層に対応するが、早期前葉～後葉の遺物が全

くないことから、単純に組成の比較はできない。遺物

包含層の時期から早期末～前期初頭、中期末～後期前

葉の石器が混在していると考えられる。

微高地 E・ Fは遺物分布のまとまりもなく、出土量

も少ないことから、純粋な組成を保っているとは考え

にくい。ただし、微高地 Fで石錘 2点が出土している

ことから、微高地 Fの近くでは微高地Aとは異なった

活動が行なわれていた可能性もある。

以下、各器種について概要を述べる。

石鏃 (2～ 80)定型石器の半数以上を占める石器
である。形態的に様々なものがあるが、すべて無茎鏃

である。ともに出土した土器から縄文時代早期前葉～

中葉、早期末～前期初頭、中期末～後期前葉のものが

あると考え られる。 4・ 15・ 21・ 23・ 33・ 54～ 56・

64・ 78。 79は、DoE発 掘区の早期前葉～中棄の遺物
包含層から出土しており、この時期のものといえる。

2～ 5は円基鏃で、側縁が外彎する 2・ 3と 、側縁

が直線的な 4・ 5がある。 4は調整が粗く未製品の可

能性も残る。 8は平基無茎鏃。先端郡を欠損するが、

側縁がやや外彎する二等辺三角形を呈すると考えられ

る。大型で薄く、均整に調整されているなど他に比し

て異質である。

6。 7・ 9～ 16は基部に浅い快 りの入る凹基無茎

鏃である。 6・ 7・ H。 12は脚端部が尖 り、13～ 16

3-1 別所下ノ前・辻堂遺跡

は、脚端部を丸くおさめる。ともに二等辺三角形状を

呈するが、幅広のものが多い。9は左右非対称のもの。

早期条痕文土器の時期に伴う石器の可能性もあるが、

左脚部を欠損したために、左側縁を再調整したものか

もしれない。10は未製品の可能性も残る。17～ 23は、

基部にやや深い狭 りを持ち、二等辺三角形状を呈する

もの。17・ 18は平面形が幅広のもので、脚部はやや膨

らみ、端部が尖る。ともに調整は粗雑である。19～

23は平面形が細身のもので、側縁がやや外彎する19・

20・ 23、 側縁が直線的な21～ 22が ある。いずれも脚

部は内側がやや膨らみ、端部が尖る。

24～ 28は、基部に全長の1/4未満の快りが入るもの

で、側縁がやや外彎し、脚端部は尖る。快 りが円形に

近い24～ 26と、三角形状を呈する27・ 28が ある。ま

た25・ 26は先端部が先細る。

29～ 32は脚の内側が膨 らみ、脚端部がやや外に広

がる印象を受けるものである。基部の決 りはやや浅

く、幅広の二等辺三角形を呈する。30は脚端部が反り

返ったような形態を呈し、早期の押型文土器とともに

出土すると考えられる石器である。

33・ 37・ 38は側縁が下半部でやや内彎するもの。脚

端部が尖 り、内側にすぼまる33と、脚端部が尖 らず、

外側に開く37・ 38がある。34は幅広の二等辺三角形を

呈し、脚部がやや膨らみ端部が尖らないもの。基部の

快りは全長の1/4程度と思われる。

35・ 36・ 39～ 45は側縁が直線的で、脚端部が角張

る、もしくは大くなるもの。快りの奥は丸く整えられ

ている。こういった形態は早期中棄や前期に比較的多

く見られる形態と考えられる。44。 45は、直線的な基

部に一部快りを入れる。

46～ 49・ 52・ 53は、脚が比較的長いもの。側縁が

中半でやや内彎し、脚が外に開く印象を受ける。脚が

細身で端部が丸くなる46・ 47と 、太く角張つた48・ 49

がある。52・ 53は側縁の内彎が強く、逆Y字状を呈す

る。快りは浅く、脚端部は先鋭でない。

50・ 51・ 54～ 59・ 80は側縁が上半で屈曲するもの。

50・ 51・ 54～ 56は側縁が下半でくびれ、いわゆる魚

形の「五角形鏃」である。基部は平基に近いものが多

いが、56・ 57は浅い快りが入り、脚部も丸くおさまる。

59は寸同な形態を呈し、いわゆる将棋駒形の「五角形

鏃」である。
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3-1 別所下ノ前・辻堂遺跡
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図84 別所下ノ前遺跡出土石器② (2/3)



第 3章 調査の方法と成果

60。 61・ 70は脚部が欠損し全体の形状は不明だが、

60・ 61は概ね二等辺三角形を呈する細身の凹基無茎鏃、

70は幅広で快りが深くはいる凹基無茎鏃になると考え

られる。

62～ 69・ 71～ 79は全長が概ね1.5cm以 内に収まる

小形の石鏃である。長さが1.2cm未満のものには、平

基ないし平基に近い二等辺三角形状のもの (63～

65)、 やや浅い換 りが入 り、左右非対称のもの (66・

67)、 快 りが全長の半分程度まで及び脚端部を丸く収

めるもの (77・ 78)がある。長さが1.2cm以 上のもの

には、基部の快 りが浅く、脚端部を尖らすもの (68・

69)、 全長の1/3程度の換 りが入 り、正三角形状を呈

するもの (71～ 73)、 同じく1/3程度の狭 りが入 り二

等辺三角形状を呈するもの (74～ 76)が ある。また

51・ 79。 80は、小形の五角形鏃と思われるものである。

こういった小形石鏃は縄文時代早～中期に多く認めら

れ、この時期のものの可能性がある。

石匙 (81～ 83)いずれも横型石匙で、腹面側から

刃部加工を行なっている。81は横長剥片を素材とする

もので、背面の一部に礫面を残す。刃角は比較的浅く、

礫面の形状を利用していると考えられる。

82・ 83はつまみ部が左側に偏る不定型なものである。

調整も粗雑で、未製品の可能性を残す。82は幅広の寸

詰まり剥片、83は横長剥片を素材とする。なお83は主

要剥離面が背面にあり、インバースリタッチによる刃

郡加工を行なっている。

削器 (84～ 99)縁辺に連続した 2次加工を行ない、

比較的浅い角度の刃部を作出するものを削器とした。

腹面側から2次加工を施す直線刃のものが多いが、両

刃のもの (84・ 85。 91)、 外彎刃 (85～ 87・ 90。 92・

97)の ものも比較的多い。主要剥離面側に 2次加工

を施すインバースリタッチは、84・ 85・ 87・ 91'92・

94。 95に見られた。なお、90は刃部の角度からすると

掻器とすべきかもしれない。

84～ 89は、横長ないし幅広剥片を素材とした幅 5

cm以上のものである。いずれも礫面が残り、亜円礫素

材の石核を使用していることがわかる。86は背面構成

から横長剥片を連続して剥離していると考えられる。

90～ 98に は折れ面や折損が見 られるが、90。 95。 96

は折れ面が形成された後に刃部加工がなされている。

99は両極打法によって得られた縦長剥片素材の一側縁

92

に細かな 2次加工を施すものである。

楔形石器 (100～ H4)削 器とならび本遺跡で比較

的多く見られる器種である。基本的に細かく潰れた階

段状剥離が相対する縁辺に残っているものを楔形石器

として分類した。ここでは比較的形態の整ったものを

図示している。

概して全長3.5cm未満の四辺形を呈するものが大半

で、100～ 106は長幅比がほぼ等しいもの、107～ 112

は短冊状の形態を呈するものである。また、H3・ H4

のように全長 2 cm程度の小型のものもある。いずれ

も上下端にツブレがある。103・ 111は右側縁にもツ

ブレがあり、打撃方向を90° 回転 していることがわ

かる。剪断面については、101'109が左側縁、104・

106・ 108。 110・ 114が右側縁に見 られる。

なお、106・ 112は縄文時代遺物包含層中層から出土

しており、早期前葉～中葉のものと考えられる。

石斧 (H5)幅広の寸詰まり剥片を素材とした刃部

磨製石斧である。D発掘区の中世包含層か ら出土し

た。なお、刃部磨製石斧は縄文時代前半には消滅する

とされることから、D発掘区出土土器の時期か らみ

て、早期～前期初頭のものである可能性が高い。背面

上部には礫面が残り、円礫を石核に使用していること

がわかる。側縁に背腹両面から 2次加工を加えてお

り、右側縁に着柄もしくは手擦れによる磨減が見られ

る。研磨は刃部の両面になされるが、横方向の擦痕が

両面に、縦方向の擦痕が背面左側に見 られる。また腹

面側の刃部には、研磨以前の調整剥離面が一部残る。

石核 (116～ 119)116は石核の上下から、H8は上

面と裏面側から剥片承I離を行なうもので、石核が直方

体や角錐状になるものである。117・ 119は概ね石核周

囲か ら剥片剥離を行なうもので、打面 。作業面を入

れ替える117と 、打面を裏面側に固定する119がある。

幅広の寸詰まり承I片を最j離するものがほとんどだが、

119は横長剥片を剥離している。いずれも打点付近に

微細なツブレを有し、両極打法が行なわれた可能性が

ある。また他に黒色ないし緑色チャー ト製の小型石核

があるが、これも一部打点付近に微細なツブレがあ

る。柚ノ川イモタ遺跡同様、不定形石核から小型の不

定形剥片を剥離していると考えられる。

石錘 (120～ 121)120は切目石錘で、泥質ないし

砂質ホルンフェルスの自然礫の上下端に幅 2～ 311mの
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第 3章 調査の方法と成果

表 13 別所下ノ前遺跡出土石器観察表①

X(m) Y(m) H(m) 遺構 :層位 器種 酵
‘ｃｍぅ

幅
(cm)

厚さ 肇
ｎ

石材 備 考

-148,990485 -5116138 474942 3801柱 穴埋土 :淡灰色土 角錐状石器 208 103 黒曜石(隠岐産 ) た端部・基部欠損。

2 148,998755 -5,121336 475168 縄文包含層上層 :責灰色シルト 石鏃 220 173 サヌカイト 未製品 ?

3 149006031 -5141962 縄文包含層上層 :黄色シルト 石鏃 060 182 サヌカイト

…148,994265 -5,121202 475314 縄文包含層中層 :責灰色シルト 石鏃 031 サヌカイト 未製品 ?

5 -149,010887 -5,119595 475208 SK45茶黄色シルト 石鏃 ケヌカイト

6 -149015186 -5123614 475022 縄文包含層上層 :黄灰色砂土 石鏃 177 023 047 ケヌカイト

7 D発掘区 X92寸 52 中世包含層 :灰色土 石鏃 194 160 020 049 ケヌカイト

8 149009764 -5217287 482222 縄文包含層 :茶褐色シルト 石鏃 サヌカイト 先端部欠損

9 1491005646 -5.140106 476594 縄文包含層上層 :責灰色シルト 石鏃 034 (143 ケヌカイト 先端部欠損

149,060287 -5,427873 507651 島文包含層 :黄色砂混シルト 石鏃 (196 (090 サヌカイト 未製品?、 先端部欠損

11 149020953 -5218368 481999 電文包含層 :黄灰色シルト 日鯨 (■42 サヌカイト 先端部欠損

149,009834 -5,210463 481575 罷文包含層 :茶灰シルト 石鏃 (145 (128: (054 サヌカイト た端部・脚部欠損

D発掘区 X92-Y36 中世包含層 :灰色土 石鏃 303 サヌカイト 末製品?

-149001070 -5,199381 476552 健文包含層上層 :黄色シルト 石鏃 (270 040 (135) サヌカイト 基部片側欠損

-149,012947 -5,121272 475352 縄文包含層中層 :灰色シルト 石鏃 226 038 137 サヌカイト

D発掘区 X92Y42 中世包含層 :灰色土 石鏃 (210) (099) サヌカイト 先端部・脚部欠損

17 D発掘区 X95→ 34 中世包含層 :灰色上 石鏃 205 064 サヌカイト

E発掘区 X10～ 20 中世包含層 :灰色土 石鏃 (17→ 027 (058) サヌカイト 先端部・脚部欠損

E発掘区 X30寸 04 中世包含層 :灰色土 石鏃 138 024 サヌカイト 全体的に摩減している

第4発掘区 中段田 也山直上 ,灰白色砂質シルト 石鏃 254 031 サヌカイト

-149,013124 -5,121525 475113 電文包含層中層 !黄灰色シルト 石鏃 (2141 (0661 サヌカイト 先端部欠損

-149017526 -5.139635 476064 電文包含層上層 :責色シルト 巨鏃 028 ナヌカイト 先端部欠損

-149,009467 -5,114167 474629 電文包含層中層 :貢灰色シルト 日鏃 203 030 053 サヌカイト

-149,008010 -5196843 476440 毘文包含層上層 :黄色シルト 百鏃 039 サヌカイト

-149,009872 -5,203099 480873 電文包含層 :黄色シルト 日鏃 042 レヌカイト

-149,007642 -5,139472 476585 儡文包含層上層 :黄灰色シルト 石鏃 082 サヌカイト

-149003264 -5116346 475081 隠文包含層上層 :黄灰色シルト 石鏃 (186】 026 (062: サヌカイト 先端部欠損

第7発掘区 中央 中世包含層 :灰色土 石鏃 (170, (118 (034; サヌカイト 脚部欠損

-149,006608 -5,136724 476454 隠文包含層上層 :責色シルト 石鏃 (■ 79, (054) サヌカイト 先端部・脚部欠損

149021602 -5104466 473914 縄文包含層上層 :黄灰色砂質シルト 石鏃 サヌカイト

148,994695 -5,137719 476493 隠文包含層上層 :貢色シルト 石鏃 (195) (■55 032 (055: サヌカイト 即部欠損

E発掘区 X98寸 26 中世包含層 :灰色土 石鏃 (169) 030 051 サヌカイト 先端部欠損

-149,005138 -5,119870 475220 縄文包含層中層 :責灰色砂質シルト 石鏃 (281i 033 (090 レヌ方イト 先端部欠損

-149,014834 -5,220137 482400 縄文包含層 :黄灰色シルト 石鏃 (1791 145 025 (041 ケヌカイト 先端部欠損

35 -149008957 -5116457 475131 縄文包含層上層 :黄灰色シルト 石鏃 (165 026 (0401 ケヌカイト 先端部欠損

-149,005090 -5,142100 縄文包合層上層 :黄灰色シルト 石鏃 (18■ (146) 022 (0461 ケヌカイト 脚端部欠損

-149,016401 -5,220684 482234 黄灰色シルト 石鏃 205 032 サヌカイト

-149018557 -5139604 476057 縄文包含層上層 :黄色ンルト 石鏃 サヌカイト

-149,014177 -5,122808 475534 健文包含層上層 :貢灰色シルト 石鏃 228 036 ケヌカイト

-149,004380 -5140360 476493 亀文包含層上層 :黄灰色砂質シルト 石鏃 (155) 040 (070 サヌカイト 先端部・脚部欠損

-149005672 -5,126661 475362 SD“ 黄灰色粗砂 日鏃 (i65 027 サヌカイト 毛端部欠損

-149,009663 -5,146631 476745 罷文包含層上層 :黄色シルト 石鏃 (180 (150 020 (061 サヌカイト 花端部・脚部欠損

-149006518 -5ヽ 28286 475094 SD44黄灰色粗砂 日鏃 149 023 サヌカイト 先端部欠損

C発掘区 X18-Y20 中世包含層 :灰色土 石鏃 (131 (1361 ①41) サヌカイト 田部欠損

D発掘区 X20Y42 流路2埋土直上層 :灰色土 石鏃 (160 (050) サヌ方イト 先端部欠損

-149,014945 -5214145 481834 縄文包含層 :黄灰色シルト 石鏃 (170) 023 (059) サヌカイト 先端部欠損

-149,004074 -5,141720 476710 隠文包含層上層 :黄灰色シルト 石鏃 (218) 190 035 サヌカイト 先端部欠損

-149,012154 -5151410 476694 縄文包含層上層 :黄色シルト 石鏃 (186) (197〕 029 (087) サヌカイト 先端部・脚端部欠損

D発掘区 X22～ 38 流路2埋土 :暗褐灰色土 石鏃 (141) (072) サヌカイト 先端部欠損

E発掘区 X90寸 19 中世包含層 :黄灰粘質土 石鏃 (193) (112, (047) サヌカイト 先端部・脚部欠損

-149002195 -5128405 475443 SD44暗褐色砂 石鏃 096 022 サヌカイト

-148,989772 -5,139148 476105 亀文包含層上層 :黄灰色シルト 石鯨 047 063 サヌカイト

E発掘区 X92～ 20 中世包含層 :責灰粘質土 石鏃 (■86 046 (078 サヌカイト 先端部欠損

∩
コ



3-1 別所下ノ前・辻堂遺跡

表 14 別所下ノ前遺跡出土石器観察表②

X(m) Y(m) H(m) 遺構 :層位 器種
長さ

(cm)

幅

ｃｍ
隣
ぐｃｍ，
肇
０

石材 備考

54 -149001915 -5115044 474410 縄文包含層中層 :暗灰色砂質シルト 石鏃 227 135 039 085 サヌカイト

-149,003062 -5,111629 縄文包含層中層〔暗灰色砂質シルト 石鏃 030 サヌカイト

-149,001948 -5,136301 476040 縄文包含層中層 :淡灰色砂質シルト 石鏃 (208: (0671 サヌカイト 先端部欠損

-149020837 -5218154 482098 偲文包含層 :責灰色シルト 石鏃 (i49 (0661 サヌカイト HJ部欠損

58 E発掘区 X2歩Y04 中世包含層 :灰色土 石鏃 (i49 032 (059) サヌカイト

-148,992891 -5,105132 474067 縄文包含層上層 :淡灰色粘質上 石鏃 150 サヌカイト

-149017727 -5212775 481625 健文包含層 :黄灰色シルト 石鏃 (2271 (168 (i331 サヌカイト 先端部・脚部欠損

E発掘区 XO牛Y04 SX24・ 灰褐色砂 石鏃 (232 025 (055) サヌカイト 側部欠損

D発掘区 X12Y38 中世包含層 :灰色土 石鏃 (155 (■22 サヌカイト 先端部・脚端部欠損

-148,993011 -5125861 縄文包含層上層 :黄灰色シルト 石鏃 サヌカイト

-149,001156 -5,116158 474708 隠文包含層中層 :黄灰色砂質シルト 石鏃 (079 1022 サヌカイト 先端部欠損

-149,011472 -5198726 480659 健文包含層 :黄色シルト 石鏃 サヌカイト

-143.996964 -5.110170 474259 縄文包含層上層 :黄灰色シルト 石鉄 (120 (036) サヌカイト 先端部欠損

-149,011782 -5,207105 481179 健文包含層 ,黄色シルト 石鏃 (1261 (138 025 (041: サヌカイト 即部欠損

-149009693 -5202994 480844 縄文包含層 :黄色シルト 石鏃 146 148 サヌカイト

-149,009081 -5,20238S 480764 健文包含層 :黄色シルト 石鏃 (128 (135 023 (036) サヌカイト 先端部・脚部欠損

-149010639 -5,193170 480118 縄文包含層 :黄色シルト 石鏃 (168 (172 032 サヌカイト 田部欠損

-149000260 -5120180 475179 健文包含層上層 :責灰色シルト 石鏃 152 サヌカイト

-149,007096 -5,142855 476710 縄文包含層上層 i責灰色シルト 石鏃 サヌカイト

-148,996215 -5,117690 474867 縄文包含層上層 :黄灰色シルト 石鏃 (152 (130 (045) サヌカイト 側部欠損・両極縁が潰れている

-149,014162 -5.216587 縄文包含層 :責灰色シルト 石 鏃 (160 (122 023 (025) サヌカイト 先端部・脚部欠損

,5 -149,012918 -5,102269 縄文包含層上層 :黄灰色シルト 石鏃 (141 (109 029 (020) サヌカイト 側部欠損

D発掘区 X2←Y42 中世中世包含層 :灰色土 石鏃 026 (030) サヌカイト 先端部欠損

77 -148,995033 -5,141545 476609 縄文包含層上層 :黄色シルト 石鏃 (119! (013) サヌカイト 脚部欠損

-149,996813 -5,142033 476580 縄文包含層中層 :淡灰色砂質シルト 石鏃 (10,: (110 020 (019) サヌカイト 先端部・脚部欠損

-149004050 -5117167 474676 縄文包含層中層 :暗灰色砂質シルト 石鏃 129 サヌカイト

E発掘区 X86イ 12 遺構面直上・黄灰色シルト 石鏃 (172 110 034 (048) サヌカイト 先端部欠損

-149,079176 -5,378999 501297 縄文包含層 :黄灰シルト 石 匙 453 720 093 サヌカイト

-149,022414 -5,46743 476156 健文包含層上層 :責灰色砂礫 石匙 542 サヌカイト 水磨している

E発掘区 X92寸 18 中世包含層 :黄灰粘資土 石匙 353 (445 (1401) サヌカイト 一部欠損

-149,022749 -5216220 481974 健文包含層 :黄灰色シルト 削器 395 515 1172 サヌカイト

-149,011677 -5,115845 474696 縄文包含層上層 :褐灰色砂質土 削器 454 669 サヌカイト

-149,023543 -5,102361 473938 健文包含層上層 :責褐色シルト 削器 345 077 2870 サヌカイト

-149013552 -5138425 476443 縄文包含層上層 :責色シルト 削器 472 4292 サヌカイト

-149,000005 -5,146874 476906 縄文包含層上層 :責色砂質シルト 削器 345 622 2030 サヌカイト

-148,994446 -5,137168 476431 縄文包含層上層 :責色シルト 肖J器 534 サヌカイト

-1481992622 -5134602 475956 健文包含層上層 :責色シルト 削器 352 サヌカイト JttIの憬科顕い。な希 91叫 罷【め

-149,004763 -5,136619 476445 縄文包含層上層 :責色シルト 肖1器 (3401 (0671 (617) サヌカイト 両側縁欠損・裏面の刃部加工弱い

-149,010818 -5137442 476387 健文包含層上層 :黄色シルト 肖1器 (0871 320 (100 サヌカイト 一部欠損

D発掘区 X95Y34 中世包含層 :灰色土 削器 (225) (306 040 サヌカイト 一部欠損

-149,010179 -5,196935 480584 健文包含層 :黄色シルト 削器 (170 (355 サヌカイト 一部欠損

D発掘区 X20Y42 流路2埋土 :暗褐灰色土 肖1器 459 096 2699 サヌカイト

-149,002894 -5,120032 475108 健文包含層上層 :責灰色ンルト 削器 324 426 1591 サヌカイト

B発掘区 X68寸 79 中世包含層 :灰色土 削器 394 サヌカイト

-149,000914 -5140309 縄文包含層上層 :黄色シルト 削器 (202 (026 (157: サヌカイト 両側縁欠損

E発掘区 X94～ 90Y00 SD23・黄褐色砂礫 削器 333 サヌカイト 両極剥片素材

100 第2発掘区 南側上段中央 SD01・責灰色砂礫 楔形石器 337 066 905 サヌカイト

D発掘区 X04-Y42 中世包含層 :灰色土 楔形石器 275 222 サヌカイト

第 1発掘区 西端 排水溝・黄灰色砂質土 楔形石器 309 225 722 ケヌカイト

D発掘区 X90-Y40 中世包含層 :灰色土 楔形石需 428 340 1463 サヌカイト

-149,001165 -5,115633 474943 縄文包含層上層 :黄灰色シルト 楔形石器 233 ケヌカイト

-149008784 -5119992 475315 SK47責灰色シルト 楔形石器 287 064 歩ヌカイト

-149,011398 -5,120436 475108 縄文包含層中層 :黄灰色シルト 楔形石器 280 334 ケヌカイト

ａ
υ
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表 15 別所下ノ前遺跡出土石器観察表③

X(m) Y(m) H(m) 遺構 :層位 器種
長 さ

(cm)
幅
(cm)

厚 さ

(cm)
肇
い

石材 備考

E発掘区 X10寸 16 中世包含層 :灰色土 契形石器 サヌカイト

D発掘区 X16～ 44 荒路2埋土上層 :灰色土 契形石器 335 238 1028 サヌカイト

-149,071099 -5,264603 487067 屁文包含層 :責色砂質シルト 契形石器 374 195 1017 サヌカイト

第6発掘区 旧流路最下層 :茶褐色砂礫 喫形石器 440 953 サヌカイト

111 D発掘区 X2牛Y58 SX03・ 灰色砂質土 楔形石器 サヌカイト

-149,005687 -5,145354 476893 縄文包含層中層 :決灰色砂質シルト 瞑形石器 サヌカイト

E発掘区 X94Y20 中世包含層 :灰色土 楔形石器 040 156 サヌカイト

-149,065454 -5,376930 501611 縄文包含層 :黄灰色シルト 楔形石器 052 サヌカイト

D発掘区 X93-Y94 中世包含層 :灰色土 石斧 406 粘板岩 ? 刃部磨製

-149,000683 -5,114574 縄文包含層上層 :黄灰色シルト 石核 264 サヌカイト

―ヽ49,010879 -5,138132 476376 縄文包含層上層 :黄色シルト 石核 463 193 サヌカイト

-149056773 -5426256 507428 毘文包含層 :責灰褐色シルト 石核 377 サヌカイト

第6発掘区 】D01・灰色砂礫 石核 サヌカイト

-149055463 -5425036 507426 毘文包含層 :黄灰褐色シルト 切目石錘 350 ホルンフェルス 先端部・脚部欠損

-149,056745 -5.429582 507811 電文包含層 :黄灰褐色シルト 打欠石錘 695 755 422 !8500 佃粒花商岩 上下端、裏表に打ち欠きあり

-149,000032 -5,122383 475300 電文包含層上層 :責灰色シルト 暮石 7000 斑綴岩 表面ほぼ全面に擦痕あり

E発掘区 X86寸 98 SD23・黄褐色砂礫 護石 411 ,8000 少岩 表面側に敲打痕

E発掘区 SB02 No9柱痕・黄灰色土 攻石 607 珪岩 下端に敲打痕

-1491011947 -5,123710 475592 亀文包含層中層 :黄灰色砂質シルト 讃石 監岩 上下端に微かな敲打痕

-148999752 -5117975 475091 伺文包含層上層 :黄灰シルト 改石 !2000 砂岩 上下端に敲打痕

※ ()の数値は欠損。なお8・ 11・ 12・ 25・ 34・ 37・ 44・ 4657・ 60・ 65・ 67～ 70・ 74・ 84・ 93・ 108・ 109はC発掘区出土。

切込みを施す。121は打欠き石錘で、細粒花聞岩の自

然礫の上下端と表裏に1箇所ずつ打欠きを入れる。た

だし打欠きは一直線に並ばず、敲石を転用したものの

可能性がある。ともにA発掘区の縄文時代遺物包含層

から出土し、中期末～後期前葉のものと考えられる。

磨石 (122)斑糖岩製円礫の表面のほぼ全面に磨痕

が残るもの。なお、不明瞭だが右側縁上部に敲打痕が

あり、敲石として使用した可能性がある。

敲石 (123～ 126)砂岩および珪岩の円礫や亜円礫

を石材とし、端部や扁平な面に敲打痕が認められるも

の。上下端に敲打痕を持つものが多いが、123は表面

側の広い範囲に敲打痕が残る。125は縄文時代遺物包

含層中層から出土しており、早期前葉～中葉のものと

考えられる。

(3)古墳時代の遺物 (図 88。 91)

(大窪 )

土師器・須恵器、 (図88-1～ 4)1は 土師器直口壺

で、一部を欠失するがほぼ完形に復原できる。日径

10.Ocm、 器高14.2cm。 体部は外面下半にタテハケ、内

面にケズリを行なう。 2は土師器高杯の杯部を復原

図化したもので、復原日径 19.5cm。 外面に放射状の夕

を欠失する。 1。 2は D発掘区、 3は B発掘区、 4は

98
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露4.3cmに復原できる。 4は須恵器臨で、日縁部と底剖

第 5発掘区から出土した。

滑石製勾玉 (図91-1)長 さ2.2cm、 最大幅 1.Ocm、

厚さ0.5cmで 、緑灰色を呈する。 C発掘区出土。

(4)中世の遺物 (図89～ 91)

瓦器、羽釜、土師器皿などの土器の他に、銭貨 3枚、

石鍋、砥石などが出上している。

以下、主要なものについて述べる。

中世土器 (図89)1・ 2・ 7・ 8・ 9。 10・ 11・

12・ 15は S K03出土土器である。土師器皿には小型品

(1・ 2)と大型品 (7・ 8)がある。日径は 1が9.2cm、

2が9.25cm、   7が 15.Ocm、  8が 17.lcm。  10イよ L自市電器

台付皿で、高台下端部を欠失する。日径18.Ocm。 9

は大和 Bl型 の土師器釜で、底部を欠失する。日径

図 88 古墳時代の土器 (1/4)
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3は銭文不明のもので、外縁外径2.452cm、 内郭内

径0.600cm、 外縁厚0.112cm、 重量3.02g。 第26発掘区

の中世清から出土した。

石鍋 (図912)D発 掘区の流路 2か ら出上した滑
石製石鍋。底部径17.7cm程 度の大型品と考えられる。

底部厚2.3cm、 体部厚 1.8～ 2.2cm。

砥石 (図91-3)D発掘区の中世遺物包含層から出

土した流紋岩製の仕上げ砥。表裏。上下面を砥面とし、

両側面に礫面をもつ。最大長8.8cm、 最大幅6.4cm、 最

大厚3.5cm、 重量172.89g。 (大窪 )

ゝ10

基,

0                       3cm

■
Ｂ

(〔::〕)l

2

9

図 89 中世土器 (1/4)

30.25cm、 鍔の出2.5cm。 11・ 12は瓦器皿で、底部内面  重量2.80g。 ともにE発掘区中世包含層より出土し
に平行線状の暗文がある。日径は、11が9.05cm、 12が  た。
9。 6cm。 15は瓦器椀で、底部内面に連結輪状の暗文が

ある。日径 15.05cm、 器高5.15cm。

4・ 5。 6は S D03出土の上師器皿。すべて小型品

で、 日径イよ4が 10.5cm、  5が 10.3cm、  6が 9.9cm。

3。 13。 14は流路 2下層から出土した土器である。

3は小型の上師器皿で、日径9,75cm。 13は瓦器皿で、

底部内面に平行線状の密な暗文が認められる。内面全

体に白色の付着物がみられ、底部外面に「上下」の墨

書がある。14は瓦器椀で、底部内面に連結輪状の暗文

と「十」の焼成後線刻がある。

これらの上器はほぼ同時期の遺物と考えられ、 13・

14が近江編年 I-4期に相当する瓦器椀であることか

ら、12世紀前半～中葉頃の資料と思われる。 (鐘方 )

銭貨 (図90)1は 唐銭の開元通宝 (初鋳621年 )で
外縁外径2.438cm、 内郭内径0.667cm、 外縁厚0.116cm、

重量3.1l g。 2は北宋銭の皇宋通費 (初鋳1038年 )で

外縁外径2.443cm、 内郭内径0.766cm、 外縁厚0.123cm、

輸

∞∞

∞
∞

|

l∞ 0に蜘
図 90 銭貨 (1/2)

図 91 勾玉 (1/1)、 石鍋 。砥石 (1/4)
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Ⅲ.別所辻堂遺跡の調査成果

整備工事で削平される箇所を対象として、平成15年

度に微高地 Cの南端でE発掘区、平成16年度に微高地

Dで A・ B・ C・ D発掘区を設定し調査した。各発掘

区の位置は図20に示した通りである。

1.調査の方法

耕土及び表土を重機で除去した後に、調査地全体を

基準点沢I量して、旧国土座標軸に沿った lmあ るいは

2m方眼のグリッドを設定した。グリッド名はXYと

もに国土座標値の下 2ケタで示し、南東隅の値で代表

させた。

中世の遺物包含層出上の遺物はグリッドごとに回収

したが、縄文時代の遺物包含層から出上した遺物のみ

は、 トータルステーションで出上位置の 3次元データ

を記録しながら取り上げた。

発掘区の平面略測図を1/100で作成し、遺構の位置

関係などの情報をそれに整理しながら調査を進めた。

そして、個別の遺構図は1/10あ るいは1/20、 土層図は

1/20で基本的に作成し、平面図に旧国土座標値を記入

して相対的な位置関係を復原した。発掘区全体の平面

図はヘリコプターによる航空写真から縮尺1/50で図化

した。

2.調査の概要

(1)A発掘区
A発掘区は微高地Dの南東端に位置する。もともと

北西から南東へ下がる緩傾斜地を形成していたと考え

られるが、現在では上下 2段の水田に造成されてい

る。試掘調査で時期不明の炭窯や中世の遺構を検出し

ており、その確認を目的とした。

基本的な層序は、削平の著しい北側で水田耕上の直

下が地山となるのに対して、南側では水田耕土以下、

灰色砂質土、褐黄色粘質土、地山 (黄灰色砂礫・粘質

シル ト)となる。遺構面は、中・近世の遺構を確認し

た地山面及び縄文時代遺物包含層上面である。その

標高は西壁沿いの北端で484.6m、 南端で484.2mであ

り、南東に向かって下がつていく。

検出遺構には、縄文時代の遺物包含層、および中・

近世の炭窯、流路、溝、土坑、石組み遺構がある。以

下に、主な遺構の概要について述べる。

i。 中・近世の遺構

炭窯 1基、流路 1条、清 1条、土坑 4基、石組み遺

構 1基などがある。

炭窯 (図94)発掘区の南端で検出した長さ3.3m以

上、幅1.98mの炭窯である。緩傾斜する地形に沿って

つくられ、主軸は北で26° 西に振れる。上部と南東

郡が大きく削平されてお り、深さ0.lmが遺存するの

みであるため、構造の詳細は判然としない。

南東側に1.lm× 0.7mの精円形を呈する焚口 (深さ

0.lm)を設け、床面はその焚口に向かって約0.lm下

がる勾配となっている。焚国内に焼土を挟んで 2層の

黒色炭層が堆積するので、少なくとも2回の焼成が行

なわれたことがわかる。窯内からは木炭の他に土師器

細片が出上しただけであり、操業時期は中世頃と推定

できるに過ぎない。

S D01(図 95上 )発 掘区南側で検出した全長14m

以上の流路跡。北西から南東方向へ流れる。上下 2層

の堆積があり、埋土から15～ 17世紀の遺物が出土し

た。上層の堆積層は下層より南側に偏っており、人為

的に少し流れを変えている可能性がある。上層流路の

上流部分には石組みの護岸が一部に施されている。

S D02(図 95下)発 掘区中央付近で検出した幅0.8

～ 1.Om、 深さ0。 1～ 0.2mの鉤形に屈曲する溝。溝

耕土

表土 (腐植土 )

黄灰色土

褐黄色粘質ブロック混黄灰色砂質土

5 Fx色砂質±     9 責灰色砂質±    13 暗灰色粘土
6 褐黄色粘質±    10 黄灰色粘質±    14 淡黄灰色粘土
7 灰自色細砂     11 淡灰褐色砂±    15 灰色粘土
8 灰褐色砂±     12 褐灰色粘質±    16 炭混暗黄灰色粘土

図 92 A発掘区南壁堆積土層図 (1/50)

17 青灰色砂質土
18 青灰色土
19 灰褐色砂混シル ト (枝木包含 )
20 灰褐色造成土

100
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□ 縄文時代遺物包含層

図93 A発掘区平面図 (1/250)
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□ 赤燈色～燈褐色焼土

／

／

／

５
．
２２７

／

／

／

，
２２６

＼＼＼＼＼＼＼ /
-5,225赳O

1 焼土・炭混じり黒灰色土

2 黄灰色シル ト

3 黒色炭層

燈褐色焼土

炭・焼土混じり黄灰色シル ト

炭・焼土・黄灰色シル トブロック混合土

図 94 炭窯平面図・断面図 (1/20)
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図 95 SD 01・ 02石組平面図・断面図・立面図 (1/25)
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ヤ

黄灰色シル トブロック

・灰褐色土プロック混合土

炭混じり灰色土

淡黄灰色砂礫

橙黄色粘土 (貼床粘■ l

黄灰色粘土プロック・灰色砂混合土

黄褐色粘土・黄灰色ンル トブロック

・灰褐色砂礫混合土

-5,218 5,219
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ｈ　
＼＼
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図 96 S X 01・ S K 01平面図・断面図・立面図 (1/25)

□貼床粘土
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図 97 S K 02平面図・断面図・立面図 (1/25)
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炭・礫混じり灰色土

炭混じり褐黄色土

焼土・炭混じり灰褐色粘質土

炭混じり黄灰色砂礫

混じり褐灰色土

焼土・炭混じり黄褐灰色土

黄色シル トブロック

混じり黄褐灰色土

ヤ

9                               11n

-149,331

-5,216

=

-5,217

焼土・灰・黄色 シル トブロック  
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内埋土の一部は S D01の下層埋土と連続し、同時期の

遺構と考えられる。埋土から15～ 17世紀の遺物が出

土している。北端が南東へ直角に屈曲し、その端部に

は石組みの護岸が認められた。 (図 95下 )発掘区外西

側に想定される屋敷跡からの排水溝であろうか。

S K01(図 96)発掘区中央付近で検出した2.3m×

2.Omの 隅丸方形土坑で、深さ0.3mである。中央に直

径1.8mの 円形枠を据えていた痕跡があり、その底面

には厚さ0.3～ 0.4mの燈黄色粘土が敷いてあった。

枠材は有機質製であった らしく、腐朽 して遺存 しな

かった。枠内からは礫と共に17世紀頃の陶磁器・土師

器皿が出土した。

S K02(図 97)S K01の 北側で検出した3.Om×

2.2mの 楕円形土坑で、深さ0,35m。 土坑北側だけに

長さ1.65m、 高さ0.3mの 2段積み石壁を設ける。そ

の内部に多量の礫を集積しており、それが中央で陥没

したような状況を看取できた。礫には焼石も少なから

ず混在していた。記録を取 りながら慎重に礫の除去を

行なったが、埋土中に14世紀の上器片が混在するのみ

で、集積礫内部からは何も出土しなかった。

S K03(図98)S K02の 北側で検出した2.3m× 1.9

mの不整形土坑で、深さ0.35mで ある。礫・炭・焼土

が混在する灰褐色粘質土などで埋まっていたが、 SK

02・ 04のような礫の集積は認められなかった。埋土か

ら14世紀の上器が少量出土した。

S K04(図 98)S K03の 北側で検出した2.4m× 2.3

mの隅丸方形土坑で、深さ0.35mで ある。土坑内埋土

下層 (黄灰褐色土)の中央付近と埋土上層 (褐灰色土 )

の南東部に礫の集積が認められた。集積礫上には土師

器皿 1点 (図123-6)が置かれていた。埋土から14世

紀前～中葉の土器が出土した。

S X01(図96)境乱で南側の一部が壊されている

が、本来は長さ5.3m、 幅1.7m以上の方形掘形内に

沿つて石壁を設けていたと推定できる。石壁は東側

で長さ1,36mが遺存するのみで、他は抜き取られてい

た。遺存した東側石壁は高さ約0,2mで、 4つの石を

横方向に並べて掘形との間に礫を入れ裏込めとする。

この裏込め土から17～ 18世紀頃の橋鉢片が出土した。

ii.縄文時代の遺物包含層

発掘区南半に小さな谷地形があり、ここに縄文時代

の遺物包含層が認められた。この包含層は上から第 1

3-1 別所下ノ前・辻堂遺跡

層 :黄灰色シル ト、第 2層 :暗灰色粘土、第 3層 :灰

色シル トと大きく3層に分かれるが、後述する遺物分

布の様相から第 1～ 2層 を上層、第 3層を下層として

扱う。遺物の大半は石器であるが、谷部中央付近で神

宮寺式と無文土器が集中して出土した。

iii.縄文時代の遺物分布

縄文時代遺物包含層の掘削を行なった結果、縄文

土器62点、石器304点 の遺物が出土している。土器分

類の詳細は、別所下ノ前遺跡の遺物報告 (p.51～ 57)

をか照されたい。なお第 4章で報告するが、国立歴史

民族博物館の遠部慎 。宮田佳樹両氏にここから出上し

た神宮寺式土器の吸着炭素の年代測定をして頂いたと

ころ、calB C8,630～ 8,470と いう暦年代値を得た。

この上器の出土位置も分布図中に示している (図 99・

101)。 石器の石材はすべてサヌカイ トのため、石材別

分布は示していない。

平面分布は、地山上面の旧地形図に投影 した (図

99)。 旧地形は、」ヒ西から南東へ下る緩やかな谷状地

形であり、補足調査区のほぼ中央に小規模な平場があ

る。土器・石器は、ともに地形の起伏に制約された分

布を呈し、傾斜変換点から平場にかけて集中する傾向

がある。これは、両者の分布が同様の性格を持つ可能

性を示唆するが、分布範囲にはやや差が認められる。

次に垂直分布 (図 100'101)で これを見ると、遺物

はその多くが縄文時代遺物包含層下層から出土してお

り、上層ではその密度が薄れることがわかる。またや

や落ち込みや浮動があるものの、下層の地山上面付近

で早期前葉の IttB l類 bl種 (神宮寺式)と 中期末

～後期前葉のVtt F類 (無文土器)と の混在が確認で

きることから、下層は明らかな 2次堆積であるといえ

る。上層もまた、層内に遺物が散在する傾向があるこ

とから2次堆積であるといえよう。出土する縄文土器

から、下層は中期末～後期前葉以降の堆積であり、上

層はそれ以降の堆積であると考えられる。

なお、土器と石器で分布範囲がやや異なる問題だ

が、遺物の供給源となった場所の分布が、土器と石器

で異なっていた可能性もある。ただし2次堆積におい

ては、小さく軽い遺物がより遠くまで流出すると考え

られることから、土器より小さく軽い石器がさらに下

方まで流出しただけかもしれない。また、下層の土器

が地山上面付近にピークを持つのに対し、石器は下層
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図99 A発掘区 縄文土器・石器平面分布図 (1/100)
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-149.359

0    051n

図 100 Y=-5,222～ -5,224m間 縄文土器・石器垂直分布図 (Y=-5,223mライン土層図に投影 )

/5

□ 縄文時代遺物包含層上層

□ 縄文時代遺物包含層下層

縄文土器 ■ IttBl類 bl種

□ IttBl類 bl種 (HC年代測定)
O VttF類

図 101 X=-149,360.5～ -149,361.5m間縄文土器

の上部にその多くが分布するなど、遺物包含層の堆積

は一様なものではなかった可能性がある。いずれにせ

よ、本来の縄文時代早期、および中期末～後期初頭の

活動場所はここよりやや上方に当たる北西方向にあっ

たと考えるのが妥当だろう。

(2)B発掘区
B発掘区は微高地Dの中央東端に相当する。ここは

もともと南西から北東へ下がる緩傾斜地を形成してい

たと考えられるが、現状は上下 3段の水田に造成され

ている。試掘調査で中世の遺構を検出しており、その

確認を目的とした。

加工痕有剥片
使用痕有剥片

o    05m

・石器垂直分布図 (X=-149,361mライン土層図に投影)

基本的な層序は、削平の著しい水田北側で耕上の直

下が地山 (黄褐色砂礫混シル ト)と なるのに対して、

水田南側では地山の上に黄灰褐色土が堆積する。ま

た、発掘区北東部で縄文時代遺物包含層が遺存するの

を確認した。

遺構面は、中 。近世の遺構を確認した地山上面及び

縄文時代遺物包含層上面である。14世紀に構築された

2列の石垣によって、遺構面は 2段 3面 に造成されて

おり、現在の水田段差はその地割 りを基本的に踏襲し

ていたことが判明した。石垣 1で区画された南側の高

い段 (上段)における遺構面の標高は概ね485,Om前
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□ 縄文時代遺物包含層
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図 103 B発掘区平面図 (1/200)
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後、石垣 2で区画された中央の低い段 (下段)におけ

る遺構面の標高は概ね484.2～ 484.3m、 石垣 2外の

北側に広がる緩傾斜地における遺構面の標高は概ね

483.6-483.7mで ある。

検出遺構には、中 。近世の石垣、土坑、および縄文

時代の遺物包含層がある。

以下に、主な遺構の概要について述べる。

i.中・近世の遺構

石垣 2列、土坑 4基などがある。

石垣 1(図104)上段を画する全長8.45m以上、高

さ0.7m以上の石垣である。その主軸は北で西へ約57
°
振れる。石材の大半が花聞岩である。土圧によって

全体的に前へせ り出しているが、 1～ 2段分の石積み

がよく残つている。石垣の前面裾に沿って幅0.25～

0.4m、 深さ0.07m前後の浅い溝がある。地山をL形

に切り土し、 1石目の形状に合わせて底を調整しなが

ら石を立て並べ、この上に 2石 日以上を小日積みす

る。裏込め土から14世紀中葉頃の上器が出土した。

石垣 2(図 104・ 105)下段を画する全長12m以上、

高さ0.4m以上の石垣である。その主軸は北で西へお

よそ62° 振れ、石垣 1とほぼ平行する。石材のほとん

どが花闘岩である。石垣の前面裾に沿って幅0.6～ 0.8

m、 深さ0.3m前後の溝があり、底は南東方向へ下がっ

ている。石垣は著しく崩壊し、ほとんどの石がこの清

内に崩落している。崩落石材に混ざつて14世紀中葉～

15世紀の上器が出土した。

S K05(図 106)南 北3.lm、 東西3.Om以上、深さ

0.9mの隅丸方形土坑である。土坑内北東側の一部に

のみ長さ1.8m、 高さ0.7mの 2～ 3段積みの石壁を構

築した後、底の全面に0。 15m前後の厚さで黄色粘土を

敷き詰めて粘土床をつくる。粘土床の上には厚さ0.15

mにわたって礫を全面に入れる。この礫層中には焼

石、焼土塊、常滑産甕片が混在したが、その上面で何

かを焼成したような痕跡は認められなかった。礫層の

上には多量の礫が盛 り上がるように堆積し、その埋土

中には焼土や炭が混在した。出土遺物から15世紀頃の

遺構とみられる。

S K06(図 107)南北3.35m、 東西2.4m以上、深

さ0.4mの 隅丸方形土坑で、東側は削平によって壊さ

れている。内部に礫の集積が認められたが、それに規

則性はない。埋土から14世紀頃の遺物が出土した。

S K07(図 107)長 さ2.8m、 幅1.6m、 深さ0。 2m

の長方形土坑である。その主軸は、北で西へ69° 振

れる。重複関係からS K06よ りも新しい。底には厚さ

0.15mの細かい砂礫を入れている。埋土中に含まれた

大きい礫は、 S K06起源のもので、 S K07に伴うわけ

ではない。14世紀頃の遺物が若千出土した。

S K08(図 107)1,95m Xl.7mの 隅丸方形土坑で、

深さは0.2mである。内部を部分的に囲うような状況

で礫が認められたが、その周辺からの出土遺物はな
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4 黄青灰色シル ト (下層堆積土)
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6 黄灰色シル ト (S K08埋土 )

7 黄褐色炭混じリシル ト (S K08埋土)
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図 107 S K 06・ 07・ 08平面図・立面図 (1/40)
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縄文土器

▽ IttCl類
O IttFl類
■ Ⅲ群El類
□ Ⅲ群E2類
△ Ⅲ群F類

石器
▲ 石鏃
■ 楔形石器
◆ 肖」器
△ 加工痕有剥片
△ 剥片
△ 砕片

図 108 B発掘区 縄文土器・石器平面分布図 (1/200)
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図 109 X=-149,291～ -149,293m問 縄文土器 。石器垂直分布図 (-149,291mライン上層図に投影 )

-5,210

図 110 X=-149,293～ -149,297m間 縄文土器

かった。埋土から14世紀頃の遺物が若干出土した。

両.縄文時代の遠物包含層

発掘区北東部に広がる緩傾斜面の一部に縄文時代早

期の遺物包含層が認められた。包含層は黄灰色シル

トで、その厚さは0.1～ 0.2mと 薄く、遺物の出土量

も少ない。出土遺物は石器の剥片類がほとんどである

が、他に神並上層式をはじめとして、早期前葉～前期

初頭の土器が出土した。

�.縄文時代の遺物分布

縄文土器20点、石器297点 の遺物が出土 してお り、

これを地山上面の旧地形図に投影した (図 108)。 土器

分類の詳細は別所下ノ前遺跡の遺物報告 (p.51～ 57)

を参照されたい。サヌカイ ト製以外の石器にはチャー

ト製の砕片が1点あるが、中世土坑からの出土である

ため、図示していない。

平面分布を見ると、早期前葉から前期初頭までの土

器が僅かに散在する様子が窺える。石器については、

X=-149,286.5,Y=-5,210.2付 近を中心として、

小規模な集中が見 られるが、これは風倒木痕と思われ

る不整形土坑から出土したものであり、それ以外は散

漫な分布を呈する。

これらを垂直分布から見ると、縄文時代遺物包含層

内に早期前葉～前期初頭の上器が混在する様子が窺え

る (図 109・ 110)。 石器も層境にピークがなく、層内

に散在していることから、遺物は全て 2次堆積による

116

石器 ▲ 石鏃

■ 楔形石器
△ 加工痕有剥片
◇ 使用痕有剥片
△ 剥片
△ 砕片 05m

・石器垂直分布図 (-149,295mライン土層図に投影)

ものと考えるのが妥当であろう。遺物量も非常に少な

いことから、遺物の供給源となった縄文時代早期の活

動場所は、ここよりやや離れた場所にあったか、活動

自体が非常に小規模なものであったと考えられる。

(3)C発掘区
C発掘区は、微高地D中央南側の一段高い微高地上

に位置する。現状は切 り土造成された一枚の水田で、

ほぼ平坦面となっている。試掘調査で中 。近世の遺構

と縄文時代の遺物包含層を検出しており、これらの確

認を目的とした。

基本的な層序は、削平の著しい西側で水田耕土の直

下が地山となるのに対して、東側では水田耕土以下、

灰色土、灰褐色土と続き、地山 (淡茶褐色砂礫)とな

る。発掘区南東部の一部で縄文時代遺物包含層が部分

的に遺存するのを確認した。遺構面は中 。近世の遺構

を確認した地山上面及び縄文時代遺物包含層上面であ

る。その標高は西側で487.5m、 東側で486.6mである。

検出遺構には、中・近世の土坑などがある。以下に、

主な遺構の概要と、縄文時代遺物包含層の遺物分布に

ついて述べる。

i.中・近世の遺構

掘立柱建物 1棟、土坑 3基などがある。

S B01 発掘区中央西側で掘立柱建物の柱穴 2基を

確認した。建物跡の大半が発掘区外へ続くため、その

詳細は不明である。柱間は1.Om、 柱穴の深さ0,3m。

縄文土器

▽ IttCl類
OⅡ 群 Fl類
■ Ⅲ群 El類
△ Ⅲ群 F類



西側の柱穴内に直径0.15mの柱根が残る。柱穴埋土か

ら15～ 16世紀ごろの遺物が出土した。

S K09(図 112)長径1.4m以上、短径 1.3m、 深さ

0。 lmの精円形掘形内に長径1.2m以 上、短径1.lmの

楕円形桶を埋設した土坑であると推測できる。桶自体

は腐朽して遺存しないが、 S K10の構造とほとんど同

じであり、桶の外周には燈灰色粘土を貼 り付けてい

る。重複関係からS K10よ りも古い。

S K10(図 H2)長 径 1.9m、 短径 1.4m、 深さ0.5

mの精円形掘形内に長径 1.5m、 短径 1.lm、 深さ0.45

m以上の精円形桶を埋設した土坑である。底に厚さ
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0,05mの淡黄色粘土を敷き、その上に桶を置いて外周

に黄燈色粘土を貼 り付ける。桶自体は腐朽して遺存し

ないが、その痕跡が底や外周の粘土面にはっきりと

残っていた。桶痕跡内埋土から16世紀頃の遺物が出土

している。

S Kll(図 112)長 さ4.7m、 幅2,7m、 深さ0,lm

の長方形土坑。長側壁の一部に厚さ0.lmの黄灰色粘

上が貼り付けてあった。埋土には多量の炭や焼土が混

在しており、15～ 16世紀頃の遺物が出土した。

ii.縄文時代遺物包含層

発掘区東側に小さな谷地形があり、その一部分に縄

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

耕土 表土

灰色土

黄色粘質土

灰褐色土

褐色土

茶褐色土

黄褐色 シル ト混 じり灰褐色土

褐色土混じり黄褐色シル ト (縄文時代遺物包含層)

灰褐色土 (旧表土)

暗青灰色土 (旧耕土 )

縄文時代遺物包含層

図 Hl C発 掘区平面図 (1/200)。 南壁堆積土層図
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0                   11an

ll平面図・南断面図 (1/40)

文時代早期の遺物包含層がわずかに遺存していた。包

含層は暗黄燈色シル トで、その厚さは0。 lm前後にす

ぎない。出土遺物は大半が石器の剥片類だが、八ッ崎

正式 。粕畑式土器 (早期後葉)と、石鏃・楔形石器を

はじめとする石器がある。

(4)D発掘区
D発掘区は、微高地D北縁部から流路 1の南半部に

位置する。試掘調査で中世の遺構を検出しており、ま

た流路 1が微高地Dを西から北へ取り巻くように流れ

ていることが明らかになっている。現状では西北側の

流路 1内 にあたる箇所に大きく盛土を行ない、 1段高

い畑地・宅地として利用されていた。

基本的な層序は、微高地である南東側で削平が著し

く、水田耕上の直下が地山となる。それに対して、谷

部流路の北西側では水田耕土以下、造成土、淡紫灰色

シル ト、紫灰色シル トが堆積して地山 (青灰色砂礫 )

となる。遺構面は、中世の遺構を確認した地山面であ

る。その標高は微高地上で概ね483.0～ 483.3m、 谷

部内で481.5～ 481,7mで ある。

検出遺構には、中世の土坑、掘立柱建物、溝、庭園

風の石組みなどがある。

以下に、主な遺構の概要について述べる。

S K12(図 H4)6.4m× 3.3mの 不整形土坑内の

東側におよそ2.7m四方の範囲で礫の集積が認められ

た。これらの集積礫は、さらにその分布から大きく北

西側の一群 (北群)と南東側の一群 (南群)に分かれ

て密集する。北群の密集範囲はおよそ1.5m× 1.Om、

南群の密集範囲は 1。 3m× 0.8mである。二群ともに中

央が若千窪んで落ち込んだような状態を看取でき、深

さ0.3mで周囲よりも0.lmほど深くなっている。そこ

で、その内部に何かが納められていたのではないかと

考え注意深 く礫を除去 していったが、何も出土しな

かった。埋土から若千の14世紀頃の遺物が出土してい

る。

S D03 S D04屈曲部付近で合流する南北溝で、南

か ら北へ と流れる。長さ14m以 上、幅2.0～ 2.3m、

深さ0.4～ 0.6mで、杭を打ち込み護岸している。埋

土から13世紀後半の遺物が出土した。

S D04 流路 1の底に設けられた溝で、幅 lm前

後、深さ0.2mである。発掘区西側から約 7mの地点

で東西方向から南北方向へ大きく屈曲する。

＼
-5,270

ユ 灰色土混じり黄色粘土ブロック土

2 灰褐色土

3 灰色土

4 黄色粘土 灰色土ブロック混合土

5 黄橙色粘土

8 淡黄色粘上

9 灰色土混じり橙色ンル ト

10橙 灰色粘土

0                 1rn

1 炭 焼土混じり黒茶色砂質シル ト

2 暗茶色粘上

図 112 S K 09。 10

6 黄橙色粘土混じり橙灰色ンルト
7 淡茶灰色シルト
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-149,230

-5,260

耕土

暗茶灰色砂質シル ト (旧耕土)

灰色土 (竹敷暗渠埋土)

橙灰色砂質シル ト

淡紫灰色砂質シル ト

暗灰色砂質シル ト

黄灰色粘土混じり灰色砂質シル ト

灰色砂質シル ト

砂混じり灰色シル ト

茶灰色砂質シル ト

暗灰色土 (紫敷暗渠埋土 )

12 淡紫灰色シル ト

13 紫灰色シル ト

14灰 自色細砂
15 褐灰色砂質シル ト

16 紫灰白色細砂

17 茶白色シル ト

18 茶灰色腐植土

19 褐灰色腐植土

20 淡褐灰色砂質シル ト

21 褐灰白色砂質シル ト

-5,240

図 113 D発掘区平面図 (1/200)・ 北壁堆積土層図
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この屈曲部で大きく水の流れが変わるため、石組施

設が設けられている。屈曲箇所には石列がよく遺存す

るが、それより西側では丸太を混じえた石列が少し崩

れている。屈曲部のすぐ北側には 2本の半裁した丸太

が平行して並べられ、水を真つ直ぐにS D05と の合流

部へ導くようになっている。また S D03か らの流水が

S D04に直接流れ込まないように、その南東側には石

列がつくられている。埋土から13世紀後半の遺物が出

＼
-5,243

土した。

S D05 S D04の北側 2mの ところにある幅 lm前

後、深さ0.2mの清で、 S D04と ほぼ平行する。 SD

04と の合流点には礫を乱雑に積んで堰き止めた状態が

残っている。おそらく何らかの理由で S D05か らSD

04へ と水の流れを変更させたのだろう。埋土から13世

紀後半の遺物が出土した。

SX02 2.lmXl.6mの方形土坑で、東側に開日し

日

ｗ
∞
∞
ｗ

一
■

白

-149,245

¬。

L H,4834m

図 114 S K 12平面図 (1/20)
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て庭園風の石組みと接続する。深さ0.lmで、中央西

側に火を焚いた時の炭が堆積し、その周囲の礫や地面

が焼けている。南半には木材を平行に並べ置いてある

が、その機能は不明である。埋土から13世紀後半の遺

物が出土した。

S B02 S X02を 取 り囲むように柱穴があり、覆屋

のような建物が存在した可能性が高い。桁行3.2m以

上、梁行3.8mで、発掘区外西側へと続く。重複関係

から柱穴は S D05よ り新しい。建物が S X02と一体的

な遺構であるとすれば、 S D04が機能した時期にそれ

らが併存していたと想定することもできるだろう。

庭園風の石組み遺構  S D04あ るいは S D05か らの

流水は、 S D04と S D05の合流点北側にある深さ0.35

mの凹みで一度滞水し、オーバーフローした水が凹み

の北に設けられた石段を越えて石組み導水路を流下す

る仕組みとなっている。

石組み導水路の東側には礫の集積が流路に沿って続

くが、特にその始点となる南側には多くの礫が積み上

げられて島状の独立した高まりが形成されている。

石組み導水路の西側では、 S X02と の接続箇所近く

に立石を伴う平面的な配石があり、石組み自体は北へ

3.6mほどさらに延びる。埋土の上層から14世紀前半、

下層から13世紀後半の遺物が出上した。

(5)E発掘区

試掘調査第 7発掘区で縄文時代遺物包含層の一部を

確認したため、発掘区を設定して調査を行なった。

基本的な層序は、水田耕土の下に、黄灰褐色上、灰

褐色砂質土、褐色土、茶灰色土、灰黄色シル ト (縄文

時代遺物包含層)があり、青灰色砂混シル トの地山と

なる。発掘区内全体が南西から北東方向へ向かつて下

がる傾斜地で、南西隅で標高479.2m、 北東隅で標高

477.5mとなり、その比高差は1,7mで ある。14世紀以

降の水田造成によって大きく地形が改変されており、

それに伴う杭列がよく残る。

別所辻堂遺跡の北端にあたるが、遺構は13世紀頃の

小土坑が点在するのみで顕著なものは認められなかっ

た。縄文時代遺物包含層は発掘区南東部に遺存してお

り、微高地 Cの南東斜面の堆積層と考えられる。早期

前葉の神宮寺式土器と早期後葉の条痕文土器が出土し

たが、遺物包含層の遺存状態が悪いことから、その数

は極めて僅少である。

(6)別所辻堂遺跡の縄文時代遺物分布

縄文土器141点、石器728点 が出土 したが、大半が

A・ B発掘区の出土である。その他の発掘区は遺物

包含層の遺存状態が悪く、また遺物量が少なすぎる

ため、分析対象となり得なかった。

微高地DはA発掘区南郡、B発掘区北東部、 C発

掘区東部に遺物包含層が遺存する。いずれも2次堆

積層と考えられるが、早期前葉はA・ B、 早期後棄

は B～ D、 早期末～前期初頭は B、 前期前葉はD、

中期末～後期初頭はA発掘区から遺物が出土してい

る。各発掘区の層は対応関係になく、遺物包含層の

広がりは小範囲に限られる。よって微高地Dにはこ

れらの時期の遺跡があったと考えられるが、その活

動は極めて小規模なものであったか、あるいは中心

的な活動場所が微高地Dの奥部にあったと考えられ

る。また微高地 Cには早期前棄～後葉の出土遺物が

あり、該期の遺跡があったと考えられるが、遺物包

含層の遺存範囲も狭く、遺跡範囲を推定するには至

らない。ただし微高地Aに隣接する微高地に当たる

ため、今後の調査では下ノ前遺跡との関連も視野に

図 H6 E発 掘区平面図 (1/300)

入れる必要があろう。 (鐘方 。大窪 )



Ⅲ.出土遺物

縄文時代、中 。近世の遺物が出土したが、その主体

は縄文時代早期と13～ 15世紀の遺物である。

以下、主要な遺物について述べる。

(1)縄文時代の出土遺物

i.縄文土器 (図■7～ 121、 表 16・ 17)

別所辻堂遺跡で出土した縄文土器は総数141点、約

1,115gである。そのうち I群が46点、約281g、 Ⅱ群

が51点、約598g、 Ⅲ群が23点、約108g、 Ⅳ群が 3点、

約19g、 V群が18点、約108gで、 1・ Ⅱ群が大半を

占めている。地点ごとの出土量はA発掘区が62点、約

324g、 B発掘区が20点、約 110g、 C発掘区が22点、

約231g、 D発掘区が 8点、約99g、 E発掘区が29点、

約349gである。

A発掘区では早期前葉の神宮寺式、 C・ E発掘区で

は早期後葉の土器がまとまって出土した。ただし、そ

れぞれ同一個体と考えられるため、個体数は少ない。

またD発掘区では I・ Ⅱ・Ⅳ・V群が出土するが、各々

の点数は 1・ 2点に留まる。このことから辻堂遺跡の

利用は早期後葉を除き、下ノ前遺跡より消極的であつ

たと考えられる。以下発掘区ごとに報告を行なう。

A発掘区出土土器 (図 H7・ H8)

早期前葉の上器 (1)

1は IttB l類 bl種 としたもので、原体長軸に対

して右下が りに刻んだネガティブな楕円文を全面縦

位に施す。日縁部から底部の破片が1個体分 (計38点 )

出土し、残存良好で部位が明らかなものから器形復原

を行なった。底部はやや丸みを帯びた尖底で、緩やか

に器体が立ち上がり、日縁部が外反する器形である。

内面はナデによって平滑に調整され、胴部下半には右

下→左上方向の擦痕と指頭圧痕が観察される。日縁部

内面にも指頭圧痕が認められ、下方から上方ヘユビオ

サエとナデにより薄く引き延イぎしながら成形したと考

えられる。外面は文様の切合から3単位の精円文を左

→右方向へ縦位に施文したと考えられる。精円文の形

状から神宮寺式古段階に比定されると考えられる。

早期末前期初頭の上器 (2～ 7)

2はⅢ群 El類としたもので、外面に左上がりの細

かい条痕を施し、内面は左上がりのナデが行なわれて

いる。角閃石を多く含み、外面に僅かに煤が付着して

いる。 3はⅢ群 E2類としたもので、胴部下半の破片
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である。外面は右上がりの条痕を縦位の条痕が切って

いる。内面は右上がりに条痕を施している。 4・ 5は

Ⅲ群E3類 a種としたもので、4は外面に左上がりの

擦痕状の条痕を施し、内面はナデを行なう。 5は外面

に左上がり、内面に右上がりの擦痕状の条痕を施す。

6はⅢ群E3類 b種としたもので、外面に右上がりの

擦痕状の条痕、内面に右上がりの細かい条痕を施して

いる。 7はⅢ群F類としたもので、外面は鉄分の沈着

により調整は不明。内面は剥離が著しいが、ナデ・ユ

ビオサエが観察される。

中期末～後期前葉の上器 (8～ H)

8～ Hは Vtt G類 としたものである。 8は胴部下

半の破片で、外面は緩やかに立ち上がり、内面はユビ

オサエによる屈曲が顕著である。 9は胴郡片で、外面

は横位のナデによる凹凸が認められる。10は外面を左

上がりのナデ、内面をナデとユビオサエで調整する。

11は胴部下半の破片で、内外をナデで調整している。

8～ 11は砂粒が多く、細かい雲母を含む。また、

繊維や角閃石などの特徴的な混和材を含まず、無文で

あるため当時期に位置づけた。しかし、 8・ 11は立ち

上がり方から丸底になる可能性が考えられ、これらは

より古い時期に帰属することも考慮する必要がある。

B発掘区出土土器 (図 H8)

早期前葉の上器(12～ 14)

12,13は IttC l類 としたもので、外面にやや頂部

が丸みをもつ横長の山形文を横位に施す。12の内面は

横位のナデによる擦痕と指頭圧痕が顕著に認められ

る。13の外面は文様の切合から下方から上方に横位施

文したと考えられ、内面は丁寧なナデにより平滑に調

整されている。原体は 2単位と考えられる。

14は IttC 2類 としたもので、外面は平行線文を左

→右方向へ横位に施文する。内面は摩滅のため、調

整不明である。12～ 14は神並上層式に比定されるが、

原体と胎土が異なるため同一個体とは考えられない。

早期後葉の上器 (15～ 18)

15はⅡ群Cl類 としたもので、内面に爪形の連続刺

突を行なっている。位置的に外面のユビオサエに対応

することから装飾的意図によるものではなく、押圧の

際に偶発的に施されたものと考えられる。その場合内

面の爪形はD字状を呈していることから左→右方向へ

ユビオサエが行なわれたと考えられる。類例は粕畑式
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図H7 房町所辻堂遺跡出土縄文土器① (1/2)
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図 H9 号J所辻堂遺跡出土縄文土器③ (1/2)
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図 120 丹町所辻堂遺跡出土縄文土器④ (1/2)

に多く見られ、内面の条痕の様相から本稿におけるⅡ  縦位に条痕を施し、20は外面を左上がりの条痕、内面
群 Cl類へ位置づけた。 をナデで調整している。21～ 23はⅢ群E2類とした
16・ 17はⅡ群E類としたもので、16は外面に左上が  もので、21・ 23は内面に右上がり、22は外面に左上が
りの条痕を角度を変えて施文し、17は下方から上方へ  りの粗い条痕を施す。24はⅢ群 F類 としたもので、内
左上がり→右上がりに交互に施している。内面はいず  外をナデで調整し、胎土は角閃石を多く含む。

3-1 別所下ノ前・辻堂遺跡

れもナデで平滑に調整している。 C発掘区出土土器 (図 119-25～ 32)

18は Ⅱ群 F類としたものである。砂粒・繊維を多く   25・ 26は Ⅱ群 B類としたものである。外面に波状の

含み、器面内外に繊維の抜け痕が顕著に観察される。  刺突列を施し、内面は成形時の指頭圧痕と左上がりの
早期末前期初頭の上器 (19～ 24) 条痕が観察される。日縁部付近の破片で、頸胴部界に

19。 20は Ⅲ群 El類としたものである。 19の内面は  段を持つ器形の八ッ崎 I式に比定される。両者は同一
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表16 別所辻堂遺跡出土縄文土器観察表①

層位 分類 時期型式 怪
位
術
部 特徴 調整 備考

緻節聴 神宮寺式

深鉢
口縁部

押型文
外)ネガティブ指円文
内)ナデ

O O ◎
25Y7/4
浅黄 呻鶏

原体B単位
日長コ6Sc■

鉢
部
深
胴

群Bl類 bl召
にぶい褐

深鉢
1同部下半

鰈欝隅
深鉢底部

血離帥
Ⅲ群 El類

早期末
前期初頭

鉢
部
深
胴

条痕文
外)条痕
内)ナデ

0 0 ◎ 0
10YR4/3
こぷい費殖

25Y6/3
にぷい黄

25Y4/1

黄灰
外面燦付着

A発掘区 X'7甘27区
炭窯 J七西部

炭混暗
灰色土
WttD2類a種 早期末

前期初頭
深鉢
胴部下半

条痕文
外)条痕
内)ナデ

O O 0 O
10YR3/1

黒褐
Ｗ
灰 呻鶏

発ヽ掘区 X25～15区  中世包含月 福
土
灰
色
Ⅲ群E3類a種

早期末
前期初頭

深鉢
胴部

条痕文
外)擦痕
内)ナデ

O O 0 0
25Y9/1
黒掲 福 黒褐

第10発掘区 西上斜面 炭 南西君 費色
シルト
亜群E3類a種

早期末
前期初頭

鉢
部
深
胴 条痕文

外)擦痕
内)擦痕

O O O O にぶい黄 哩部 黒褐

蠅酸軸
HttE3類 b種 早期末

前期初頭

鉢
部
深
胴

条痕文
外)擦痕
内)条痕

0 0 ◎ 0
費福

25Y4/3
オリーブ灰 炒慮

２５
暗

第10発掘区 中世包含層 Ⅲ群F類
早期末
前期初頭

鉢
部
深
胴

外)?
内)ナデ・ユビオサエ O 0 ◎ 0 Ｗ諦

10YR4/?

灰黄褐

7 5YR3/1

黒褐

縄文
包含層
下層

VttG類 中期末
後期前葉

深鉢
胴部下半

外)ナデ

内)ナデユビオサエ ◎ 0
iOYR4/1

褐灰 〉康
２５
晴

2 5Ve/'

黒掲

VttG類 中期末
後期前葉

鉢
部
深
胴

ガ
ガ
”
ｐ

◎ O
暗灰黄

25Y4/1

黄灰

2 5YG/1

黒褐

VttG類 中期末
後期前葉

鉢
都
深
胴

外)ナデ
内)ナデ ユビオサエ

◎ 0
2 5YO/3

にぶい黄 黄灰 黄灰

VttG類 中期末
後期前棄

深鉢
胴部下4

外)ナデ
内)ナデ ◎ O

にぷい貰 暗灰黄 黒褐

B発掘区 X15=Y21区 褐色土 I群Ci類
鉢
部
深
胴 押型文

外)山形文
内)ナデユビオサエ

O 0 0 唖囃 灰褐 にぶい褐
原体,単位
周長:1 4cm

黄灰色
シルト

I群01類
鉢
部
深
胴

押型文
外)山形文
内)ナデ

O O O ］『
10YR5/2
灰黄褐

10YR6/6
明黄褐

原体2単位
周長:2 0cm

〕発掘区 X89寸 19区  中世包含層 灰福
色土

1群 C2類
鉢
部
深
胴 押型文

外)平行線文
内)摩減

0 O ◎
10YR4/3
こぷい黄刹 にぶい黄黎 黒福

発掘区 X85Y19区  中世包含厄 褐
土
灰
色

Ⅱ群Cl頬 粕畑式
鉢
部
深
胴

内面

爪形文

外)ナデ ユビオサエ

内)刺突・条疲
0 O 0

2 5Ya/8

淡黄

10YR4/2

灰黄椙

25Y3/1

黒褐

第12発掘区 南部 中世包含層上部 卿鱒川
正群 E類 早期後葉

鉢
部
深
腕 繊維条痕

外)条痕

内)ナデ・ユビオサエ O 0 O
illYR4/2

灰黄褐 咄撤
10YR4/1

褐灰

B発掘区 X09寸 19区  石列A裏込 褐色土 Ⅱ群E類 早期後葉
鉢
部
深
胴 綴維条痕

外)条痕
内)ナデ

O O O
10YR5/3
こぶい黄獲 にぶい黄拒

10VR5/3
にぶい黄茶

姫劾
Ⅱ群F類 早期後葉

鉢
部
深
胴 織維無文

外)ナデ
内)ナデ ◎ O ◎ こぶい責程 哩鶏 黒褐

B発掘区 X91-Y15区 灰色土 亜群El類
早期末
前期初頭

鉢
部
深
胴 条痕文

外)摩滅
内)条痕

0 0 O 0
褐 黄褐 黄灰

〕発掘区 X95→05区  中世包含偏鞭溺
亜群 El類

早期末
前期初頭

鉢
部
深
胴

条痕文
外)条痕
内)ナデ

O O O O
7 5YR5/4
にぷい掲

25Y6/3
にぷい黄

7 5YR4/3

褐

:発掘区 X87 Yl19区  中世包含偏 褐
土
灰
色

ШttE2類
早期末
前期初頭

鉢
部
深
胴 条痕文

外)藤滅
内)条痕

O 0 ◎ O
10YR5/4
こぷい黄荘 にぶい褐

2 5YO/3

にぶい費

〕発掘区 X87Y07区  中世包含偏 褐
土
灰
色

Ⅱ群E2類
早期末
前期初頭

鉢
部
深
胴 条痕文

外)条痕

内)ナデ O O ◎ O
7 5YR5/4

にぶい褐 咄徹
10YR5/4
こぷい黄綱

1発掘区 X80寸 11区  中世包合月 褐
土
灰
色
HttE2類 早期末

前期初頭

鉢
部
深
胴 条痕文

外)ナデ
内)条痕

0 ◎ ◎ 0
10VR5/4
にぶい黄推

10YR6/4
こぷい黄鵜 】歎

1発掘区 X8S―Y00区  中世包含厄 褐
土
灰
色

皿群F類
早期末
前期初頭

鉢
部
深
胴

芳
拝
”
ｎ

O O ◎ O
10YR5/4
にぶい黄猶

25Y6/3
にぶい黄

iOYR4/2
灰黄褐

Ⅱ群B類 ノヽッ崎 I拭
鉢

部
深

胴 猷硼
外)刻み ナデ
内)条痕 ユビオサエ

0 0 0 Ｗ
肢 黄橙 オリーブ黒

26と 同一

Ⅱ群B類 ′＼ッ崎 Iメ
鉢
部
深
胴 猷硼

外)刻み・ナデ
内)条痕

O 0 O
浅黄 浅黄

Ｗ
灰

25と同一

黄灰色
シルト

巨群Cl類 粕畑式
深鉢
口縁部

平行
剰突列

外 )亥Iみ・条痕・ナデ

内)ナす O O O
⊇SY7/4

浅黄

25Y5/1

黄灰

7 5YO/1

オリーブ黒 と同一

黄灰色
ンザレト

江群Cl類 粕畑式 耕醐
平行
刺突列

外巌Jみ・条痕 ナデ
内)条痕・ナデ

0 O 0
25Y6/3
にぶい黄

25Y6/3
にぶい黄

5Y3/1

オリーブ黒 と同一

黄灰色
シルト

H ttCl類 粕畑式
鉢
部
深
用 帝『

外)刻み 条痕・ナデ
内)条痕・ナデ

0 0 0
浅黄 浅費 オリーブ黒 と同一

Ⅱ群Cl類 粕畑式
鉢
部
深
胴 織維条痕

外)条痕・ナデ
内)条痕・ナデ`ユビオサコ

O O O Ｗ
巌

25Y5/1
黄灰 灰 と同一

0発掘区 X04Y68区 中世包含厄
褐
土
灰
色

H ttB類 早期後葉
鉢
部
深
胴 繊維縄文

外)縄文RL
内)剥離

O O ◎
浅黄 黄灰 黄灰

節高O ecm

節幅0 4cm

128
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表 17 別所辻堂遺跡出土縄文土器観察表②

番撮
層位 分類 時期型式

怪
位
糠
部 特徴 調整 備考

黄橙t
粘土

Ⅱ群 F類 早期後葉
鉢
部
深
胴 繊維無文

す
ガ
め
内 O O O ］辮

こぷい黄権 オリーブ黒

D発掘区 X25Y41区
谷埋上下層 灰色秘 I ttFl類 穂谷式

鉢
部
深
胴

押型文
外)山形文・ナデ
内)ナデユビオサエ O 0 ◎ 0

暗灰黄 哩熱 黒

黄橙t
シルト

工群B類 八ッ崎 Iヨ
鉢
部
深
顕

顕胴部界
刻み

外)刻み・条痕・ナデ
内)j7~・ユビオサエ

O 0 ◎
?5Y6/3
にぷい黄

25Y6/2
灰黄

5Y3/1

オリーブ黒

D発掘区 X39Y45区 中世包含層 灰色■ VttA類
引ヒ白川
下層 Ia式

深鉢
口縁部

D字束!突
外)刺突 ナデ
内)条痕

O 0 ◎
25Y6/3
にぶい黄 蜘雑 軸こぷしヽ黄黄褐色

シ,レト
VttA類 】し自川

下層 Ia式
深鉢
胴部

表豪条項
外)条痕
内)条痕

O 0 ◎
にぶい黄

25Y6/3
にぷい黄

25Y6/3
にぶい黄

D発掘区  X21Y43区  各埋土 灰
土
暗
色
VttB類 】ヒロ川

下層工式
鉢
部
深
胴 羽状縄文

計
デ
４
サ
縄
内
外

O O O
26Y6/2
灰黄

25Y6/2
灰黄

25Y6/2
灰責

高
幅
節
節

D発掘区 X23Y41区
谷埋上下層 褐色砂 VttG類 中期末

後期前葉
深鉢
胴部

ガ
ガ
加
耐 ◎ 0

25V7/2
灰黄 Ｗ厳

5Y2/1

黒

礫混 慮部 I類 神宮寺式
鉢
部
深
底 呻卸曲

外)ネガティブ楕R文
内)剥灘

O O
灰 オリーブ黒 灰

第7発掘区 南半部中世包含層 中討
I ttE2類 高山寺式

深鉢
胴部下# 押型文

外)橋円文
内)ナデ 0 ○

灰黄 黄 灰 オリーブ黒

礫混 工群E類 早期後葉
深鉢
胴部
繊維条痕

外)条痕
内)条痕、ユビオサエ

O O O ◎
灰黄褐 政囀

灰

第7発掘区 北半部中世包含層 中世包
含層

Ⅱ群 E類 早期後葉
深鉢
胴部
繊維条痕

痕

痕

条

条

外

内 0 O 0 ◎ 嘘朧 聰囀
5Y4/1

灰

弾渉̈
Ⅱ群E類 早期後葉

深鉢
胴部
織維条痕

外)条痕 ナデ
内)条痕

0 O O ◎ ］螂 ］坤
25Y4/1
費灰

神別̈
江群E類 早期後葉

深鉢
胴部
繊維条痕

外)条痕 ナデ
内)条痕

0 0 0 ◎
10YR5/3
こぶい黄荘

25Y5/2
暗灰黄

25Y4/1

黄灰

黄灰色
砂礫

正群E類 早期後葉
深鉢
胴部
繊維条痕

ガ
簸
”
動 ○ 0 O ◎

25Y5/3
費福

5Y4/1

灰 黄灰

軸那雌
底部Ⅱ類 早期後葉

深鉢
底部
織維条痕

デ

一７

ナ

ナ

外

内 O 0 O ◎
暗灰黄 黄褐

″5Y4/1
黄灰

個体である。

27～ 30は Ⅱ群 Cl類 としたものである。27・ 28は

突起を持つ口縁部片で、27は端部内面側、28は端部両

端に刻みを施し、外面は日縁直下に平行刺突列を施

す。いずれも突起の凹部に条痕を施しており、器面内

外の地文として横位の条痕を施す。29は胴部片で、外

面に左上がりの条痕を施し、平行刺突列を一条施す。

内面は横位の条痕で、器面内外に成形時の指頭圧痕が

顕著に認められる。30は胴部片で、内外に左上がりの

条痕と指頭圧痕が認められる。これらは器面調整や胎

上の特徴から同一個体と考えられる。

31は Ⅱ群D類 としたもので、外面に幅0,4cm程の縄

文RLを横位に施す。繊維を多く含み、内面の剥離面

に抜け痕が顕著に残る。32は Ⅱ群 F類 としたもので、

内外ともナデで調整されている。胎土はⅡ群Cl類に

類似しており、同一個体の可能性も考えられる。

D発掘区出土土器 (図 119-38～ 38)

33は IttF l類 としたもので、外面に横長で大型の

山形文を横位に施し、その直上に横位のナデを行なっ

ている。内面はナデとユビオサエで調整され、指頭圧

痕が顕著に認められる。穂谷式に比定される。

34は Ⅱ群B類としたもので、頸胴部界に緩い段を持

ち、その段上に左下がりの刻みを施す。頸部には左下

がりの条痕を施し、内面はナデとユビオサエで調整す

る。上部の文様は残存しないが、波状の刺突列を施す

ものと思われ、八ッ崎 I式に比定される。

35。 36はⅣ群A類としたものである。35は 日縁部片

で、外面に竹管状工具の管外側を用いて左→右方向へ

D字状の刺突を施している。内面は横位の条痕を施し

ている。36は同一個体の胴部片と考えられ、外面は右

上がり、内面は左上がりに粗い条痕を施している。北

白川下層 Ia式に比定される。

37はⅣ群B類としたもので、外面に縄文RL・ LR
の異なる縄文を横位に施すことで羽状に施文してい

る。内面はナデとユビオサエで調整を行なっている。

北白川下層Ⅱ式に比定される。

38は VttG類 としたもので、器壁が厚く胎土に砂粒

を多く含み、内外はナデで調整される。直立する器壁

から外反する器形になると考えられる。中期末から後

期前葉に属するものと考えられる。

E発掘区出土土器 (図 120-39～ 46)

39は底部 I類である。乳頭状の尖底で、内外に成形

時の絞込による螺旋状の痕跡が観察される。またネガ

ティブ精円文と考えられる文様が観察され、神宮寺式
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に比定される。

40は IttE 2類 としたもので、外面に粗大な精円文

を施す。内面はナデで平滑に調整されている。高山寺

式に比定される。

41～ 45は Ⅱ群 E類 としたものである。胎土に繊維

を多く含み、内外に二枚貝によるものと考えられる条

痕を施す。46は これらの底部と考えられ、平底から立

ち上がった直後に、一旦くびれてまっすぐのびる器形

の底部Ⅱ類である。円形の粘土板に逐次粘土を積み重

ね成形した過程が断面に認められ、また底面には繊維

の抜け痕が顕著に観察される。 (熊谷 )

ii.石器 (図 121・ 122、 表 18・ 19)

出土石器は試掘調査分を含めて、石鏃30点 (破片含

む)、 石匙 1点、掻器 1点、削器 1点、楔形石器 7点、

石核10点、加工痕有剥片18点、使用痕有剥片 4点、剥

片274点、砕片379点、敲石 1点、磨石 1点、凹石 1

点で、出土総数728点 である。剥片石器類の石材は、

チャー トH点 (楔形石器 1、 石核 3、 剥片 6、 砕片 1)

を除いて全てサヌカイ トである。

石鏃 (1～ 23)1～ 6は平基式の石鏃である。全
て加工は粗く、周縁加工に近いものもあり、素材面を

広く残す。これらに用いられている素材剥片は、両面

ともに平坦な剥離面で構成された、薄い剥片であり、

両極打法によって剥離された剥片の可能性がある。

7～ 9は左右非対称というよりは不定形といえる粗

い整形の石鏃である。素材の選択や用い方が不適当

で、いわば 「下手」な作品である。実用的ではなく、

未製品というわけでもなさそうであり、何故このよう

なものが製作されたのか不明である。 7は削器の破損

表 18 別所辻堂遺跡出土石器内訳表

品を転用した可能性がある。

10。 11は浅い凹基式である。基部は数回の剥離で意

図的にゆるく内彎させている。10は裏面右側縁が未加

工であり、未製品の可能性もある。

12～ 17はある程度意識的に脚部を作 り出した凹基

式である。形状的にはバラつきがあるが、胴部に比し

て短い脚部をもつ形態である。

18は浅く内彎する基部をもつが、10。 Hと異なり正

三角形に近い形状をもつものである。素材は比較的厚

い剥片が用いられ、先端部、脚部ともに丁寧に加工さ

れている。

19～ 21は長脚鏃である。本遺跡で最も丁寧な作 り

で規格的である。縄文時代草創期～早期に特徴的に認

められる形態である。

22は脚端部が外側に反り返る形態のもので、縄文時

代早期に属する可能性がある。

23は柳葉形を呈するもので、尖基とも円基ともいえ

ない寸詰まりな基部となっている。加工状態と形状か

ら錐ではなく石鏃と判断される。

本遺跡出土の石鏃については、形態のバラエティー

がさほど多いとは言えない。脚部が明瞭に作 り出され

たものはほとんどなく、先端部を鋭く尖らせるものも

ほとんどない。そのなかで長脚鏃は特徴的であり、時

期的に異なるものが混在している可能性がある。

石匙 (24)右側が欠損するが、おそ らく三角形状

の横型石匙である。刃部は左半が急角度で、右に行く

につれ刃角が浅くなる。背面とつまみ端部に自然面が

残る。

掻器 (25)いわゆるラウンドスクレイパーに近い

形態で、素材剥片の打点周辺に調整を施し、半円形に

刃部を作 り出している。刃角は比較的浅い。素材剥片

は同一方向に連続して剥離された幅広剥片である。

楔形石器 (26～ 31)26は唯一青灰色チャー トを用

いたものである。上下端はッブレが顕著で、左右両側

にもツブレが見 られる。両極打法の小石核ともとれる

が、これにより得 られる剥片は石器素材となり得ない

と考えられ、楔形石器と判断した。

27～ 31のサヌカイ ト製 5点の内29を除く4点は素

材の主要剥離面を残している。29は上端が傾斜打面状

に加工されており、石核の可能性がある。27・ 30。 31

は片側に、28は両側に剪断面を有す。30・ 31は両極打

A B C E その他 計

石鏃 11 2

石匙 I

掻器

削器 1

楔形石器 2 2 2 7

石核 3 2 2

加工痕有剥片 11 4 1 1 I

使用痕有剥片 2 ! 4

剥片 6

砕片 145 6 4 2

敲石 1 1

磨 石 1

凹石 1

計
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図 122 別所辻堂遺跡出土石器② (32～ 34:2/3、 35～ 37:1/3)



表 19 別所辻堂遺跡出土石器観察表

X(m) I Y(m)IH(m) (DI 石材 備考

1 D発掘区X21Y41 谷埋上下層 :暗灰色砂土 石鏃 (275) (336) サヌカイト 花端部欠損

2 B発掘区X01寸 11 SD51:灰色砂質土 石鏃 253 036 173 サヌカイト

3 A発掘区X65寸 27 SD04:灰色粗砂 石鏃 (185) (356) サヌカイト 先端部欠損、被熱して全体に網状亀裂入る

B発掘区 石列A裏込土 :灰褐色土 石鏃 (215) (1 16) (072) サヌカイト 片側欠損

5 A発掘区X29～ 13 中世包含層 :灰褐色土 石鏃 (187) (123) 027 (054) サヌカイト 片側欠損

6 149958244 -5224718 483692 縄文時代遺物包含層上層 石鏃 (131) 029 (133) サヌカイト 上半部欠損

7 B発掘区X93イ 11 中世包含層 :灰褐色土 石鏃 036 149 サヌカイト 寺け器の再加工か

8 D発掘区X39Y49 SD98:灰色砂 石鏃 184 040 サヌカイト 素材粗悪

9 D発掘区X41-Y49 SD98:灰色砂 石鏃 (173) (272) サヌカイト

第10発掘区西上斜面 鷺灰色砂礫層直上 :地山 (責禍色粘土 | 石鏃 (308) 045 サヌカイト 先端部欠損

D発掘区X21二 Y43 谷埋上下層 〔灰色砂 石鏃 260 026 088 サヌカイト

D斃掘区X33と Y51 中世包含層 :灰色上 石鏃 (265) (158) サヌカイト 酎部欠損

C発掘区X94寸 66 SK79!褐灰色土 石鏃 (166) (110) 032 (043) サヌカイト 先端部・脚端部欠損

14 ‐149359629 -5221054 483471 縄文時代遺物包含層上層 石鏃 (135) (122) (034) サヌカイト 先端部・脚端部欠損

B発掘区X01ど Y07 中世包含層 :灰褐色土 石鏃 (195) (150) (082) サヌカイト 先端部・脚都欠損

B発掘区X9フイ 17 中世包含層 :灰褐色土 石鏃 (130) (C72) サヌカイト 脚端部欠損

17 第12発掘区南部 中世包含層直上 石鯨 (213) (093) 027 (051) サヌカイト 片側欠損

A発掘区X59Y23 中世包含層 :灰褐色土 石鏃 038 サヌカイト

‐149289168 -5208326 483053 貢灰色シルト 石鏃 267 サヌカイト

-149284453 -5222641 t83577 黄褐色砂礫 石鏃 (246) 030 サヌカイト 先端部・脚部欠損

21 B発掘区X99-Y12 SD5士 灰色砂質土 石鏃 (215) (135) (053) サヌカイト 脚部欠損

D発掘区X31甘 45 SD98:灰色砂 石鏃 (127) 020 (048) サヌカイト 先端部欠損

C発掘区X04-Y68 中世包含層 :責灰色土 石鏃 227 072 066 サヌカイト 裏面に素材面 (主要剥離面)残る

第 11発掘区中段斜面 谷埋土最下層 石匙 (591) 072 サヌカイト 一部欠損

B発掘区X95甘 09 中世包含層 :灰褐色土 掻器 460 075 1543 サヌカイト 新しい欠損

-149303773 -5260122 48,286 Nc9 楔形石零 222 085 チヤート 青灰色チャート

-149358261 -5221644 483635 縄文時代遺物包含層上層 楔形石零 307 サヌカイト 自然面は水磨しており、旧剥離痕が認められる

-149290126 -5209458 483150 黄灰色シルト 楔形石尋 243 サヌカイト

第11発掘区上段田斜画 中世包含層 楔形石尋 333 227 066 サヌカイト 両極石核か

D発掘区X19Y41 谷埋上下層 :灰色砂 楔形石尋 277 588 サヌカイト 自然面は水磨している

D発掘区X19Y41 谷埋上下層 :灰色砂 楔形石帯 サヌカイド

C発掘区X60Y04 SK83:黄灰色上 石核 2019 チヤート 打面転移 黒色チャート

149359490 -5221997 483563 縄文時代遺物包含層上層 石核 590 203 3999 サヌカイト 五極打法、分割礫表材

第14発掘区中部 地山直上中世包含層 石核 8835 サヌカイト 両極打法

149361505 -5225210 483492 縄文時代遺物包含層上層 磨 石 858 62500 斑レイ岩

第11発掘区南部 南壁 中世包含層 敲 石 1325 614 585 101300 流紋岩

D発掘区X19ど Y39 谷埋土上層 :暗灰色土 凹 石 773 36700 花両岩

法により得られた剥片を用いている。

石核 (32～ 34)32は上下 180° および側面に90°

の打面転移を行なった黒色チャー トの石核。正面の打

点部および下端にツブレが認められるが、それぞれの

作業面と打面の関係は対応しており、両極打法という

わけではない。33は 円礫を4分割したような、断面扇

形を呈する剥片の一つの平坦面で両極打法を行なって

いる。34は厚手の剥片を用いて両極打法が行なわれた

もので、正面上半が主要な作業面となっている。左端

部は剪断面で、それ以外の周縁部はツブレが認められ

る。裏面左上にはこの石核素材の主要剥離面が残る。

3-1 別所下ノ前・辻堂遺跡

この石核から剥離された剥片の大きさを推定すると、

石鏃の素材とされた可能性が考えられる。

磨石 (35)片面のみに摩滅痕が認められるが、摩

減の状態はさほど強くなく、礫のあばたが残る。

敲石 (36)比較的大形のもので、一端にわずかな

敲打痕をとどめる。敲打の頻度はあまり多くないよう

である。形状的には磨石に適しているように思える

が、摩減痕は確認できない。

凹石 (37)精 円礫の長軸上に偏つて、一箇所の浅

い凹みをもつ。凹みはやや不定形で、径約1.5cm、 深

(松浦 )
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さ約0.3cm。
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(2)中 。近世の遺物

i.土器 (図 123～ 126)

A・ B・ D発掘区出土土器の一部について、その概

要を報告する。

A発掘区出土土器 (図123)1～ 4は S D01、 5。

10～ 12は S K01、 6・ 9は S K04、 7は炭窯、 8・

13は S K03か ら出土した資料である。

1～ 6は土師器皿で小型品 (1～ 4)と大型品 (5・

6)がある。日径は 1が8,7cm、 2が8.2cm、 3が 8.Ocm、

4が 7.4cm、  5が 10.8cm、  6が10.15cm。

7は小型の瓦器椀で、内面のみにヘラミガキがあ

り、日縁端部の沈線は認められない。復原口径8.7cm。

8は常滑産の甕で、日径22.8cm。 9は瓦質土器悟

鉢で、日径30.8cm。 10,Hは肥前産磁器の染付椀、12

は肥前産陶器の椀である。 日径は10が 11.2cm、 11が

11.4cm、 12が 10.7cm。 13は瀬戸美濃陶器卸皿で、底郡

外面に糸切り痕が残る。日径 16.4cm。

B発掘区出土土器 (図 124・ 125)15～ 25が石垣 1、

26・ 27・ 46。 47が石垣 2覆土、28～ 45・ 51が石垣 2

前面溝の埋土、48・ 50が S K06、 49・ 14が S K08か ら

出土した資料である。

15～ 31・ 33・ 34は土師器皿で、33が大型品である

他はすべて小型品である。へそ皿形態の例が目立つ。

日窄登イよ15カ 7`.3cm、 16が6.6cm、 17カ 6ゞ。 9cm、 18が 7.55cm、

19が7.6cm、  20が 6.8cm、  21が 8。 15cm、  22が 6。 85cm、  23

が8,4cm、  24が 8.2cm、  25が 8.05cm、  26が 7.75cm、  27が

7.15cm、  28が 8。 15cm、  29が 7.2cm、  30が 8.25cm、  31が

6.35cm、 33が 10.45cm、 34が 9.2cm。 32は瓦器椀の終末

型式で、内外面のヘラミガキが認められない。日径

9.5cm、 器高3.3cmに 復原できる。

35・ 36は瓦質土器火鉢で、方形隅の脚部が貼り付く

箇所の破片である。37は鷲鍋で、内面に厚くカラミが

付着する。被熱によって器壁内面は赤変し、外表面は

剥落が激しい。日径は18cm前後に復原できる。

38。 39は瓦質土器橋鉢である。38は復原口径32.8cm

で、内面をハケメ調整する。40は瓦質土器鉢で、内

面を粗 くヘラミガキする。復原 口径29.5cm。 41・ 42

は信楽陶器捏鉢である。復原口径は41が 26.5cm、 42が

25,4cm。 43は常滑産の甕で、復原日径22.7cm。

44～ 51は土師器羽釜で、大和 Bl型 (44・ 48・ 51)

と大和 Hl型 (45)・ H2型 (47・ 49・ 50)。 H3型
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(46)がある。日径は44が 15。 65cm、 45が 15.4cm、 46が

19.3cm、  47が 19,75cm、  48が28cm、 49が 18.2cm、  50が

16.Ocm、 51が 16.8cm。 14は常滑産の大甕で、全体の約

1/2が残存する。肩部外面に巴文の押印がめぐる。径

42.Ocm、  署吾「罰61.9cm。

D発掘区出上土器 (図 126)75・ 81・ 82・ 87・ 94以

外が流路 1埋土、75が S D05、 81が S X02、 82・ 87・

94が S D04か ら出土した資料である。

52～ 67は土師器皿で、小型品 (52～ 63)と大型品 (64

～ 67)がある。日径は52が 9.6cm、 53が 9.55cm、 54が

8.8cm、  55カ 9ゞ,Ocm、  56が 8.85cm、  57が 8.65cm、  58カゞ

8.75cm、 59が 9,lcm、 60が 8.9cm、 61が 8.4cm、 62が 9,Ocm、

63カ 9`.6cm、  64が 12.Ocm、  65が 12.5cm、  66カ 1`1.8cm、

67カ 1`4.3cm。

68～ 70は瓦器皿で、底部内面に平行線状の暗文が

ある。68は暗文が密で器壁が厚いのに対して、70は暗

文が疎で器壁が薄い。日径は68が 8.25cm、 69が 8.4cm、

70が8.55cm。

71～ 87は瓦器椀で、小型品 (71・ 72)が少量認め

られる。71・ 72は内面のみにヘラミガキがある。これ

らの日縁端部内外面や高台端部に著しい磨耗痕が認め

られ、真言密教の仏前作法に用いられた六器椀である

可能性が考えられる。75の底部外面には 「大」の墨書

がある。77は成形後に日縁部を片口状に変形させてい

る。 日径 は7慟 7ゞ.4cm、 72が 7.7cm、 73が 8.lcm、 74が

8。 9cm、  76カ 1ゞ3.2cm、  77が 12.2cm、  78が 13.2cm、  79が

13.2cm、  80カ 1ゞ2.2cm、  811ま 14.7cm、  82が 12.9cm、  83が

14.5cm、  84カ 1`2.85cm、  85が 14.2cm、  86が 12.6cm、  87

カゞ14.Ocm。

88は東播系須恵器甕で、焼成が悪く軟質である。外

面に平行タタキロが残る。日径20。 5cm。

89～ 96は土師器羽釜で、大和 Bl型 (89・ 90・ 92・

94)と 大和 Hl型 (91・ 93,95・ 96)が ある。 日径

イよ89が 25.45cm、  90カ 2ヽ6.9cm、  91が 20.2cm、  92が 28。 95

cm、  93が 21.Ocm、  94が 26.6cm、  95が 19.lcm、  96が

30.Ocm。

以上の土器は庭園風石組の周辺から主に出上してお

り、その存続期間を推測させる。瓦器椀には近江編年

I-5～ Ⅱ-3期 までの資料があることから、12世紀

中棄～ 14世紀中葉頃に庭園風石組が機能したと考え

られる。                 (鐘 方 )
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ii。 その他の遺物 (図 127)

漆椀 (1～ 3)1は ロクロ挽きで内外面黒漆塗り。

残存高2.3cm、 高台径8.6cm。 樹種はケヤキ。 2はロク

ロ挽きで内外面黒漆塗り。残存高1,9cm、 高台径8.4cm。

樹種はトネリコ属。 3は ロクロ挽きで内外面黒漆塗

り。高台内部は漆を塗らない。残存高2.3cm、 高台径

8.6cm。 樹種はクリ。全てB発掘区出土。

銭貨 (4・ 5)4は 銭文が不鮮明であるが開元通

賓と思われる。「元」の撥ねが特徴的である。外縁外

径2.237cm、 内郭内径0.671cm、 外縁厚0.149cm、 重量

1.89g。 5は北宋銭の天聖元賓 (初鋳1023年 )。 外縁

外径2.454cm、 内郭内径0。 71cm、 外縁厚0.129cm、 重量

2.36g。 ともにD発掘区出土。

切子工 (6)面 取りが不均等で、扁平な六角柱を

呈す。中央の稜は面取りごとに形成されているため、

稜線が直線的でなく、全体的な上下のバランスが悪

い。紐通し穴は片側穿孔。高さ2.lcm、 最大幅1.5cm、

重量4.92g。 水晶製。C発掘区出土。

砥石 (7～ 14)7は頁岩製の細身の砥石。両側面

は擦り切りの痕跡が残る。残存長5。 4cm、 幅2.9cm、 最

大厚0。 9cm、 重量18,18g。 8はホルンフェルス製の仕

上げ砥。両側面および端部は擦り切りであり、左側

面は砥面として使用されたようである。残存長6.5cm、

幅3.5cm、 残存厚1.4cm、 重量38.34g。 9は頁岩製で

隅丸方形状に成形された砥石。下端は擦り切り面が

残る。正面の一部にのみ砥面が残る。縦5.6cm、 横

4.5cm、 残存厚1.9cm、 重量47.92g。 10は粘板岩製。

残存長5.5cm、 残存幅5.Ocm、 残存厚1.3cm、 重量67.03

g。 11は銀色で絹光沢のある千枚岩製。両側と下端の

中央部に紐ずれのような痕跡がある。残存長10.2cm、

幅6.5cm、 最大厚1,7cm、 重量170。 91g。 12は砂質ホ

ルンフェルス製で、石皿の可能性がある。破損後に

被熱し煤が付着した後、再度破損している。残存高

5。 5cm、 重量286.51g。 13は砂質ホルンフェルス製の

粗砥。右側面も使用した可能性がある。長さ17.5cm、

幅7.9cm、 残存厚2.9cm、 重量556.Og。 14は頁岩製で

正面のみ砥面が残る。破損後に煤が付着している。残

存長12.8cm、 残存幅2.5cm、 残存厚2.4cm、 重量70.26

g。 7,10・ H。 13・ 14が B発掘区、 8・ 9が C発掘

区、12がD発掘区出土。          (松 浦)
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第 2節 別所大谷 口遺跡

I.試掘調査の方法と概要

調査地は、平成13年度の遺跡有無確認踏査で確認し

た遺物散布地内に相当する。別所町の集落がある谷間

の入り口に広がる南北方向の谷筋にあたり、西から張

り出す微高地の先端部分とその東側を流れる打滝川に

沿って造成された水田である。微高地の西側には南か

ら尾根 1・ 尾根 2・ 尾根 3と仮称する 3つの尾根が延

びてきており、その奥には大きく崩れた跡がみられる

という。この付近一帯で過去に山崩れが起こり、全域

が土砂で埋まったらしいという伝承も残つている。

平成18年度に別所町199他 の当該地で整備工事が

行なわれる計画 とな り、平成18年 5月 22日 か ら6月

28日 にかけて試掘調査を実施 した。削平が及ぶ地点

を中心に 9箇所の発掘区 (図 128)を 設定して試掘調

査したところ、第 3・ 4・ 7発掘区で石器や縄文土器

が出土する包含層を確認した。また、第 6発掘区で

平安時代 (11世紀)の掘立柱建物の一部とみられる柱

穴を検出した。そこで、第 4・ 7発掘区を拡張して縄

文時代遺物包含層を調査すると共に、第 6発掘区で検

出した柱穴周辺部を拡張して掘立柱建物の規模を確認

した。

各発掘区の平面図は1/100、 土層図は1/20で基本的

に作成し、平面図に旧国土座標を記入して調査地での

位置関係を記録した。

なお、発掘区番号及び地形名称は、図128に示した

通りである。遺構番号は本調査区のそれに従う。

1.各発掘区の概要

第 1発掘区 (157∬ )尾 根 1の東側に設けた発掘区
である。発掘区内の基本的な層序は、耕上の下に灰色

土、灰褐色土もしくは褐色土、暗褐色もしくは灰褐色

の腐植土が堆積して灰色砂礫もしくは青灰色シル トの

地山となる。

発掘区全体にわたって腐植土層が堆積しており、こ

こが谷底内に相当することを示している。腐植土層内

には14世紀前半頃の遺物が少量包含されている。地山

の高さは西南から東北方向へ向かつて低くなり、その

標高は西南端で461.85m、 東北端で460.5mで ある。

発掘区中央で南北方向の流路の一部を検出した。流

路の規模は幅4.8m、 深さ0.5m前後である。流路埋土

3-2 別所大谷口遺跡

か らは中世以前の土師器片 1点が出土 しただけであ

り、詳細な時期は不明である。

第 2発掘区 (68∬ )第 1発掘区の北東に設けた発

掘区で、調査地のほぼ中央付近に位置する。

発掘区内の基本的な層序は、耕上の下に暗灰色土、

灰白色砂、暗褐色腐植土が堆積して灰色砂礫もしくは

青灰色シル トの地山となる。発掘区全体にわたって腐

植土層が堆積しており、ここが谷底内に相当すること

を示している。腐植土層内には14世紀前半頃の遺物が

包含されている。地山の高さはほぼ平坦で、その標高

はおよそ459,3～ 459,4mで ある。

発掘区北半部には灰色砂で埋まる幾つかの不整形な

窪みがあり、13世紀末～ 14世紀前葉頃の遺物が出土

した。また、発掘区中央南寄 りで南北方向の流路の一

部を検出した。流路の規模は幅1.4m、 深さ0.3m前後

である。埋土からは切断面のある木屑が多く出上した

が、時期を推定できる遺物はなかった。

第 3発掘区 (124ど )尾 根 1と尾根 2の間に狭まれ

るようにして微高地 1があり、その西側に設けた発掘

区である。

発掘区内の基本的な層序は、耕土の下に黄白色砂、

灰色土 (旧耕土 )、 黄色シル ト・砂と灰色土の混合土、

暗灰色土、暗灰色シル トブロック・黄色シル トブロッ

ク混合土、黄色シル ト、淡黄灰色砂質シル ト、黒灰色

シル ト混じり灰白色砂・シル トが堆積して淡黄灰色粗

砂あるいは淡灰色シル トの地山となる。

また、発掘区内北側に流路 1があり、暗灰色土以下

に黄灰色砂混じり暗灰褐色シル ト、灰白色砂と暗灰色

シル トの互層、灰色シル トブロック混じり黄褐色砂が

堆積する。流路 1は尾根 1と尾根 2の間に小さな谷部

を形成している。

微高地 1は東へ向かつて緩やかに下がる地形であ

り、その上面に黄色シル ト以下の縄文時代遺物包含層

が堆積するのを確認した。黄色シル ト上面の南側に多

くの遺物が分布する傾向が認められた。ただし、淡黄

灰色砂質シル ト、黒灰色シル ト混じり灰白色砂 。シル

ト中からは少量の予I片類の石器が出土したに過ぎず、

遺物の包含量は少ない。地山の標高は南側で464.5m、

北側で463.8m、 縄文時代遺物包含層の検出面はおよ

そ464,6～464.7mである。

暗灰色土には14世紀前葉頃の遺物が包含されてお
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り、流路 1埋土 (灰白色砂と暗灰色シル トの互層)か

らは平安時代の遺物が少量出土した。また、縄文時代

遺物包含層である黄色シル トからは、縄文時代早期前

葉の神宮寺式や早期後葉の粕畑式等の土器 6点と、剥

片類の石器が32点出土している。

なお、発掘区南端は水田造成による地下げで削られ

ているが、その底で幅2.5m、 深さ0。 3～0.4mの溝を

検出した。現在の水田地割りに沿つているようにみ

え、本来は用水路として掘削された溝であったかと思

われる。埋土からは14世紀頃の遺物が出土している。

第 4発掘区 (135ゴ )第 3発掘区の南側に設けた発
掘区で、微高地 1の南端部に相当する。過去に大きな

地下げを行なって拡張された水田内に位置する。

西半部では耕土の下が直ちに地山であり、大きな撹

乱を受けている箇所も認められた。これは西半部が地

下げによって削られ、旧地形すら残っていないことを

示している。

一方、東半郡は盛土造成されていたため、旧耕土以

下の堆積層がよく遺存 していた。その基本的な層序

は、旧耕上の下に淡灰色土、黄色シル トブロック混じ

り暗灰色土、黄色シル トが堆積 して黄褐色砂礫・シ

ル トの地山となる。地山の標高は削平された西側で

463.4m、 東側で462.6m前後であり、本来は西から東

へと緩やかに下がる傾斜地であったことが分かる。

黄色シル トが縄文時代遺物包含層であることが判明

したため、削平が及ぶ発掘区東端部を拡張して調査を

行なった。しかし、縄文時代遺物包含層からは削器 1

点と剥片類 8点の石器が出土したに過ぎず、遺物包含

3-2 別所大谷日遺跡

量はわずかであった。

黄色シル ト上面では、古墳時代の土坑 1基 (図 129)

を検出した。土坑は東西1.lm、 南北0.65mの 長精円

形を呈し、深さ0.35mで ある。東端で底より0.3m上

の位置から逆さまになった土師器小壺 1点が出上して

いる。

また、拡張区東端で不整形な焼土坑 1基を確認し

た。東西1.4m、 南北7.5m、 深さ0.lmで、西半部に

炭の堆積と焼土が認められた。埋土から土師器小片 1

点が出上したのみで、詳細な時期は不明である。

なお、黄色シル トの上に堆積する暗灰色土からは14

世紀頃の遺物が少量出土した。

第 5発掘区 (84∬)第 3発掘区の東側に設けた発掘

区である。発掘区内の基本的な層序は、耕土の下に黄

白色砂、灰色土 (旧耕土 )、 灰褐色土、暗灰色土、黄

色シル トが堆積して淡青灰色砂礫・シル トの地山とな

る。地山の標高は西端で463.56m、 東端で460,7mで

あり、西から東へ下がる傾斜地となっている。発掘区

東北部で北へと下がっていく落ち込みの肩を検出した

が、これはおそらく第 3発掘区北側から続く流路 1の

南肩であろう。

黄色シル トは第 3発掘区で確認した縄文時代遺物包

含層と一連の層位とみられるが、水田造成によって大

部分が削平されてお り、局地的に遺存するに過ぎな

い。しかも、遺物が出土したのは、発掘区東北部の流

路 1南肩周辺域に限られる。出土遺物は、山形押型文

土器片 1点と黒1片類の石器 7点があるのみである。

また、発掘区北側で不整形な幾つかの土坑を検出し

た。埋土は灰色粗砂で、14世紀前葉頃の遺物が若千出

土している。

第 6発掘区 (142∬ )尾 根 2の東側に設けた発掘区
である。当初、流路 1の北肩を確認する目的で調査し

たが、発掘区南端でも検出されず、流路 1は第 5発掘

区と第 6発掘区の間に位置するものと考えられる。そ

して、尾根 2の先端部東側に微高地 2が広がることが

判明した。

発掘区内の基本的な層序は、耕上の下に黄白色砂、

灰色土 (旧耕土 )、 暗灰色土、暗黄灰色粘質シル ト、

黄色粘質シル トが堆積して淡青灰色礫混シル トの地山

となる。地山の標高は北端で461.4m、 南端で461,Om

である。北端が高くなるものの概ね461.Om前後で平

LH;46270m

図 129 第 4発掘区 古墳時代土坑 (1/20)
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坦面を形成している。黄色粘質シル トは第 7発掘区の

縄文時代遺物包含層と一連の層位である可能性が高い

が、第 6発掘区内では遺物が出土しなかった。

暗灰色土、暗黄灰色粘質シル トは平安時代遺物包含

層である。暗灰色土か らH世紀後半の上師器皿・黒

色土器 。瓦器、さらに開元通費・皇宋通費の 2枚が重

なった状態で出土した。また、暗黄灰色粘質シル トか

ら10世紀中葉頃の土師器杯・黒色土器椀などが出上し

ている。

暗黄灰色粘質シル ト上面で掘立柱建物の一部とみら

れる柱穴を検出したため、その周辺部を東西に拡張し

て建物規模の確認調査を行なった。その結果、掘立柱

建物は北で西へ少し振れる東西棟総柱建物であること

が判明した。南北 2間 (4.6m)。 東西 3間以上の規模

で、柱間は梁間2.3m等間 。桁行1.8-2.1-1.8mに復

元できるが、柱穴の配列は少し歪んでいる。柱穴埋土

が暗灰色土と同質であり、暗灰色土層内から柱穴が掘

り込まれたと判断すれば、11世紀後半の建物跡と推定

できる。なお、盛土保存される箇所に位置するため、

平面規模を確認するにとどめて、柱穴の掘削は行なわ

なかった。

第 7発掘区 (98� )第 6発掘区の東側に設けた発

掘区で、微高地 2の東側先端部付近に相当する。

発掘区内の基本的な層序は、耕上の下に黄白色砂、

灰色土 (旧耕土 )、 黄色シル トブロック混暗灰色土、

暗黄灰色シル ト、黄色シル トが堆積して明灰褐色～暗

灰色砂質シル トの地山となる。地山の標高は459,1～

459。 3mで概ね平坦である。

耕±              3

黄白色砂 (山崩れの土砂)    4

明灰色粘質土 (旧耕土)    5 灰色砂                7 暗黄灰色粘質シル ト (10世紀の造物包含層)

灰色±            6 暗灰色土 (11世紀の造物包含層)    8 黄色粘質シル ト

第 6発掘区 平安時代後期の掘立柱建物と周辺の堆積土層図

142
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黄色シル トが縄文時代遺物包含層と判明したため、

周囲に拡張してその調査を行なった。しかし、水田造

成によって黄色シル トの上位が削平されており、0,05

～ 0.lmほ どの厚さしか遺存していなかった。出土遺

物は石器のみであるが、石鏃 2点、削器 1点、楔形石

器 1点、石核 1点、その他に剥片類が47点 出土してい

る。

また、黄色シル トブロック混暗灰色土からは13世紀

末～ 14世紀前葉頃の遺物が出土した。

第 8発掘区 (56� )第 7発掘区の南側に設けた発
掘区である。

発掘区北半では耕土の下に造成土が堆積するだけ

で、直ちに黄褐色砂礫の地山が現れる。地山の標高は

最も高いところで459.lmで ある。この地山の高まり

は微高地 1の東端に相当すると判断されるが、その上

面は削平を受けており遺物包含層すら遺存しない。

発掘区北端には流路 1の一部が認められ、造成土の

下に暗灰色腐植質シル ト、暗褐色腐植土、淡黄灰色砂

が堆積する。深さ0。 45mで、底の標高は458.54mであ

る。

発掘区南半は南へと下がっており、谷部の一部に相

当する。造成上の下に淡灰色砂礫、灰色砂、暗灰色細

砂・シル トが堆積する。底の標高は458.54m前後で概

ね平坦となっている。

第 9発掘区 (77∬ )尾 根 3の東側に設けた発掘区
である。発掘区内の基本的な層序は、耕土の下に造成

土、暗灰色土 (旧耕土 )、 暗青灰色造成上、暗灰褐色

泥質シル トが堆積して明青灰色礫混シル トの地山とな

る。発掘区中央で地山が高まり、その最も高いところ

で標高456.24mである。この高まりは尾根 3の東裾に

相当すると考えられる。発掘区南側は谷部へと向かっ

て地山が下がっており、暗灰褐色泥質シル トの下に褐

色腐植土、淡褐灰色細砂 。シル トが堆積する。その南

端での地山の標高は455.6mである。

一方、発掘区北側では流路 2を検出した。幅 6m、

深さ0,9mで、底の標高は455.3mで ある。暗灰褐色泥

質シル トの下に暗褐色腐植土・淡褐色細砂の互層、淡

褐色細砂・粗砂の互層が堆積し、底から10世紀頃の黒

色土器片が出土している。また、この北肩に接して灰

色粗砂で埋まる不整形な土坑があり、12世紀前半頃の

瓦器椀が出上した。

3-2 別所大谷日遺跡

2.試掘調査の成果

試掘調査の結果、縄文時代、古墳時代、平安時代後

期の遺物包含層や遺構がここに存在することが判明し

た。そこで、今回新たに確認した遺跡を、調査地の字

名から別所大谷口遺跡と命名した。

確認できた遺物包含層や遺構の分布は、時代ごとに

異なっている。この点について、以下にまとめておく。

縄文時代 微高地 1・ 2と もに黄色シル トの縄文時
代遺物包含層が堆積している。しかし、縄文土器が出

土するのは微高地 1だけであり、石器の出土量も微高

地 1が最も多い。よって、縄文時代の遺跡が主に形成

されたのは微高地 1であったと推狽Iでき、その時期は

早期前葉から後葉であると考えられる。

古墳時代 微高地 1で古墳時代の土坑 1基を確認し
た。ただし、周辺に古墳時代の遺物包含層が形成され

ているわけでもなく、単発的な土地利用が行なわれた

に過ぎないと思われる。周辺の遺跡でも局所的に古墳

時代の遺物が出土する傾向が認められるので、それに

類する性格を有するものであろうか。

平安時代後期 10～ H世紀頃の土器は微高地 1・

2および流路 1・ 2か らの出土に限 られる。特に10

～ 11世紀の遺物包含層として確認できるのは微高地

2のみであり、そこにはH世紀後半の掘立柱建物が存

在したことが判明した。微高地 2にはさらに幾つかの

掘立柱建物などの遺構が残っている可能性が高く、平

安時代後期の遺跡が形成されていたと推定できる。こ

の時期には水間柚の荘園化が進行することが知られて

おり、その南側に近接する本調査地もその影響を受け

て開発され始めた可能性があろう。

また、13世紀末～ 14世紀前棄頃の遺物が調査地全

域か ら出土する。この傾向は別所辻堂遺跡でも見 ら

れ、その頃になって本調査地周辺の開発が大きく進展

したことを示す資料と考えられる。

なお、調査地内で広域的に黄白色ないし灰白色砂の

堆積が認められた。特に微高地 1・ 2上において旧耕

土を覆うように堆積する状態を観察できる。非常に均

質な山砂であり、人為的な造成土とは思えない。この

付近一帯が過去に山崩れで埋まったという伝承に対応

する層位と考えて間違いないだろう。山崩れの時期を

特定する手掛かりを欠くが、伝承を聞く限りそれほど

遠い昔ではないようである。
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図 131 A発掘区 中世遺構面平面図 (1/200)
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ゲ百

図 132 A発掘区 縄文時代遺構面平面図 (1/200)
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Ⅱ.別所大谷口遺跡の調査成果

試掘調査第 3発掘区の周辺は、整備工事で大きく削

平される箇所に該当しており、改めて発掘調査を実施

する必要が生じた。そこで、奈良県教育委員会・奈良

県北部農林振興事務所と協議の上、当該地の微高地 1

上を中心にA発掘区を設けて本調査を行なった。

発掘区の位置は図128に示した通りである。

1.調査の方法

耕土及び表土を重機で除去した後に、調査地全体を

基準点測量して、旧国土座標軸に沿った 2m方眼のグ

リッドを設定した。地区名は南東隅の座標値下 2ケタ

で表している。

遺構検出は、中世遺構面と縄文時代遺構面で行つて

いる。中世遺構面で写真撮影 。平板測量を行ない、一

度この面を記録した。発掘区の平面略測図を1/100で

作成し、遺構の位置関係などの情報をそれに整理しな

がら調査を進めた。そして、個別の遺構図は1/10あ る

いは1/20、 土層図は1/20で基本的に作成し、平面図に

旧国土座標を記入して相対的な位置関係を復元した。

発掘区全体の平面図は、ヘリコプターによる航空写

真撮影を縄文時代遺構面で行なって縮尺1/50で図化し

た。

縄文時代遺物包含層については面的に掘 り下げた

後、最終的に縄文土器・石器の分布が集中する地点を

2箇所で認めたため、その部分に補足調査区を設けて

確認調査を行なっている。

なお、中世遺物包含層の遺物はグリッドごとに回収

したが、縄文時代遺物包含層の遺物は、 トータルス

テーションで出土位置の 3次元データを記録しながら

取り上げた。

2.調査の概要

(1)A発掘区

尾根 1と尾根 2に挟まれた小さな扇状地形を呈する

微高地は、その中央を東西に流れる流路 1によって微

高地 1と微高地 2に分かれる。A発掘区は微高地 1の

中央に位置する。現状は、高低差が約0,75mあ る東西

2枚の水田である。

発掘区内の基本的な層序は、水田耕上の下に淡黄灰

白色砂、灰色粘土 (旧耕土 )、 暗灰色土 (中世遺物包

含層 )、 黄色シル ト (縄文時代遺物包含層上層 )、 淡黄

灰色シル ト (縄文時代遺物包含層下層 )、 暗灰色シル

ト・礫混じり淡黄灰色シル ト、淡灰色砂礫と続いて淡

青灰色砂質シル トの基盤層となる。

淡黄灰白色砂は、非常に均質な山砂であり、遺跡全

体を覆うように広く堆積する状態を観察できる。遺跡

付近の一帯が過去に山崩れで埋まったという伝承があ

り、詳細な時期は不明ながら、おそらくその伝承に対

応する層位と推測できる。灰色粘土は山崩れによって

埋没した旧耕土で、所々で畝状の凹凸がみられる。暗

灰色土には14世紀頃の土器が包含されているが、高さ

が低くなる東側ではこの層の下に更に黒灰色土が堆積

して10～ H世紀頃の遺物を包含する。

責色シル ト・淡黄灰色シル トは縄文時代遺物包含層

で、上層から早期中葉～後葉の「山芦屋期」や条痕文

土器、下層からは早期前葉の神宮寺式土器が出土し

た。特に下層の遺物は、暗灰色シル ト・礫混じり淡黄

灰色シル トとの層境を上下して出土しており、ここが

縄文時代早期頃の地表面付近と考えられた。なお、暗

耕土

黄白色砂 (山崩れの土砂 )

灰色粘土 (日粘土)

暗灰色土ブロック・淡灰自色細砂の混合土

暗灰色土

炭混じり黒灰色シル ト

責色シル ト

淡黄灰色シル ト

礫・暗灰色シル トブロック混じり淡黄灰色シル ト

10 淡灰色砂礫

11 淡青灰色シル ト (基盤層)

4

5

6
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図 133 西壁堆積土層図 (1/40)
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灰色シル ト・礫混じり淡黄灰色シル ト、淡灰色砂撰に

も極めて少量の遺物が包含されていたが、石器のみで

土器は出土していない。基盤層の硬く締まった淡青灰

色砂質シル トは一部で確認したにとどまるが、その平

面的な広がりなどから暗灰色シル ト・礫混じり淡黄灰

色シル ト、淡灰色砂礫は旧流路内の堆積層であったと

推測できる。

以上のような層序から、暗灰色土を除去した黄色シ

ル トの上面 (中世遺構面)と縄文時代遺物包含層を除

去した暗灰色シル ト・礫混じり淡黄灰色シル トの上面

(縄文時代遺構面)で遺構検出を行ない、平面図を作

成した。その後、さらに遺構面の断ち割 り調査を実施

し、遺構面を形成する層位の観察と基盤層の確認を行

なった。

i.中世の遺構 (図 131)

中世遺構面は西から東へ下る傾斜面で、発掘区内東

西での高低差は約1.8mで ある。北端には東西方向へ

と延びる流路1の一部が認められた。南端で溝 S D01、

東半部で幾つかの小土坑を検出した。

S D01は長さ18.5m以上、幅2.5～ 3.8m、 深さ0.6

mの東西清で、南東側が水田造成時の削平によって壊

されている。礫混じり灰色粗砂で埋まっており、西か

ら東へと水が流れていた痕跡が残る。埋土から14～

17世紀頃の遺物が少量出土した。

小土坑の中には並んでみえるものがあり、土層観察

などを行ない検討したが、柱穴はなかった。 トンネル

状に斜めに掘削されているものもあり、ほとんどが小

動物の掘削穴かと思われる。

ii.縄文時代の遺構

縄文時代遺構面は、中世遺構面と同様に西から東へ

下る傾斜面で、発掘区内東西での高低差は約1.4mで

ある。上層の黄色シル トを掘削した時点で下層の上面

から土坑 S K01を検出し、下層の淡黄灰色シル トを掘

削した時点で幾つかの不整形土坑を検出した。

S K01は 南北3.6m、 東西3.Om、 深さ0.8mで、明

面形が橋鉢状を呈する。土層断面の観察から、西側

の黄色シル ト→ S K01→東側の黄色シル トという重複

関係が判明した。明確に把握することはできないもの

の、上層の堆積に大きな時間幅が想定できるのは間違

いなかろう。また、下層で検出した幾つかの不整形土

坑は、その形状から風倒木痕と思われる。
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遺物包含層から出土した遺物の平面分布をみると、

大きく南北 2箇所に分布がことが分かれる判明した。

また、遺物が遺構面の上下に分散する可能性を考慮

し、遺物が分布する範囲に補足調査北 。南区を設けて

断ち割 り調査を行なった。

その結果、補足調査北区で縄文時代遺構面直下に礫

が密集して堆積する箇所があり、礫の隙間に落ち込ん

だ状態で神宮寺式土器片が多く出土する地点を確認し

た。また、補足調査南区では南東方向へ広がる深さ0.3

mの小さな谷地形を検出し、その埋土中に早期後葉の

条痕文土器片が石器と共に包含されているのを確認し

た。いずれも周囲より若千窪んだ微地形となってお

り、そこに遺物が 2次堆積したものと推測できる。

また、補足調査北区から東へ延長した断ち割 り調査

区内で早期末の石山式土器が出土したため、その南側

に補足調査東区を設定した。しかし、ここからはほと

んど遺物が出土せず、石山式土器は局地的に少量散在

したに過ぎないと判断した。東区の調査によって、試

掘調査第 3発掘区より東側では、遺物包含層下層と遺

構面の間に淡黄灰色～淡褐色砂が堆積 し、遺構面は

0。 2mほ どさらに下位となることが判明した。ただし、

遺構面の標高は464.Om前 後であり、整備工事の計画

高464.26mよ りも低い位置にあるため、これ以上の調

査は行なわなかった。

ili.縄文時代の遺物分布

試掘および本調査で縄文土器226点 、石器1,084点 の

縄文時代遺物が出土しており、これらを縄文時代遺構

面の地形図に投影 した (図 135。 136)◎ なお、景1片石

器の石材にはサヌカイ ト以外にチャー トとガラス質安

山岩があるが、後者は中世の流路埋土から出土してい

るため図示していない。その他、時期不明の上器も煩

雑となるため分布図から除外した。土器分類の詳細は

別所下ノ前遺跡の項 (p.51～ 57)を参照されたい。

平面分布の全体的な傾向を見ると、土器・石器とも

に発掘区の北西部と南西部の 2ヶ所に集中する傾向が

ある。これらはともに浅い谷状地形の傾斜変換点であ

り、両者が同じ成因によって分布していることを窺わ

せる。ただし分布する土器の時期が異なることから、

その内容には違いがあるといえよう。これら遺物の集

中する 2箇所において補足調査北 。南区を設け、下層

の調査を行った。
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図 135 A発掘区出土縄文土器平面分布 (1/400)

図 136 A発掘区出土石器平面分布 (1/400)
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回 縄文時代遺物包含層上層

回 縄文時代遺物包含層下層
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3-2 別所大谷口遺跡

▲ 石鏃
■ 楔形石器
◇ 削器
□ 石核
△ 加工痕有剥片
◇ 使用痕有剥片
△ 剥片
△ 砕片

05m

L Hi465 0m

0

図 139 Y=-4,879.5～ -4,880.5m間 石器垂直分布図 (Y=-4,880mライン土層図に投影 )

-4,876                                 -4,878                                 -4,880                                 ~4,882

□ 縄文時代遺物包含層上層

回 縄文時代遺物包含層下層

図 140 X=-148,639～ -148,641m間 石器垂直分布図 (148,640mラ イン土層図に投影 )
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この結果、北区の集中箇所には上下2層の遺物包含

層があり、 IttB l類 al・ 2種をはじめとする早期

前葉の神宮寺式 (古段階)土器が下層に集中して分布

することが分かった (図 138)。 そのほとんどは、遺構

面直下の喫の間に落ち込むように出土している。これ

はこの箇所が地形の傾斜変換点に相当することから、

上方から流れ込んできた遺物が、礫に阻まれて溜まっ

た状態を表していると考えられる。このことから遺物

はいずれも2次堆積したものであるといえるが、下層

には IttB l類以外の土器はなく、早期前葉の遺物包

含層であるといえよう。

これに対し上層には、垂直分布には表れないが若千

のⅢ群F類やVtt F類の無文土器が混じり、混在の様

子が窺える。ただし、量的にはほぼ全てが I群の遺物

であることから、客体的なものと考える必要があるか

もしれない。

石器については、下層ではなく上層からその多くが

出上しており、土器とはやや様相を異にする。平面的

には、土器と同様に地形に左右された分布傾向があ

り、浅い谷状地形の起伏に従って分布が集中する様子

が窺える (図 136)。 また、垂直分布 (図 139。 140)か

らも石器は層境にピークを持たず、層内に散在するこ

とから、これらの石器はいずれも2次堆積したもので

あることが示唆される。特定の器種についても、集中

して分布するなどの傾向は見られない。

南区の集中箇所については、先にも述べたとおり、

北区とはやや異なった様相が観察できる。浅い谷状地

形や、地形の傾斜変換点付近に遺物が分布する傾向は

同じであるが、土器は時期が異なり、出土数も少ない

(図 135)。 IttB l類 の上器が全く見られず、Ⅱ群の

土器が主体となる。石器は狭い谷状地形に集中して分

布し、その密度は濃い。

垂直分布では、縄文時代遺物包含層上層にⅡ群D2

類 (含繊維縄文土器)が包含され、下層にⅡ群 F類 (含

繊維無文土器)と Vtt F類が包含されることが分かる

(図 137)。 土器 。石器ともにいずれの層境にもピーク

を持たず、層内に散漫に分布する。なお、石器の分布

は上層にやや多い傾向があるが、下層にも多く包含さ

れ、北区集中箇所とは様相を異にする。これらの点か

ら、上下層の遺物は明らかに2次堆積によるものと言

えよう。また下層のVtt F類は 1点しかなく、混入の

152

可能性を考えた方がよいかもしれない。このため下層

をⅡ群 F類の早期後菓、上層はそれ以降の時期とする

のが妥当と思われる。

なお、南区と北区では、上層は直接繋がっているが、

下層は繋がっていない。遺物分布や時期が符合しない

ことからも、両地区の下層は異なる層であるといえよ

う。また、両地区では土器の様相がまるで違うことか

ら、遺物の供給源となった場所や時期が異なっている

可能性が高い。

次に、北東部の補足調査東区では早期末のⅢ群A類

(石山式)が見つかつている。垂直分布は提示してい

ないが、これもまた他の時期の土器が混在する層から

の出上であり、 2次堆積によるものである。

以上のように、本遺跡からは早期、中期末～後期前

葉の遺物が出土しているが、原位置を保つていると言

える遺物はなかった。ただし時期別の分布にはある程

度の集中傾向が見られ、大きな混在もないことから各

時期の遺物供給源はさほど遠い場所にない可能性が高

い。早期前葉～中葉の遺物が集中する北区、早期後葉

の遺物が集中する南区に関しては、そのやや上方に実

際の活動箇所があつたと考えるのが妥当だろう。早期

末以降は土器の出土量が格段に減ることから、この時

期の活動が遠く離れた場所に移つたか、あるいは極め

て小規模なものとなった可能性がある。 (鐘方。大窪 )

3.出土遺物

試掘調査時の出土遺物と合わせて、その概要を報告

したい。出土遺物には、土器 。石器・砥石・銭貨 。木

屑があり、土器には、縄文土器・土師器 。須恵器・黒

色土器・瓦器がある。

(1)縄文時代の遺物

i.縄文土器 (図 141～ 145。 表20～ 22)

別所大谷 口遺跡で出土 した縄文土器は総数267点、

約1,254gである。そのうち I群が212点、約678g、 Ⅱ

群が39点、約494g、 Ⅲ群が 5点、約35g、 V群が11点、

約47gである。数量共に I群が圧倒的に多 く出土し、

またⅡ群は破片の残存が良好なため、点数に比して重

量がある。Ⅲ oV群は量的に少なく、また無文がほと

んどであるため、該期の様相は不明瞭である。

このように大谷口遺跡は早期を主とする遺跡である

が、特に早期前葉の神宮寺式は複数個体分がまとまっ

て出土しており、数量共に下ノ前・辻堂遺跡のそれを



凌いでいる。また、点数は少ないが、神並上層式と

黄島式の間に位置づけられる「山芦屋期」 (熊谷2006)

の日縁部内面に刻みを施す山形文・無文土器、および

早期末の石山式が出土した。該期は県内において不明

瞭とされる時期であり、重要な資料といえる。

以下時期ごとに出土土器の報告を行なう。

早期前棄～中葉の上器 (1～ 54)

1～ 15は IttB l類 al種としたものの日縁部～

胴部下半片で、これらは同一個体と考えられる。 1～

3は日縁部片で、1は口縁端部に面取りを行い、外面

は縦位にネガティブ楕円文を施した後、日縁に沿って

2単位 3条の山形文を横位に施している。内面はナデ

とユビオサエで調整され、浅い指頭圧痕が観察され

る。 5は頸部片で、胴部からわずかに屈曲し日縁部に

向かい外反する器形である。底部は出土していない

が、乳頭状の尖底で、緩やかに立ち上がる器形になる

と考えられる。日縁部に刻みを施さない点は特徴的で

あるが、山形文を施す点、ネガティブ楕円文の形状か

ら神宮寺式古段階に位置づけられる。

16～ 27は IttB l類 a2種 としたものの日縁部～

底部付近片で、すべて同一個体と考えられる。16～

18は口縁部片で、16・ 17は端部外面上端に右下がりの

刻みを施す。18に刻みは見られないが、16が間隔を空

けて施文していることから、無文部だけが残存したと

考えられる。外面は縦位のネガティブ精円文を左から

右へ縦位に施文している。胴部片は内面にナデとユビ

オサエを行っており、指頭圧痕が観察される。27は底

部付近片で、乳頭状の尖底になると考えられる。

28～ 33は IttB l類 a3種 としたもので、同一個

体の日縁部片である。いずれも日縁部外面にやや左下

がりの刻みを施し、28・ 29は 日縁部にネガティブ精円

文を横位に施文している。30～ 33は無文部が残存し

たと考えられ、文様が観察されない。これらの胴部片

と考えられるものは認められなかった。

34は IttB l類 a4種としたものである。日縁部片
で、横位にネガティブ精円文を施す。内面には指頭圧

痕が認められる。本遺跡では 1点のみ出土した。

35は IttB l類 bl種としたものの胴部片である。
外面はネガティブ精円文を縦位に施し、内面はナデに

よる左上がりの擦痕が認められる。本遺跡では 1点の

みの出土である。

3-2 別所大谷日遺跡

36～ 43は IttB l類 b2種 としたものである。角
閃石を殆ど含まない点が他の I tt B類 と異なる。36

～ 39の文様はやや細長い形状をし、B2類 a種に近
い。40～ 43はやや方形に近い文様である。それぞれ

同一個体となる可能性が高い。

44・ 45は IttC 2類 としたものである。44は平行線

文を横位に施し、内面は指頭圧痕が顕著に認められ

る。45は平行線文を右上がりに施し、内面はナデを施

している。

46は IttD 3類 としたもので、外面にやや横長の

山形文を横位に施す。砂粒を多く含み、若干繊維を含

む。

47～ 52は IttD 2類 としたものの日縁部～胴郡片

である。47は 日縁部片で、外面に小振りで縦長の山形

文をやや左下がりに施し、内面は端部に垂直な刻みを

やや左下がりに施す。端部はやや丸みを帯びた先尖り

状を呈している。48～ 50は胴部片で、外面に 3単位

の小振りな山形文を左下がりに施している。51・ 52は

外面に複合鋸歯文を施す胴部片である。 これ らは文

様・胎土の特徴から同一個体と考えられ、刻み位置か

ら「山芦屋 5期」に位置づけられる (熊谷2006)。

53は IttD 2類 とした日縁部片で、外面はナデとユ

ビオサエによる擦痕 。指頭圧痕が顕著に認められる。

内面は端部上端に右下がりの刻みを施す。胴部上半か

ら外反させる器形で、端部は先尖り状を呈する。内面

に刻みを施す無文土器は県内に類例がないが、端部の

刻み位置は IttD 2類 よりやや上部に位置するため、

「山芦屋 4期」に位置づけられると考えられる。

54は IttD 5類 b種 としたものである。日縁部片

で、端部の形状は剥離のため判然としない。外面は横

長の精円文を横位に施し、日縁内面は柵状文を施し、

以下は乗I離のため調整不明である。胎土に結晶片岩を

含み、紀北地方に由来する可能性が考えられる。黄島

式に比定される。

早期後葉の上器 (55～ 71)

55～ 57は Ⅱ群 C2類 としたものである。55は 日縁
郡片で、端部は先尖り状を呈している。外面は横位の

ナデによる幅広の浅い屈曲上に、ヘラ状工具による

と考えられる爪形状の刺突を、上下幅約 2 cm程間隔を

空けて平行に施す。56は この直下に位置する破片と考

えられ、平行する刺突列は 3～ 4条施されたと考えれ
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表 20 別所大谷口遺跡出土縄文土器観察表①

百
号
報
番

層位 分類 時期型式
種
位
器
部 特 徴 調整 備考

1最J可砂粒I雲 F
黄
色
叫

淡
灰
切

I ttDl類 al羅 神宮寺式
深ah
口縁部

押型文
外)ネガティブ楕円文
内)ナデ・ユビオサエ

0 0 ◎
黒掲 Ｗ離

25Y4/1
黄灰

山形2単位
周長 1 0cm

軸長:2 0cm

黄
色
は

決
灰
枷

I ttBI ttal雅 神宮寺式 郡蜘酎
押型文

外)ネガティブ楕円文
内)ナデ・ユビオサエ

O 0 ◎
黒褐 黄 掲 晴離

黄

色

恥

淡

灰

力
I ttB,類 al准 神宮寺式 鶏蜘酎

押型文
外)ネガティブ楕円文
内)ナデ・ユビオサエ

O 0 ◎
25Y5/3
費福 Ｗ熱

25Y3/1
黒褐

縄 文

u2Y78区
]含層下層水洗

渋灰但
砂質

貝
色
＝

戻
灰
枷

I ttBl類 ai瘤 神宮寺式
鉢
部
深
胴 押型文

外)ネガティブ楕円文
内)ナデ ○ 0 ◎ ψ

購
２５
暗 〉
厳
２５
暗 黒褐

東
色

Ｈ

茂
灰

・ケ，

I ttBl類 al茫 神宮寺式
鉢
部
深
頸 押型文

外)ネガティブ橋円文
内)ナデ ユビオサエ

0 O ◎
25Y6/2
灰費 贈購

25Y3/1
黒褐

楕円4単位
周長2 4cm

責
色

い

淡

灰

功
I ttB,類 al藉 神宮寺式

鉢
部
深
胴 押型文

外)ネガTTブ楕円文
内)ナデ

0 O ◎
25Y7/2
灰黄

25Y7/2
灰黄

25Y3/1

黒掲

療庭加
I ttBIttal藉 神宮寺式

鉢
部
深
胴 揮型文

外)ネガティブ楕円文
内)ナデ 0 O ◎

黒褐

25Y6/3
にぶい黄 呻離

灰色 I ttBl類 a,稲 神宮寺式
鉢
部
深
胴 押型文

外)ネガティブ楕円文
内)ナデ

0 O ◎ Ｗ
厳 灰黄

25Y3/1

黒福

灰 色 I ttBIttal租 縛官寺式
鉢
部
深
胴 lT型文

外)ネガティブ橋円文
内)ナデ

0 O ◎
明赤褐 暗灰黄 黒褐

灰色 I ttBIttal箔 神宮寺式
深鉢
胴部下半

押型文
外)ネガティブ楕円文
内)ナデ ユビオサエ

0 O ◎
5YR5/6
明赤褐 贈賤 黄灰

員
色

‐Ｌ

凛
灰

漸
I ttB,類 al霜 神宮寺式

深鉢
胴部下半

揮型文
外)ネガティヴ積 円文

内)ナデ
O O ◎ 炒賤

２５
暗 〉
賤
２５
暗 〉
慮
２５
暗

灰色 I ttBl類 al増 神宮寺式
深鉢
胴部下半

押型文
外)ネガティブ楕円文
内)ナデ・ユビオサエ 0 O ◎

25Y6/2
灰黄

25Y6/2
灰黄

25Y4/2
暗灰黄

員
色
ｘ
灰 I ttB,類 al瑠 神宮寺式

深鉢
胴部下半

押型文
外)ネガティブ楕円文
内)ナデ

O 0 ◎ 〉
賤
２５
贈 Ｗ
賤

25Y3/1

黒褐

黄色
シリレト

I ttBI ttal増 神宮寺式
深鉢
胴部下# 押型文

外)ネガティブ楕円文
内)ナデ O 0 ◎

10YR6/3
こぷい責寝

10YR5/2

灰黄褐
10YR6/3
にぷい黄権

貢
色
い

淡
灰
功
[群 Bl類 al廻 神宮寺式

深鉢
胴部下半

押型文
外)ネガティブ楕円文
内)ナデ

O 0 ◎ Ｍ
縮
５Ｙ
明

25Y6/3
にぶい黄

25Y3/1

黒褐

頁
色
ｉｔ

次
灰
「

I ttBl類 a2名 神宮寺式
深鉢
口縁部

押型文 ネガティブ楕円文 O 0 ◎
暗灰費

10VR5/3
こぶい黄を

25Y5/2
暗灰黄

貢
色
―タト

決
灰
功
I群81類 a郊 神宮寺式

深鉢
口縁部

押型文 ネガティブ楕円文 O O ◎ 三ぶい黄権 こぷい黄程

10YR5/9
にぶい黄鵜

X42-Y78区
縄文包含層下層水洗 砂質 1群Bl類 a2伯 神宮寺式

深鉢
口縁部

押型文
外)ナデ

内)ナデ O 0 ◎
10YRS/a
こぷい黄潅 こぶい黄程 にぶい黄組

具
色

血

凛
灰

れ
I ttBItta2掴 神宮寺式

深鉢
胴部

押型文
外)ネガティブ格円文
内)ナデ

O O ③
,OYR6/3
こぷい黄程

10YR5/3
こぷい黄程 灰黄褐

具
色

琳

ｘ
灰

功
I ttBItta2君 神宮寺式

深鉢
胴部上半

押型文
外)ネガティブ橋円文
内)ナデ

O O ③ こぷい黄程
10YR5/3
こぷい黄程 にぶい黄絶

淡責

灰色

シルト

I ttBItta2召 神宮寺式
深鉢
胴部上半

押型文
外)ネガティブ楕円文
内)ナデ O O ◎

IOYR6/3
こぷい黄権

10YR5/3
にぶい費権

更
色

ｉｔ

決
灰

「
I群Bl類 a2聰 神宮寺試

鉢
部
深
胴 押型文

外)ネガティブ楕円文
内)ナデ,ユビオサエ 0 O ◎ こぷい黄輩

10YR4/2
灰黄褐

10YR4/⊇

灰黄褐

灰色 I ttB,類 a2窮 神宮寺式
鉢
部
深
胴 押型文

外)ネガティブ精円文
内)ナデ

O O ◎ こぷい黄薙 灰責福
10YR4/2
灰黄褐

真
色

正

獄
灰

れ
I群Bl類 o2廂 神宮寺式

深鉢
胴部

押型文
外)ネガティブ楕用文
内)ナデ 0 O 0 こぶい黄瑶 こぷい黄モにぶい黄籍

黄色
ン,レト

I ttBItta2和 神宮寺式
深鉢
胴部下半

押型文
外)ネガティブ楕円文
内)ナデ

O O ◎
10YR6/3
こぷい黄薙 呻ぷしヽ責橙

にぶい黄格

黄色
シルト
I群Bl類 a2理 神宮寺式 深鉢

胴部下半 押
型文

外)ネガティブ橋円文
内)ナデ 0 O ◎ こぷい費怒

10YR6/3
こぶい黄唱 哩鶏

責色
シルト

I ttBItta2珀 神宮寺式
深鉢
底割付近

押型文
外)藤滅
内)ナデ

O O O
10YR6/4
二ぷい黄程

,OYR6/4
こぷい費璃

10YR5/?
灰黄褐

黄

色

Ⅲ

淡

灰

功
I ttB,類 a3廂 神宮寺式 鶏蜘

押型文 ネガティブ楕円文
内)ナギ

O O ◎
費灰 Ｗ顛

25Y6/2
灰黄

淡黄

灰色土
I ttB,類 a3れ 神宮寺式

深鉢
口縁部

押型文
外 )刻み

ネガティブ橋円文 0 0 ◎
25Y4/1

責灰
10VRC/4
こぶい黄お

10YRO/4
にぶい資催

巌圃
I ttB'類 a3理 神宮寺式

深鉢
口縁部

押型文
外)刻み
内)ナデ O O ◎

25Y5/2
贈灰黄

10YR5/3
こぷい黄鶏

10YRO/4
にぶい黄浩

費
砂
決
灰
I群 BI tta3剰 神宮寺式

深鉢
口縁部

押型文
外)刻み・ナデ
内)ナデ

O 0 ◎
25Y5/2
皓灰黄 こぷい黄鶏 ］囀頁

色

―́．

浚
灰

功
I ttB,類 aa燕 神宮寺弐

深鉢
口縁部

押型文
外)刻み・ナデユビオサエ
内)ナデ O 0 ◎

10YR5/3
こぷい黄程

25Y6/?
灰黄

10YRS/4
にぶい費権

黄色
シルト

I ttBl類 a3荘 神宮寺式
深鉢
口縁部

押型文
外)刻み ナデ

内)ナデ O O ◎
二ぶい黄程 こぷい責名

10YR6/8
にぶい黄唱

灰色 I ttDl類 a4和 神宮寺式
深鉢
口縁部

押型文
外)ネガティブ楕円文
内)ナデ・ユビオサエ

O 0 O
10YR6/4
こぶい費権 灰黄福 にぶい黄権

貝
色

Ｈ

駅
灰

輸
I ttB,類 bl聰 神宮寺式

鉢
部
深
胴 押型文

外)ネガティブ橋円文
内)ナデ O 0 ◎

10YR5/3
こぶい黄程

10YR5/3

=ぷ
い黄葛 にぶい責焔
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第 3章 調査の方法と成果

表 21 別所大谷日遺跡出土縄文土器観察表②

層位 分類 時期型式
部位

特徴 調整 備考

願朋
I ttBl類 b2聰 神宮寺式

鉢
部
深
胴 押型文

外)ネガティブ構円文
内)ナデ

◎ 0 0
にぶい黄権

SY5/2
灰オリーブ

illYR5/2

灰黄褐

砂質 I ttBIttb2れ 神宮寺式
鉢
部
深
胴 押型文

外)ネガティ
'楕
円文

内)ナデ ◎ O
iOYR5/4
こぶい黄准

=ぶ
い黄和

10YRS/2
灰黄褐

灰色 I ttBl類 b2霜 神宮寺式
鉢
部
深
胴

押型文
外)ネガティブ楕円文
内)ナデ

◎ 0
10YR6/2

灰責褐

iOYR5/2

灰黄褐 ］囀
真
色
Ｈ

戌
灰
れ
:群 Bl類 b2箔 神宮寺式

鉢
部
深
胴 押型文

外)ネガティブ精円文
内)ナデ

◎ 0
10YR5/2

灰黄福
25Y5/2
暗灰黄

10YR4/?

灰黄褐

具
色

＝

皮
灰

枷
と群B,類 b2癌 神宮寺式

鉢
部
深
胴

押型文
外)ネガティブ楕円文
内)ナデ

◎ O 瑚
厳 灰黄

Ｗ
灰

難泌
I ttBl類 b2准 神宮寺式

鉢
部
深
胴 押型文

外)ネガティブ橋円女
内)ナデ

◎ 0
にぶい費穣 灰黄 にぶい黄窄

色
琳
貢
功
I群 BI ttb2率 神宮寺式

鉢

部
深

胴 神型文
外)ネガティブ橋側文
内)ナデ

◎ O
灰黄褐 瑚慮

10YR5/2

灰費褐

色

叫

費

力
I ttBl類 b2モ 神宮寺式

鉢
部
深
胴 押型文

外)ネガティブ楕円文
内)ナデ

◎ O
25Y5/2
暗灰黄

25Y4/1
黄灰

25Y4/1
黄灰

黄色
シルト

I ttC2類 純螂
深鉢
胴部下斗

押型文
外)平行線文
内)ナデ ユビオサエ

O 0 0
lllYR6/4

にぶい黄増
25Y7/4
浅黄

25Y7/4
浅責

黄色
シルト

I ttC2類
神並
上層式

深鉢
胴部下半

押型文
外)平行線文
内)ナデ

0 0 O
10YR6/4
こぷい黄竜

25Y7/4
浅黄
削
福

砂質 I ttD9類 山芦屋期
鉢
部
深
胴 押裂文

外)山形文

内)ナデ
◎ O

暗灰黄

25Y5/2
皓灰黄

25Y4/1

黄灰

黄色
シルト

I ttDl類 山芦屋期 耕蜘
押型文

外)山形文

内)刻み・ナデ 0 0 0
10YR5/3
こぶい黄鵜 にぶい褐 にぷい費駕

黄色
ンルト

I ttDl類 山声屋期
鉢
部
深
胴 押型文

外)山形文

内〉ナデ
O O O こぷい黄権 にぷい黄招 灰黄掲

棄色
ンルト

I ttDl類 山芦屋期
鉢
部
深
胴 押型支

外)山形文
内)ナデ

0 O 0 こぶい黄程 にぷい黄 黒褐

黄色
シルト

I群Dl類 「山芦屋期
鉢
部
深
胴 押型文

外)山形文

内)ナデ
0 0 O

7 5YR6/4

にぷい橙

iOYR4/1

4B灰 呻鶏
色

叫

黄

功
I ttDl類 「山芦屋期

深鉢
胴部

押型文
外)複合鋸歯文
内)ナデ

O 0 O
7 5YR6/4

にぶい橙 咄撤 咄講
色

外

資

力
I ttDl類 「山芦屋期

深鉢
胴部

神型文
外)複合鋸歯文
内)ナデ

0 O 0
にぷい橙 咄撤

iOYR3/3

黒褐

唯雁
加

二群D2類 「山芦屋期 態蜘
内面刻
無文上器

外)ナデ ユビオサエ

蒋)刻みナデユビオサ] 0 0 0
25Y7/1

灰白
10YR7/8 10VR2/2

黒福

呻劾苗
I ttD5類 b種 黄島式 懸蜘

揮型文
外)楕円文
内)柵状文 剥離

◎ O O
にぷい黄瑠

7 5YR4/1

褐灰
5Y3/1

オリーブ黒
結晶片岩
混入

色

琳

黄

功
■群C2類 粕畑式 耕蜘

条痕文
外)刻み・ナデ
内)条痕

0 0 0 ◎ Ｗ
競 灰

瑚
部

内面煤付着

黄色
シ,レト

肛群C2類 粕畑式
鉢
部
深
胴

条痕文
外)刻み ナデ
内)条痕

O 0 0 ◎
lllYR6/9

にぶい黄瑠 黄灰
Ｗ
取

内面燥付着

黄色
シ,レト

Ⅱ群 C2類 粕畑式
深鉢
胴部

条痕文
外)ナデ
内)条痕

O O O ◎
25Y7/3
浅黄
Ｗ
灰

25Y3/1

黒褐

黄色
シ,レト

■群Dl類 早期後素
鉢
部
深
胴 条痕文

外)ナデ
内)条痕

◎ 0 ◎ 】
賤

25Y5/1

黄灰

10YR4/1

掲灰

黄色
シザレト

Ⅱ群Dl類 早期後葉
鉢
部
深
胴 縄文条痕

外)縄文LR・ナデ
内)条痕

◎ O ◎
25Y7/3
浅黄

25Y4/1
黄灰

5Y5/1

灰
飾高Ю25cm
節幅0 4cm

黄色
シルト

H ttDl類 早期後葉
鉢
部
深
胴

デ

痕
ナ
条

外

内 ◎ O ◎
浅費

5Y3/1

オリーブ黒
5Y5/1

灰

直上
Ⅱ群D2類 早期後葉

深鉢
口縁部

繊維縄文
外)縄文RL
内)ナデ・ユビオサエ

0 O ◎ ◎
7 5YR4/3

褐 黒福 黒福

節高0 3cm

節幅0 45cm

賣 色

暗灰色
シ,レ ト

H ttD2類 早期後葉
深鉢
口緑部

外)摩滅
内)ナデ・ユビオサエ

O O ◎ ◎
にぷい黄

2 5YO/2

灰黄
5Y5/1

灰

難
朋

Ⅱ群D2類 早期後葉
深鉢
胴部
繊維縄文

外)縄文RL
内)ナデ ユビオサエ

0 O ◎ ◎
にぶい褐

10YR5/2
灰黄褐 炒賤

２５
暗

節高0 25cr

色
叫
貢
功

巨群D2類 早期後葉
鉢
部
深
胴

繊維縄文
外)縄文RL
内)ナデ ユピオサエ

O 0 ◎ ◎
7 5YR5/4
にぷい褐

10YR4/2

灰黄褐 咄徹
節高0 3cm
節幅0 4cm

黄色
ン,レト

肛群D2類 早期後葉
鉢
部
深
胴 繊維縄文

外)縄文LR
内)ナデ ユビオサエ

0 O ◎ 〉購
２５
暗

25Y4/1
黄灰

5Y3/1

オリーブ黒
節高0 4cm
節幅0 4cm

即狐酸韓
Ⅱ群D2類 早期後葉

鉢
部
深
胴

繊維縄文 弾け
0 0 ◎ ◎

灰黄褐

10YR5/2
灰黄褐 贈鶏

節高:O Scm
節幅0 5cm

煮色
ン,レト

工群F類 早期後葉
深鉢
胴部
繊維無文

外)ナデ
内)ナデ

O 0 O
25Y7/2
灰黄 灰黄 福灰

晴灰色 巨群F類 早期後葉
鉢
部
深
胴 繊維無文

外)ナデ
内)ナデユビオサエ ◎ O O

福灰

25Y3/1

黒褐

10YR2/1

黒

給質 H ttF類 早期後葉
鉢
部
深
胴

繊維無文
外)ナデ
内)ナデ

◎ O 0 ］爛
黄灰 黄灰

帷妍
E ttF類 早期後葉

鉢
部
深
胴 繊維無文

デ
デ
ナ

ナ

外

内 ◎ 0 0 こぷい責催
25Y4/1

黄灰

25Y4/1
黄灰
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表 22 別所大谷口遺跡出土縄文土器観察表③

Ｙ
⑪ (ml

層位 分類 時期型式
種
位
器
部 特徴 調整 備考

色

質

叫

灰
粘

功
Ц ttF類 早期後葉

深鉢
胴部

繊維無文
デ

一ア

ナ

ナ

外

内 ◎ 0 O
10YR4/1

褐灰
25Y9/1

黒褐
殴
黒

暗灰色
亜都 類 石山式 隷蜘

波状
刺突列

外)刻み 刺突・ナデ
内)ナデ ユビオサエ

0 0 ◎ ］蒔
10YR5/3
こぷい黄君 黄灰シルト

色
外
黄
功

Ⅲ群A類 石山式
鉢
部
深
胴

波状
剰突列

外)刻み・刺突 ナデ
内)ナデ・ユビオサエ

◎ 0
10YR4/2

灰黄褐

25Y4/1

黄灰 黄灰

黄色
シルト

皿群F類
早期末
前期初頭

鉢

下
深
部

外)ナデ
内)ナデ

◎ 0 O 贈
賤

5Y4/1

灰
10YR6/2
灰黄褐

貢
色

昧

浚
灰

力
皿群F類 耕蜘

深鉢
胴部下斗

外)ナデ
内)ナデ

◎ 0 0
25Y5/1

黄灰

25Y5/i
黄灰

25Y6/2
灰黄

色
叫

黄
功

HttF類 早期末
前期初頭

鉢
部
深
胴

外)ナデ

内)ナデ O O 0 0
暗灰黄 暗灰黄

25Y4/1

黄灰

黄色
シルト

VttF類
前葉?

深鉢
胴部

外)ナデ ケズリ
内)ナデ

0 0 Ｗ
購

″5Y,/2

灰黄

5Y6/1

灰

買
色
Ｈ

浚
灰
枷

VttF類 Ⅲ期末後猟
前葉?

深鉢
胴部

外)ナデユビオサエ
内)ナデユビオサエ ◎ O Ｗ

厳
5Y4/1

灰 狛
難
噛
沖

真
色

‐ｔ

豫
灰
れ

VttF類

“

期末後典
前葉?

深鉢
胴部

外)ナデ
内)ナデ

0
にぶい橙

25Y7/3
浅黄

25Y7/3
浅費

※i～ 13・ 15～ 2428～ 32・ 04～40は、縄文時代遺物包含層下層出土
※14・ 25～ 27・ 33・ 41～ フ0は、縄文時代遺物包含層上層出土

る。56の刺突列下位には右下→左上方向の幅広なナデ

が行なわれており、擦痕が顕著に認められる。55～

57の内面は指頭圧痕が顕著に認められ、その上に細か

い条痕を横位ないし斜位に施している。また指頭圧痕

の凹部に煤の付着が認められる。繊維を多く含み、繊

維の抜け痕が顕著である。これらは同一個体であり、

平行刺突列を施すことから粕畑式に比定されると考え

られる。

58～ 60は Ⅱ群Dl類としたもので、これらは同一

個体である。59は外面に節の大い縄文LRをやや左
上がりに斜位に施し、内面は粗い条痕を横位に施す。

58・ 60の外面は摩滅が著しく、ナデによる擦痕のみ

が残る。内面は粗い条痕を施す。これらは砂粒・繊維

を多く含み、器面には繊維の抜け痕が顕著に認められ

る。

61～ 66は Ⅱ群D2類 としたものである。61・ 62は
日縁部片である。61は直立する日縁部から、わずかに

屈曲する器形である。端部は内傾する面をもつ。外面

には節の大い縄文RLを横位に施し、内面にはナデに

よる凹凸が認められる。62は日縁部をつまみ上げてわ

ずかに外反させ、端部は厚く丸みをもつ。外面は摩滅

のため調整は不明である。内面には指頭圧痕が認めら

れる。

63～ 66は胴部片で、いずれも節の太い縄文RLを

横位に施す。63・ 64の内面にはナデによる凹凸が顕著

に認められる。これらはいずれも繊維を多く含み、繊

維の抜け痕が顕著に認められる。

3-2 別所大谷日遺跡

67～ 71は Ⅱ群 F類 としたもので、いずれも胴部片

である。67は厚手の無文土器で、外面はナデによる屈

曲が認められ、内面は横位のナデを行なう。擬口縁が

顕著に認められる。70の外面は精円状に隆起する部分

が認められる。あるいは粗大精円文となる可能性も考

えられるが、判然としない。器壁は薄く、内面はナデ

で平滑に調整されている。

早期末～前期初頭の上器 (72～ 76)

72・ 73はⅢ群A類としたものである。72は波状を呈

する日縁部片で、日縁部上端に右下がりの刻みを施

し、外面には刺突を左→右方向へ波状に施す。内面は

ナデとユビオサエで調整され、浅い指頭圧痕がわずか

に認められる。73は胴部片で、波状の刺突を4条施し

ている。内面はナデとユビオサエで調整されている。

両者は石山式に比定されるが、刺突列の条数や胎土が

異なるため別個体と考えられる。

74～ 76はⅢ群 F類 としたものである。74・ 75は胴

部下半片で、立ち上がりの形状から丸底になると考え

られる。内外ともナデで調整され、砂粒を多く含む。

中期末～後期前葉の土器 (77～ 79)

77～ 79は Vtt F類 としたもので、いずれも胴部片

である。無文のため時期比定は困難であるが、胎土の

特徴から中期末～後期前葉に属すると考えられる。77

の外面は横位のナデの後、右下→左上方向にケズリ

を行っている。内面は横位のナデである。78は内外に

指頭圧痕が認められる。79は内外をナデで調整して

(熊谷 )
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第 3章 調査の方法と成果

ii.石器 (図 146～ 147、 表23)

出土石器は石鏃 (破片含む)33(3)点 、掻器 1点、

削器 9(1)点 、楔形石器 9(1)点 、石核 9(1)点 、

加工痕有剥片21(1)点、使用痕有剥片 5(1)点 、

剥片435(20)点 、砕片562(45)点 で総数1,084点 で

ある (括弧内はそのうちA発掘区外の出土点数 )。

石材はチャー ト2点 (石鏃 1、 砕片 1)ガラス質安

山岩 1点 (石鏃 1)を除いて全てサヌカイ トである。

以下、主な製品について記す。

石鏃 (1～18)1は 未製品と考えられるが、中央
の厚みが除去できずに遺棄されたものかもしれない。

2～ 5は浅い快 りの凹基式である。 3・ 5は平面形

が正三角形にちかく比較的厚みのあるタイプで、縄文

時代早 。前期に見られる。 3は灰色チャー ト、 5は下

呂石に似たガラス質の安山岩であり、この 2点のみ石

材が異なる。

6・ 7は快りが三角形状を呈し、先端部が細く尖る。

8～ 14は明瞭な快りを施すが、脚郡は胴部より短い

もので、 9は脚端部がわずかに外反する。

15～ 17は小形で深い快 りをもつタイプで、早 。前

期に認められる。

18は脚部が段をもって開くタイプであるが、この製

品はおそらく欠損後の再加工品であり、短いほうの脚

部も加工されている。

削器 (19～22)19はイ

比較的急角度に整形されており、刃部は平面観、正面

観とも直線的である。

20は斜軸にちかい縦長剥片を素材とし、刃部がやや

内彎する。

21は両刃の削器であるが、刃部加工は主要剥離面

(左)側のほうが丁寧であり、インバースリタッチを

基本としたものと考えられる。

22は他と比べて刃部の剥離痕が細かい。素材は定型

的な石核から連続して剥離された横長談1片を用いてお

り、複剥離面の打面が残る。

楔形石器 (23～ 28)23・ 24は小形の剥片を用いた

ものであるが、それぞれ両極打法によって得られた剥

片の可能性がある。ともに剪断面を有し、24は打点側

に剪断面がある。

25は形態的には楔形石器であるが、両極打法によっ

てなんらかの石器を成形しようとしたものと思われ

る。左側面が剪断面となっており、このアクシデント

によって廃棄されたものと推測される。

26は この素材自体が両極打法によって剥離された可

能性が高く、極めて薄い剥片を用いている。主要歌I離

面 (右)側の斜めの剥離痕は、素材剥離時に既に力が

抜けていたものと考えられる。

27は主要剥離面 (右)側の右半に広い剪断面を有す

るもので、あまり使用されること無く廃棄されたもの

ンバースリタッチで刃部が  と考えられる。

表 23 別所大谷口遺跡出土石器観察表

X(m) Y(m) 長よ(cmう 幅 (cm) 厚さ(cm) 重さ(宜) 石材 備 考

1 -148663871 -4882854 464791 責色シルト 石鏃 267 230 059 サヌカイト 未製品

2 X66Y8082区 SD01・ 灰色粗砂 石鏃 (■ 01) サヌカイト I欠損

3 -148650393 -4875961 464663 責色シルト 石鏃 (168) 033 チヤート 花端部・脚端部欠損

-148663875 -4887707 465486 黄色シ,レト 石鏃 (269) (180) サヌカイト 即端部欠損

5 X32寸 74区 谷埋土・灰色砂 石鏃 ガラス質安山岩

6 -148641387 -4871059 464420 貢色シルト 石鏃 033 サヌカイト

7 -148643975 -4876672 464611 黄色シルト 石鉄 (068) サヌカイト 尭端都欠損

8 -148603793 -4800984 459216 黄灰色シ,レト 石鏃 (190) (065) サヌカイト :・ 脚部欠損

9 148633449 -4875073 464815 灰色土 (中世 ) 石鰈 196 サヌカイト

148664201 -4880521 464358 黄色シルト 石錬 022 サヌカイト 先端部欠損
-148651972 -4867278 463997 黄色シルト 石鏃 105 サヌカイト
-148637292 -4864767 464086 黄色シルト 石鏃 222 038 サヌカイト
-148653090 -4884229 465327 貢色シルト 石鏃 030 サヌカイト 先端部欠損
-148664202 -4878707 464224 黄色シルト 石鏃 023 (039) サヌカイト 即端部欠損
-148644092 -4866075 463844 決灰色シルト 石鏃 (024) サヌカイト 先端部・脚部欠損
-148648979 -4867258 464107 黄色シルト 石鏃 43) 30) (025) サヌカイト 倒部折損

17 -148650330 -4882003 465127 黄色シルト 石錐 020 サヌカイト 先端部・脚部欠損
-148646684 -4873423 464480 黄色シルト 石鏃 サヌカイト 厠部折損
-148637246 -4872749 464728 黄色シルト 削器 236 560 1049 サヌカイト イン′ヽ―スリタツチ
-148641326 -4880248 464799 淡黄灰色シルト 削器 236 052 552 サヌカイト

21 -148600691 -4801736 459285 責色ンルト 肖J器 382 703 106 3056 サヌカイト インバースリタッチ
-148639125 ‐4865289 464123 責色ンルト 削器 1270 サヌカイト
-148662868 -4880709 464428 黄色シルト 楔形石器 080 462 サヌカイト 勇断面右

-148637643 -4878950 465292 黄色シルト 楔形石器 273 076 サヌカイト 可断面右

-148637845 -4876913 464679 黄色シルト 檀形石器 277 526 1637 サヌカイト 胃断面有

-148644126 -4880248 464109 淡黄灰色 Vj・ 棋形石器 227 040 サヌカイト
-148645487 ‐4877499 464543 責色シルト 楔形石器 1115 サヌカイト 冴断面有
-148634903 ‐4868338 464349 責色シルト 楔形石器 502 122 2977 サヌカイト 方断面有
-148644580 -4878104 石 膨 サヌカイト 面柄 石核
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29                  と______十~~‥~~―ヤーー当
彰…

図 147 丹り所大谷口遺跡出土石器② (1/2)

28は本遺跡では大形の楔形石器である。素材は両極  る。 3・ 4は土師器杯で、 3の 日径13.3cm、 4の口径

打法で得られており、左側面に剪断面を有する典型的  14.3cm。

な楔形石器である。 5。 6は黒色土器A類椀で、 6の底部には高台が貼

石核 (29)出上した石核のなかで最も大きなもの  り付く。日径は 5が 14.4cm、 6が 15.5cm。

である。板状の原礫を素材としたものと思われ、表裏   他に黒色土器A類鉢の破片がある。これらは南都Ⅲ

両に自然面を残す。周縁はツブレとともに細かい階段  期古段階に相当し、10世紀中葉頃の資料とみられる。

状剥離が著しい。両極打法によって剥離が行なわれて   銭貨 (図 148-7。 8)開 元通費 (7)1点と皇宋

いるが、基本的には台石の上に据えて敲くという単純  通費 (8)1点がある。 7は621年初鋳で、外縁外径

な作業を行なったにすぎず、剥離痕は極めて不規則で  2.35cm、 内郭内径0.68cm、 外縁厚0.13cm、 重量2.487g。

ある。正面右下がアクシデントで大きく欠けた後、そ   8は 1038年初鋳で、外縁外径2.48cm、 内郭内径0.67

の割れ面に加工を施しているが、結局廃棄されたもの  cm、 外縁厚0。 125cm、 重量3.359g。 7・ 8は第 6発掘

と考えられる。この石核は石鏃の素材剥片を生産した  区平安時代遺物包含層直上から重なって出土した。

可能性がある。 砥石 (図148-9)9は 泥岩製の砥石で、一部を欠

本遺跡に持ち込まれるサヌカイトは最大この程度の  失する。残存長7.3cm、 幅2.2cm以上、厚さ0。 4～ 1。 3cm、

原礫であつた可能性が高く、これより大きな原礫もし  重量23.898g。

くは剥片は確認されていない。

(2)古墳時代の遺物

(松浦 )

試掘調査第 4発掘区土坑出上の土師器壺 (図 148-

1)1点 がある。日径8.6cmで、底部を欠失する。合

部内面はケズリ後にナデで調整する。

(3)古代～中世の遺物

上器 10～ 11世紀頃の上器と14世紀頃の上器が包

含層から出上している。ここでは、第 6発掘区掘立柱

建物周辺の平安時代遺物包含層出土土器 (図 148-2

～6)の概要を述べておく。

2は日径9.3cmの上師器皿で、上層 (暗灰色土)か

ら黒色土器B類椀・壺・瓦器椀の破片と共に出土した。

11世紀後半頃の資料であろう。

3～ 6は下層 (暗黄灰色粘質シルト)出土土器であ

164
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第 3節 水 間遺 跡

I.試掘調査の方法と概要

水問遺跡では、これまでに第 1～ 7次調査を実施し

てその概要を報告してきた。ただし、その調査箇所は

主要地方道奈良名張線及び国道369号線よりも南側に

限られており、水間遺跡北限周辺の様相は不明のまま

であった。平成18年度に整備工事が予定された水間町

1052ほかの区域は、平成16年度の遺跡有無確認踏査で

遺物散布を確認した場所であり、まさに水間遺跡北眼

となる可能性が想定できる。

調査地の現状は、西から東に延びる尾根⑦の南側に

造成された水田である。南側で一段水田が高くなるが、

これは尾根⑥の稜線上を造成して水田化したことに起

因している。調査地の南東側には尾根⑥の東半分が独

立した高まりとなって現在残っているが、これは尾根

⑥の鞍部中央を切 り通して国道369号線が走っている

ためである。 L発掘区の西側にあたる尾根⑥の中腹に

念仏寺跡、尾根⑦の西側頂上に水間城跡、中央南側斜

面に番上屋敷跡、東側先端部に尾ノ上寺跡がある。

水間遺跡第 8次調査となる試掘調査は、平成17年 11

月28日から平成18年 1月 13日 にかけて行なった。事業

地内での遺跡の正確な分布範囲とその時期を確定する

ことを目的とし、主に切土工事予定箇所を対象に発掘

区を 9箇所設定して試掘調査を実施した。

各発掘区の平面図は1/100、 土層図は1/20で基本的

に作成し、平面図に旧国土座標を記入して調査地での

位置関係を記録した。なお、発掘区の位置及び地形名

称は、図149に示した通 りである。遺構番号は本調査

区のそれに従う。

1.各発掘区の概要

第70～ 78発掘区の位置は図149に示した通りで、発

掘面積は合計で約555ゴである。なお、現地調査時に

付した発掘区番号 (第 1～ 9)が既報告の発掘区番号

と重複するため、本書の記述にあたっては、それとの

混乱を避けてその続き番号に改めた。

第70発掘区 発掘区全体が谷部の中に収まり、西南
から東北へと地山が下がっている。基本的な層序は、

耕土の下に暗青灰色土 (も しくは燈灰褐色土 )、 明灰

色粘土、砂混 じり暗青灰色粘土が続いて花南岩質岩

盤 (表面風化して軟質)の地山となる。地山の標高は

3-3 水間遺跡

西南部の最高所で460.56mである。発掘区北端は、こ

れよリー段下がる深さ約0.8mの谷底流路となる。谷

底流路には上から砂混じり灰色粘土、暗灰褐色粘質シ

ル ト、褐色腐植上の堆積があり、底での標高は西側で

459.3mである。

発掘区中央南寄りで、北西から南東へ流れる溝 SD

05を 確 認 した。 幅1.9～2.2m、 深 さ0。 3～ 0.5mで、

北側の法面は 2段に落ちる。南北両岸には、木材や網

代のような編物を横に並べて杭留めした護岸施設が認

められた。溝内には上から砂混じり明青灰色粘土、燈

褐色砂礫、淡灰色砂・シル ト混じり粘土が堆積し、燈

褐色砂礫から16世紀の土師器皿などが出土した。

第71発掘区 発掘区全体が谷部の中に収まり、西南

から東北へと地山が下がっている。基本的な層序は、

耕上の下に水田造成土、旧耕土、砂混じり明灰色粘質

土、淡灰色粘土、暗褐色腐植土が続いて花聞岩質岩盤

(表面風化して軟質)の地山となる。地山の標高は西

側の最高所で457.5m、 最も低くなる北東部で456.6m

である。最下層の暗褐色腐植土内から12世紀の遺物が

出土しただけで、遺構はなかった。

第72発掘区 調査地最高所に位置する水田に設定し

た発掘区である。北側の谷部よリー段高い尾根⑥上に

位置し、西から東へ下がる緩傾斜地となっている。基

本的な層序は、耕土の下に灰色土混 じり黄燈褐色土

(水田造成土 )、 茶灰色土、灰褐色上、暗褐灰色土 (13

世紀頃の遺物包含層)、 砂混じり黄灰色粘質シル ト (縄

文時代遺物包含層)が続いて黄褐色砂礫の地山となる。

西端では耕土直下が地山で、その標高は459.05mであ

る。東端での地山の標高は457.5mで 、東西の比高差

は1.55mと なる。

発掘区全面にわたって土坑・溝・柱穴などの遺構を

検出したが、西側の高いところで13世紀頃の遺物を含

む遺構が多く認められる傾向にある。東側の下がった

ところでは、砂混じり黄灰色粘質シル トから掘り込ま

れた東西4.8m、 南北 lm以上の竪穴建物 S B02を検

出した。内部を掘削していないため詳細な時期は不明

である。東隅付近に焼土の分布が見えており、カマ ド

のような施設となる可能性が考えられた。

第73発掘区 発掘区全体が谷部の中に収まり、西か

ら東へと地山が下がっている。基本的な層序は、耕土

の下に水田造成上、旧耕土、砂混じり明灰色粘土、暗
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灰色シル ト、褐色シル ト、暗褐色腐植土が続いて青灰

色砂礫の地山となる。谷底までの深さが現地表下 1.8

m以上と深かったため、 2段掘 りで調査を行なった。

地山の標高は西南隅で453.lm、 最も低くなる北東隅

で452.9mで ある。最下層の暗褐色腐植土内から12世

紀の遺物が出土しただけで、遺構はなかった。

第74発掘区 北側で尾根⑦裾を検出し、南側は谷部
となっている。尾根⑦裾の上面は削 られて平坦面と

なり、耕土直下が地山である。その標高は453.8mで、

平坦面上には16世紀頃の遺物を包含する小土坑が遺存

していた。一方、谷部では耕土の下に暗青灰色粘質土、

暗黄灰色粘質土、灰色粘土、暗灰色シル ト、暗灰褐色

シル ト、暗茶褐色腐植土、褐色腐植土が続いて燈褐色

砂礫の地山となる。谷底までの深さが現地表下1.8m

以上と深かつたため、発掘区南側では 2段掘 りで調

査を行なった。谷底は451.8m前後でほぼ平坦である。

暗茶褐色腐植土層中から多くの割り裂いた板材が奈良

～平安時代の土器片と共に出土した。また、灰色粘土

層中からは嘉祐通費 (北宋銭 ,1056年初鋳)1点が出
土している。

第75発掘区 発掘区全体が谷部北斜面に相当し、北
から南へと地山が下がっている。微視的にみると、若

干中央が南に張り出すため、東西端へ向かってさらに

深くなる。基本的な層序は、耕土の下に水田造成上、

赤灰褐色土、灰褐色土、淡茶灰色粘土が続いて砂礫混

じり青灰色シル トの地山となる。地山の標高は北側で

452.2m、 南側で451.5mで ある。

灰褐色土内で礫が並ぶように出土する地点があり、

慎重に精査してみたが、礫の分布に規則性はなく、13

世紀の土器片と共に自然堆積しただけであることが判

明した。灰褐色土中に13世紀の遺物が多く包含されて

いるのが注意されたものの、遺構は全くなかった。

第76発掘区 発掘区全体が谷部の中に収まるが、中
央部に0.6mほ ど高まる地形が認められる。これは第

75発掘区で認められた南への張り出しに続く微高地に

相当する。基本的な層序は、耕土の下に淡灰色土、砂

混じり灰色粘土、明灰色粘土、砂混じり暗灰色粘土が

続いて青灰色砂礫の地山となる。地山の標高は最高所

で450.8m、 北側で450。 lmである。最下層の砂混じり

暗灰色粘土層内から13世紀の遺物が出土したが、量的

には少ない。

3-3 水問遺跡

発掘区南端で地山は急激に下がっており、おそらく

谷底流路の北斜面とみられる。北斜面には粗砂で埋ま

る多くの凹みがあり、その中からは13世紀の遺物が出

土した。この他に遺構は認められない。

第77発掘区 発掘区全体が谷部の中に収まり、南か
ら北へと緩やかに地山が下がっている。基本的な層序

は、耕土の下に暗黄灰色土、旧耕土、灰色土、暗灰褐

色粘上が続いて青灰色砂牒の地山となる。地山の標高

は西南側で452.4m、 東北側で451.8mで ある。最下層

の暗灰褐色粘土層内から13～ 14世紀の遺物が出土し

たが、量的には少ない。

発掘区南端で地山は急激に下がっており、おそらく

谷底流路の北斜面とみられる。北斜面には第76発掘区

と同様に粗砂で埋まる凹みがあり、その中からは13世

紀の遺物が出土した。この他に顕著な遺構は認められ

ない。

第78発掘区 第72発掘区で検出した尾根⑥上の遺構
の広がりを確認する目的で設定した。調査の結果、東

西方向へ下がる 3段の旧水田を検出した。基本的な層

序は、耕土の下に水田造成土、旧耕土、黄灰色シル ト

ブロック混じり灰色土・責褐色シル ト混じり淡灰色土

(造成土)が続いて砂礫混じり青灰色シル トの地山と

なる。地山の標高は西北端で455。 3m、 東南端で454.5

mである。尾根⑥がここまで及んでいるのを確認した

ものの、遺物包含層や遺構は全く検出できなかった。

本来の尾根⑥上面 (地山面)は大きく削平されている

ことが判明し、遺構が認められないのもそのためと考

えられる。

2.試掘調査の成果

調査地北側に尾根⑦があり、その南側に谷部と尾根

⑥が存在した。尾根⑥には第72発掘区で確認したよう

に 8世紀以前と13世紀頃の上坑・溝・柱穴などの遺構

があり、 2時期の集落跡が存在する可能性が極めて高
い。一方、谷部では第70発掘区で16世紀の溝 S D05を

検出したのみで、顕著な遺構は認められなかった。た

だし、谷部下層埋土中に 8～ 13世紀頃の遺物が包含

されている点は、文献史料に残る水間柚との関連で非

常に興味深い。尾根⑦の北側にある細長い谷部を昨年

度試掘調査したが、そこでも同じ時期の遺物が出土し

ており、尾根⑦上に水間tlljに関わる遺構が存在する可

能性が想定できる。第76・ 77発掘区のように、尾根⑦
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から少し距離をおくところで遺物の出土が極めて少な

くなる点は、その傍証となるかも知れない。また、尾

根⑦裾を確認した第74発掘区では、削平された地山平

坦面上で13世紀頃の小土坑などを検出した。この地点

のすぐ北側には「番上屋敷」と地元で呼ばれる屋敷跡

と石組井戸が残っている。いつ頃の屋敷跡かは判然と

しないが、それとの関連性も注意しておく必要があろ

う。

Ⅱ.水間遺跡第 9次調査の成果

試掘調査の成果に基づいて、第 9次調査は切土工事

が予定されている 3箇所を対象にL・ MoN発 掘区を

設定して実施した。各発掘区の位置は図149に示した。

1.調査の方法

耕作土及び表土を重機で除去した後に、調査地全体

を基準点測量して、旧国土座標軸に沿った 2m方眼の

グリッドを設定した。中世遺物包含層出土の遺物はグ

リッドごとに回収したが、縄文時代遺物包含層から出

土した遺物は、 トータルステーションで出土位置の 3

次元データを記録しながら取 り上げた。

発掘区の平面略測図を1/100で作成し、遺構の位置

関係などの情報をそれに整理しながら調査を進めた。

そして、個別の遺構図は1/10あるいは1/20、 土層図は

1/20で基本的に作成し、平面図に旧国土座標を記入し

て相対的な位置関係を復元した。発掘区全体の平面図

はヘリコプターによる航空写真から縮尺1/50で図化し

た。補足調査として、縄文時代遺物包含層の一部を掘

削し、平板預1量で1/100の平面図を作成した。

なお、N発掘区周辺には番上屋敷跡があり、水田の

傍らに石地蔵 1体が置かれていた。整備工事でこれら

の原状が失われてしまうため、調査と併行して平板測

量を行ない、その位置や形状を記録した。調査地内に

は、この他にも幾つかの石造物が放置されていたの

で、石地蔵と合わせて実測し、写真撮影を行なった。

2.調査の概要 (図 150)

(1)L発掘区
西から張り出す尾根⑥の稜線上を造成してつくられ

た一段高い水田に発掘区を設定した。遺構面は全体的

に西から東へ下がる緩傾斜地となっているが、南 。東

端は水田造成時の地下げにより、大きく削られている。

基本的な層序は、西側で耕土直下が地山となるのに

168

対して、東側では耕土の下に灰色土混じり黄橙褐色土

(水田造成土 )、 茶灰色土、灰褐色土、暗褐灰色土 (13

世紀頃の遺物包含層 )、 砂混じり黄灰色粘質シル ト (縄

文時代遺物包含層)が続いて黄褐色砂礫の地山となる。

西端では地山の標高459.05m、 東端では標高457,3m

で、東西の比高差は1.75mである。さらに、発掘区北

側に小さな谷部が陥入していることが判明した。谷部

の規模は、幅0.7～ 0。 8m、 深さ1.2m前後で底は平ら

となっている。底に無遺物の淡褐色砂と暗茶褐色腐植

土が互層に堆積した後、奈良時代の遺物を少量含む暗

褐色腐食質シル ト、12～ 13世紀の遺物を包含する灰

色礫混じリシル ト、灰褐色礫混じリシル ト、黄灰褐色

礫混じリシル トが堆積して埋没している。

遺構検出は砂混じり黄灰色粘質シル ト及び地山の上

面で行ない、古代 (7～ 8世紀)の堅穴建物、中世 (13

世紀)の掘立柱建物、柱列、土坑、溝などを確認した。

その後、砂混じり黄灰色粘質シル トを掘削し、縄文時

代の遺物分布と遺構の有無を調査した。以下に、それ

ぞれの概要について述べる。

i.古代の遺構

古代の遺構には、S B01・ 02がある。なお、奈良時

代の遺物は中世の清 S D01や北側の谷部からも少量出

土し、谷側の低い場所に散布する傾向がみられる。

S B01(図 151)南北2.86m以上、東西2.95m、 深

さ0.lmの方形堅穴建物と考えられる。地形が高い北・

西側では、肩崩れによって輪郭が幅0.3～ 0.5mほ ど

外側へ広がつている。水田造成時に全体が大きく削平

され、 S D01に よって南東側が大きく削られていて、

残存状態は非常に悪い。床面を精査したが、柱穴はな

かった。東壁から0。 2m内側で長さ約 lm、 幅0。 lm、

深さ0.02～ 0.04mの 浅い溝を検出したが、周壁溝の

一部となる可能性がある。明確なカマ ド跡はなかった

が、北西隅に地山を一段掘り残したところがあり、そ

の南側で焼土・炭が混じる灰褐色土の堆積を認めたの

で、北西隅にカマ ドが存在した可能性を想定できなく

もない。床面には地山に含まれる礫が少なからず露出

し、使用時の床面は整地されていた可能性が考えられ

るが、貼床の痕跡は認められなかった。

床面からは、4箇所に分かれて土器が出土している。

中央北側で土師器杯 C2点 。須恵器杯Gl点が東西に

並んでおり、その東側1.lmの 箇所から須恵器壷 1点
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が出土した。西壁沿いでは南北に大きく分かれて土器

が出土しており、北側の箇所では須恵器杯 Gと杯 G蓋

が西壁上から転落したような状態で出土し、南側の箇

所では重なり合った須恵器杯H2点 と少し南へ離れて

須恵器杯H蓋 1点が認められた。これらの土器からみ

て、 S B01は 7世紀後半頃に廃棄されたとみられる。

S B02(図 152)南北6.55m、 東西5.lm、 深さ0.4

mの長方形竪穴建物である。南北棟建物であったと考

えられ、主軸方向はN3° Wとほぼ真北を示す。幅0。 2

m、 深さ0.05mの周壁溝がカマ ド付設箇所などで一部

途切れながらも全周するが、南東隅では壁面に沿わず

柱穴上を斜めに横切っている。柱穴は四隅に著しく

寄った位置に一つずつ認められ、その深さは地形的に

高い西側の柱穴が0。 15mと 浅く、東側の柱穴が0.3～

0,35mと深い。柱の太さは、その痕跡から0.1～ 0.15

mとみられる。柱抜き取り痕跡は、南東隅の柱穴にだ

け認められた。カマドは北壁東側と東壁中央 。南側の

3箇所に設置されていたが、そのまま放置されて崩れ

-4642

ジ

ジ

彰

た状態の北壁東側カマ ドに対して、東壁中央 。南側カ

マ ドは人為的に壊された状態であった。したがって、

3つのカマ ドは同時に機能したのではなく、当初につ

くられた東壁中央・南側カマ ドを壊した後に北壁東側

カマ ドを構築したと考えられる。

東壁中央カマ ド (図 153)は 、東壁中央で確認した

南北0.5m、 東西0.37mの 橙色焼土面と、焼土・炭を

多く含む橙褐色土。暗灰褐色土で埋まった南北0。 75m、

東西0.55m、 深さ0.15mの窪みだけが遺存していたに

過ぎない。橙色焼土面は西側の窪みに向かって緩やか

に傾斜している。また、東壁南側カマ ドから壁面沿い

に接続する橙色粘土面が認められた。その残存具合か

らみて、当初に構築された東壁中央カマ ドを少し南側

に移設し煙出しを整備したのが東壁南側カマ ドである

と考えられる。

東壁南側カマ ド (図 153)は東壁中央カマ ドのすぐ

南側にあり、南北1.Om、 東西1.05mの範囲に堆積す

る焼土・炭の広がりとして検出した。西側に炭を多く

-4,639
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図 151 S B 01平面図・断面図 (1/40)
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含む黒褐色土が分布し、中央から東側にかけて焼上が

分布するので、焚口を西に向けていたことが想定でき

る。カマ ド跡の底面は、中央で深さ0。 lmほど窪んで

から東へと傾斜して上がっていく。東壁との接点で一

端くびれた後、東壁面外に突出する煙出しが取 り付

く。煙出しは、南北 1.35m、 東西0.8m、 深さ0.27m

の精円形で、カマ ド跡との接続部分を一段深く掘り込

んである。カマ ド跡中央は橙色焼土や炭を多く含む橙

褐色土・暗褐色シル トで埋め立てられており、明確な

焼土面が遺存しない点から一度掘り返して壊されたも

のと考えられる。東壁との接点付近からは、表面が焼

けた人頭大の石が 2個南北に分かれて出土した。焼石

の周辺は灰褐色土・橙褐色土が残り、その周辺に黄橙

色粘土の貼り付けが認められた。南側焼石はカマ ド内

A

0                                        1m

焼土混じりの埋土

黄橙色粘土

1 灰褐色土
2 淡黄灰色ンルト
3 橙色焼土埋混じり橙褐色土
4 橙 (黄橙)色焼土 炭混じり暗褐色ンルト
5 橙色焼土混じり灰色ンルト
6 炭混じり褐色シルト (焚口埋■)

7 橙褐色焼■・炭混じり灰褐色±     13 橙色焼上 炭混じり褐色ンルト

10 橙色焼上 炭混じり橙灰色ンル ト    16 灰褐色土ブロック混じり淡黄灰色シル ト

11 黄橙灰色シルト 17 褐灰色土プロック混じり淡灰色ンルト

12 栓褐色焼上混じり橙灰色シルト     18 褐灰色粘質土

図 153 S B 02東壁南側カマ ド平面図・断面図 (1/20)

部に倒れ込むような状態で検出されたので、本来はカ

マド右袖に立てられていた石が廃棄時に倒れたものだ

ろう。

北壁東側カマド (図 154)は東西0。 97m、 南北0,6m

の規模で、南側の焚口方向に向かってハ字形に左右の

袖が開く。カマド本体は基本的に黄橙色粘土で構築さ

れているが、左袖のみ扁平な花蘭岩を立ててつくる。

右袖には、先端部のみに花蘭岩礫が残る。カマド内壁

面は橙褐色に焼けている。カマド上部は崩れて残って

おらず、奥壁で高さ0,15mが遺存したに過ぎない。明

確な煙出しは認められなかったが、左袖石の北端に接

して一枚の扁平な花聞岩がカマドに向かつて傾斜する

ように置かれてあり、これが煙出し底部の痕跡となる

可能性も想定できる。カマド検出時に左袖石の西側で

主
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長さ0。 36m、 幅0.15mの焼けた花蘭岩が崩落した黄橙

色粘土と共に出土しているが、これも煙出しに関わる

石材であったのかもしれない。その場合、煙出しは北

西隅に取り付いていたことになる。また、カマ ド北東

隅の下から0.08m× 0.04mの 円礫 1個と須恵器甕体部

片 1点が南北に並べられた状態で出土した。カマ ド構

築時の祭祀に関わる遺物と思われる。

北壁東側カマ ドの構築順序は、橙色焼土粒・黄橙色

粘土粒が混在する淡灰色シル ト (一部は熟で赤変して

橙灰色シルト)でまず整地し、あらかじめ掘り窪めて

おいた箇所に左袖石を設置してから、北東隅に円礫 1

個と須恵器甕体部片 1点を置いて黄橙色粘土でカマド

の周壁を構築する。カマド床面には黄橙色粘土を特に

敷いておらず、整地上が直接硬く焼け締まっていた。

右袖先端の花蘭岩は最後に設置されており、袖の形状

を保持する目的で置かれたものだろう。

床面は、凹凸のある地山面に上を入れて整地し、部

分的に黄橙色粘土で貼床してあった。南側中央には南

北1.8m、 東西1.15m、 深さ0。 3mの不整形土坑があり、

i6
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焼土・炭を含む淡灰褐色土で埋め立てられていた。そ

して、その西から南側にかけて 3つの石が平面三角形

状に置かれていた。平らな面を上にして床面に置かれ

てあり、入り日などの施設に伴う礎石ではないかと思

われる。

床面からは、北西隅の近辺 2箇所と北壁東側カマ ド

の西側 1箇所に分かれて土器が出土している。北西隅

の近辺では、北壁西端に沿って西から須恵器平瓶 1点、

土師器皿A2点が置かれてあり、その南側 1～ 1.2m

の位置に須恵器杯Al点 と細片化した杯 B蓋 1点が散

在していた。ただし、この杯 B蓋の破片は北壁東側カ

マ ドの周辺にも散布しており、原位置を保つものでは

ないらしい。北壁東側カマ ドの西狼1か らは、須恵器短

頸壷 1点が割れた状態で出土している。また、鉄器が

3点見つかっており、西側壁溝内と東壁中央カマ ド跡

埋土から刀子、床面北東側から紡錘車が出土した。

この他にも、奈良時代の須恵器・土師器が埋土から

散漫に出土しているが、いずれも土砂の流入と共に埋

没したものである。

ォ、
＼//整
地以前の掘り込み

亦

B

-147,519

l lll

J 炭混 じりFき灰色シル ト 2 黄色シル ト混 じり灰色シル ト

3 橙色焼土混 じり灰色ンル ト 黄色ンル トプロック混合■

4 橙色焼■混 じり黄色シル ト  5 黄栓色焼土 (床面焼■ )

6 栓色焼■塊・Ftじ り橙欄色ンル ト  7 橙色焼■混 じり褐黄色シル ト

8 橙色焼土塊 灰色シル ト 黄召色シル ト混合 t 9 黄橙色粘上

10 控色攪土混じり茨灰色シル ト 11 糖色焼土混じり暗灰色ンル ト

12 橙色焼主塊 黄牲色焼土 攪灰色シル ト混合土

13 橙掲色焼土混 じり暗赤桐色シル ト 」4 赤欄色ンル ト

15 橙色焼土 黄栓色粘主混 じり淡灰色ンル ト

16 T.・ 色残土 黄橙色II■混じり橙灰色シルト

17 ☆橙色粘土混じり灰色ンルト

18 淡寄灰色シルトブロック混じり灰色シルト

19 橙褐色攪土 淡青灰色ンルトブロック混じり灰色ンルト

20 赤褐色粘土 (カマド稚条上の黄橙色粘■が赤変)

つ1 橙色焼土混じり黄橙灰色シルト

22 橙色焼■ 灰色上混じり黄青灰色シルト
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図 154 S B 02北壁東側カマ ド平面図・断面図



第 3章 調査の方法と成果

S B02ではカマ ドを 2度 も造り替えている痕跡が認

められるので、比較的長期間にわたって人がここに居

住していたと想定できる。そして、床面出土土器から

みると、 8世紀前半頃に S B02が廃棄されたと考えら

れる。

S K01 S B02の 南東隅に接 して掘削された南北

0。 95m、 東西0,93m、 深さ0。 4mの 円形土坑である。

直径0.4mの 円形に南東隅が一段深く掘 り込まれてい

る。埋土には炭が多く包含されていた。出土遺物や埋

上の上質から判断して S B02と 同時期の遺構ではない

かと思われる。

ii.中世の遺構

中世の遺構には、掘立柱建物 S B03、 掘立柱列 SA

01・ 02、 土坑 S K02、 溝 S D01・ 02・ 03・ 04、 石組遺

構 S X01が ある。これらの遺構は、等高線に沿って緩

く弧を描く南北方向の素掘溝よりも古い。

S B03(図 155)南北 2間、東西 2間以上の東西棟

掘立柱建物である。主軸の振れはN69° Eで、東側は

水田造成時の切土によって壊されている。柱間は南北

1.86m等間、東西2.02m等間、柱痕跡から推定できる

中
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図 155 S B 03平面図・断面図 (1/40)
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第 3章 調査の方法と成果

柱の大さは約 0。 lmで ある。柱穴の大きさは0.3～ 0,4

m、 深さは0.2～ 0.3m。 柱穴埋土から13世紀中葉頃

の上器が出土した。

S A01 南北 4間の掘立柱列で、主軸の振れはN33°

30′ Eである。柱間は、南から2.05m、 2.05m、 2.lm、

2.5m。 柱穴の大きさは0.2～ 0.25m、 深さは0.05～

0.15rn。

S A02 南北 5間の掘立柱列で、主軸の振れはN20°

Wで、 S B03の主軸とほぼ直交している。重複関係か

らS K02よ りも古い。柱間は、北から2.2m、 2.25m、

2.25m、 2.05m、 2.15m。 柱六の大きさは0.3～ 0.4m、

深さは0.1～ 0.35m。

S K02(図 156)南北3.4m、 東西3.65m、 深さ0.3

mの東西にやや長い隅丸台形を呈する土坑である。南

東隅にS D02が接続する。また、南辺の外側には SD

03が取り付く。埋土は上下 2層に大きく分かれ、上層

は茶灰褐色土・灰褐色土・茶灰色上でしまりがない。

それに対して、下層は黄灰色粘土の地山ブロックが混

在する黄褐灰色土で硬くしまっている。北半中央の東

寄りに4つ の石を南北に連ねた石列がある。石列は底

に接して並べられており、面を西側に揃えている。こ

の石列から南へ約 lm離れた延長上にも 1つの石が置

かれている。石材は花商岩 4石 とチャー ト1石であ

る。底の北西側には小さな穴が集まっている。中央北

端の下層上面から瓦器椀 1点が伏せられた状態で出土

した。この他に、南東隅から常滑産甕 1点が出土して

いる。これらの出土土器からみて、13世紀中葉頃に埋

没した土坑と考えられる。

S D01 発掘区南辺に沿って南西から北東方向へ流

れる清で、溝の南肩と北東端は水田造成時の切土に

よつて失われている。したがって、本来の規模は不明

であり、現状で幅 2m以上、長さ22m以上、深さ0。 4

mである。埋土の検討から、一度埋没した後に北側へ

寄せて再び溝を掘削していることが判明した。そこ

で、初めに掘削された溝を S D01(古 )、 再度掘削さ

れた溝をS D01(新 )とする。 S D01(古)の埋土は、

下層に淡灰色礫混じり砂、灰色粘土・淡灰色砂、上層

に淡黄灰色シル トと淡灰色砂の互層が堆積している。

水流の繰 り返しによって埋没していることがわかる。

S D01(新 )は幅約 lm、 深さ0.3mで、炭混じりの

暗褐色上で埋まっている。 S D01(古)の堆積層から

176

13世紀前半頃の土器、 S D01(新)の堆積層から13世

紀前半～中葉頃の土器が出土した。

S D02 長 さ6.3m、 幅0.4m、 深さ0.2mの 溝で、

S K02の 南東隅か ら始まり、 S D01に 接続 して終わ

る。底での高低差は南北で約0.4mである。埋土は S

K02側で黄灰褐色土、 S D01側 で明灰色粘土となる。

S D01(新 )に よって S D12の埋土が切断されており、

S D01(古)の時期に機能していたと想定される。

S D03(図 156)長 さ3.45m、 幅0.5～ 0.6m、 深

さ0.15mの溝で、埋土は黄灰色粘土ブロック混じりの

黄灰褐色上である。 S K02の南西隅とS D02に接続す

る。深さが S K02・ S D02よ りも浅く、 S K02か ら南

へあふれた水を受けて S D02へ流すための副次的な溝

であろうか。

S D04 北側谷部の南肩に沿って掘削された東西方

向の溝である。長さ 9m、 幅0.4～ 0.6m、 深さ0。 2m

で、東端が S X01と接続する。埋土は灰色粗砂で、13

世紀中葉頃の土器が出土した。

S X01(図 156)S D04の 東端から約0.5m急激に

下がる落ち込みがあり、そこへ乱雑に積み上げられた

東西方向の石組が検出された。石組の長さは2.6m以

上で、発掘区外東へと続いており、おそらく谷部と接

続しているのだろう。石組は、 S D04と の接続部分と

そこから谷部へ続く部分の 2箇所に分けられる。 SD

04と の接続部分では、西からの水流を堰き止めるかの

ように S D04と直交方向に土砂を交えながら小ぶりの

石を積んでいる。一方、谷部へ続く部分は大きめの石

を重ねるように配置して暗渠のように組んである。こ

のような石組状態からみて、谷部からS D04に分け入

れた水流を調節する機能が推測できる。

�.縄文時代の遺物包含層と遺物分布

縄文時代遺物包含層は、主として砂混じり黄灰色粘

質シル トとその直上層である橙黄色砂質シル トの 2層

で構成される。この内、砂混じり黄灰色粘質シル トは、

発掘区の中央から南東部分にかけて広がり、橙黄色砂

質シル トは発掘区東端付近にのみ遺存する。層厚は、

両層ともに0.05～ 0.15m程度しかない。

これらの範囲内で、遺物が多数検出される箇所にお

いて補足調査区を設け、遺物包含層の掘削を行つた。

この結果、補足調査区内の旧地形は、西から東へ下る

緩やかな斜面地であり、補足調査区の北西部分では、



北西から南東へ向かって下る小規模な流路跡があるこ

とが分かつた。流路跡は、灰白色粗砂や淡黄灰色砂質

シル トといった堆積層で埋まっており、遺物量は少な

いものの縄文時代遺物を包含している。これらは、重

複関係から砂混じり黄灰色粘質シル トより新しい。

なお、流路跡の上面にて検出した風倒木痕と思われ

る凹みから、早期末前期初頭の塩屋式上器 2点と多数

の石器が見つかったことから、縄文時代遺物包含層は

少なくとも前期初頭以前のものであると考えられる。

これらの調査で出土した遺物には、縄文土器15点、

石器627点がある。この分布を地山上面の旧地形図に

投影し、検討を行った (図 157)。 これを見ると、土器

では先述した塩屋式 2点 と、補足調査区南東部から出

0
147,520)

3-3 水間遺跡

土した条痕文土器 1点を見ることができる。ともに早

期末前期初頭のものであることから、遺物包含層をこ

の時期に比定することができるだろう。

石器分布では、塩屋式が出土した付近や、補足調査

区東端のX=-147,522。 4m;Y=-4,637.Om付 近に

小規模な集中が見られる。これらは共に風倒木痕と思

われる不定型な凹みに近接することから、そこへ 2次

堆積したものの可能性が高い。その他、補足調査区の

東端や南端にやや多く分布する傾向が見て取れる。

次にY=-4,624mラ イン土層図に投影 した垂直分

布 (図 159)を見ると、遺物は縄文時代遺物包含層内

に散漫に分布する様子が窺え、層境に分布のピークが

見られない。Y=-4,633mラ イン土層図への投影 (図

縄文土器

○ 塩屋式上器
■ 条痕文土器
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縄文時代遺物包含層補足調査区縄文土器 石器平面分布図 (1/200)
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第 3章 調査の方法と成果

M

0縄文土器 ○塩屋式土器

図 158 Y=一

石器 △剥片 △砕片  E]縄文時代流路内堆積 匠]風倒木痕

4,633～ -4,635m問 縄文土器・石器垂直分布図 (Y=―

05m

4,633mライン土層図に投影 )

縄文土器 ■ 条痕文土器   石器 △素1片 △砕片   匠]縄文時代遺物包含層 05m

図 159 Y=-4,623～ -4,625m間縄文土器・石器垂直分布図 (Y=-4,624mラ イン土層図に投影 )

158)で は、風倒木痕と思われる凹み埋土と流路堆積  幅 4m以上の谷部を検出した。谷部の層序は、砂混じ

に重なる遺物分布を見ることができるが、こちらも散  り暗青灰色粘上の下に砂混じり灰色粘土、暗灰褐色粘

漫な分布を呈するのみである。塩屋式土器と石器が風  質シル ト、褐色腐植土と流路堆積が続き、花蘭岩質

倒木痕や流路埋上の上面に集まる傾向はあるが、この  岩盤の地山となる。谷部の標高は、北西底で459.3m、

面は古代～中世の遺構面であるため、原位置を保つて  南東底で458.3mで ある。

いるとは言い難い。 検出した遺構には、中世の清、土坑がある。以下、

以上のように遺物は全て 2次堆積したものの可能性  主要なものについて述べる。

が高く、地形に沿って上方から流入してきたものと考   S D05 試掘調査第70発掘区で検出した溝である。

えられる。後世の削平によって発掘区西側の高い部分  幅1.3～ 2.3m、 深さ0,3～ 0.6mで、発掘区中央部を

には全く遺物が分布しないが、地形的に考えれば L発  北西から南東へ流れる。溝には 2時期あり、 S D06と

掘区の西側に早期末前期初頭の中心的な活動場所が  接続する S D05(古 )と溝を改修 して S D07と 接続

あったとするのが妥当だろう。

(2)M発掘区 (図 160)
する S D05(新)力 あゞる。 S D05の底面には木材を横

に並べ、杭留めした護岸施設があるが、これは S D05

試掘調査第70発掘区で16世紀の清の一部を検出した  (新 )に伴うもので、南西側を掘 りなおし、北東側の

ため、その広が りを確認するためにM発掘区を設け  土砂を土留めしている。これによって S D05の幅は当

た。 L発掘区の調査成果と合わせて考えると、尾根⑥  初の半分ほどになり、接続する S D07も S D06の半分

と尾根⑦の間に西から張 り出す小さな微高地があり、  以下の幅になったと考えられる。 S D05(古)の下層

M発掘区はその先端部北側に位置することが分かる。  埋土は橙灰色粗粒砂および中粒砂、 S D05(新 )の上

基本的な層序は、耕土の下に暗青灰色土 (若 しく  層埋土は灰色砂質シル トおよび細粒砂であり、下層か

は橙灰褐色土 )、 明灰色粘土、砂混じり暗青灰色粘土  ら16世紀前半の土器、上層から16世紀後半の上器と永

が続いて花蘭岩質岩盤 (表面風化して軟質)の地山とな  楽通費 1枚が出土した。

る。地山の標高は、発掘区北西側が最も高くて460.5   S D06 幅1.0～ 1.8m、 深さ0.1～ 0.4mで 、西南

m、 南東側で458.6mで ある。また、発掘区の北側で  西から東北東へ向かって流れる溝。埋土は、下層が橙
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灰色中粒砂で、上層が灰色粘質シル トである。 S D05

(古)と接続していたと考えられ、埋土から16世紀前

半の上器が出土した。

S D07 幅0.3～ 0.5m、 深さ約0.lmで、南西から

北東へ向かって流れる溝。埋土は、灰白色細粒砂およ

び粗粒砂である。 S D05(新)に接続しており、埋土

から16世紀後半の上器が出土した。

3-3 水間遺跡

S D08 幅0.3～ 0.4m、 深さ約0。 lmで、南西から

北東へ向かって流れる溝。重複関係からS D07よ り新

しい。埋土は灰白色粗粒砂で、16世紀前半から後半の

土器が出土した。

Pl 直径約 0。 3m、 深さ約0.2mの小土坑。埋土は

灰色砂質シル トである。16世紀後半の鉄釉天目茶碗が

出土した。
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図 160 M発掘区平面図 (1/100)
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3-3 水間遺跡

(3)N発掘区 (図 161) ら土師器皿 1点が割れた状態で出土した。

調査地北東側には、尾根⑦の南向き斜面を造成して   S D09 長さ lm以上、幅0.6～ 1.Om、 深さ0.2m
つくられた大きな平坦面があり、「番上屋敷跡」と伝  の南北溝である。埋土から13～ 14世紀の土器が出土
えられている。その面積は約590ゴで、北側の斜面を  した。
削つてできた土砂を南東側に石垣を組んで充填し造成   S D10 長さ5.8m以上、幅0.5m、 深さ0.3mの弧
したと考えられる。石垣から南へ 3mほど下がった位  状を呈する溝である。埋土から12世紀頃の土器が出土
置には石組井戸があり、その東側 5mの ところに石臼  した。
1個が残っている。この番上屋敷跡の南側に設けた試   S Dll 長さ4.6m以上、幅0,7～ 0.8m、 深さ0.3
掘調査第74発掘区で中世遺構の一部を検出したため、  mの 溝で、地山の傾斜に沿って掘削されている。埋土
その広がりを確認する目的でN発掘区を設定した。 は明灰色粘土を間に狭む灰色砂土で、16世紀前半頃の

発掘区内の堆積土層は、耕土・旧耕土の下に明灰色  土器が出土した。
粘土、灰色撰混じり土が続いて橙褐色砂礫あるいは淡  3.出 土遺物
青灰色礫混じリシル トの地山となる。地山は南へ向   (1)縄文時代の出土遺物
かって下がっているが、さらに発掘区南端で急激に谷   i.縄 文土器 (図 162、 表24)
底へ落ちていく状態を確認したため、その部分につい   水間遺跡 9次調査において出土した縄文土器は総数
ては掘削を取り止めた。掘削範囲内での地山の比高  僅か15点、約150gである。早期中葉の高山寺式が 2点、
差は約 lmで、最も高い北西端の標高は453。 75mであ  約55g、 早期末～前期初頭の塩屋式が 2点、約20g、 条
る。試掘調査の成果と合わせて考えると、調査地点は  痕文土器が 3点、約24g、 中期～後期の土器が 4点、
尾根裾が小さく南側へ張り出す地形となっており、そ  約40g、 時期不明の上器が4点、約12gである。いずれ
の上面から一部の斜面にかけて中世遺構が認められる  も原位置を遊離した状態で出土したが、概ね早期中
ことが分かる。 葉、早期末前期初頭、中～後期の三時期に分けられる。

検出遺構には、大きさ0.2～ 0.4mの小土坑と溝が  以下出土土器の報告を行う。
ある。以下に、主な遺構の概要について述べる。      1・ 2は外面に粗大な楕円文を施すものである。 1
P2 直径0.3m、 深さ0.lmの小土坑である。埋土  は底部付近の破片で、尖底になると考えられる。内面
から12世紀中頃の瓦器椀底部片 1点が出土した。    はナデにより平滑に調整されている。 2は器壁が厚
P3 直径0.25m、 深さ0.lmの 小土坑である。底か  く、繊維を多く含んでいる。内外ともに摩滅が著しい。

表 24 水間遺跡出土縄文土器観察表

百
号
報
番 層位 時期 型 式

種
位
語
部 特徴 調整 備考

灰

土

貢

質

暗
砂 早期中郵 高山寺式

深鉢
胴部下半

押型文 呻け
O 0 O ］鞠

10YR7/4
にぶい黄浩

10YR7/4
こぶい黄程

L発掘区 X38Y45区 中世上坑
色
土
福
質
黄
砂 早期中葉 高山寺式

鉢
部
深
胴

押型文 榊け
0 0 ◎

にぶい黄鵜 こぶい黄お
25Y4/1

黄灰

黄灰色
ン,レト

早期末
前期物霧

塩屋式
深鉢
口縁部

口縁
隆帯貼付

外)ナデ・条線
内ルデ ユビオサエ

O ◎
黄灰

=ぷ
い黄若 黄灰

補修孔

鞭琳
早期末
前期初研

塩屋式
鉢
部
深
頸

波状隆帯
外)ナデ・条線
内)ナデ ユビオサエ

O ◎
25Y4/1
黄灰

25Y4/1
黄灰 贈取

内外
煤付着

L発掘区 XO併 Y47区 SD01 灰
上
晴
色 耕働

条痕文土器
深鉢
胴部

条痕文
痕

痕

条

条

外

内 O ◎ O
5Y5/6
明赤褐

10YR3/1

黒褐 責灰

ヒ発掘区 X3牛Y4,区 中世包含層
灰
上
暗
色
早期末
前期初頭

条痕文土器
深鉢
胴部

条痕文
外)条痕
内)ナデ・条痕

O O ◎ 0
75Y4/4
掲

7 6YR5/4
にぷい福 解褐

耕蜘
条痕文土器

深鉢
胴部

条痕文
外)条痕
内)条痕

0 O ◎ O
褐 褐 哩徹

L発掘区 X24Y29区 SB02上 層
灰

外

醸

働 中期々
釧

深鉢
腕部 煙け

◎ O
25Y4/1

黄灰 こぶい黄程 呻徹
L発掘区 X26Y29区 SB02上 層

灰

外

醸

働 中期々
翻

深鉢
胴部 幡け

◎ O
25Y7/3
浅黄 灰黄

5Y4/1

灰

L発掘区 X2022-Y29区  中世包含層 灰
土
褐
色 中期々鰤

鉢
部
深
胴

デ

デ
ナ

ナ

外

内 ◎ 0 ］爛 政囀
Ｗ
諏

L発掘区 X26Y29区 SB02上 層 暗黄灰
色シルト

中期～

後期
鉢
部
深
胴

デ

一ア

ナ

ナ

外

内 ◎ 0
にぶい黄輩 灰 黄 Ｗ諏

L発掘区 X24Y2つ 区 SB02上 層 暗黄灰
色シルト

鉢
部
深
胴

渡状沈線
外)沈線・ナデ

内)ナデ ◎ 0
黒 灰 責

25Y3/1

黒
13と同一

L発掘区 X24Y29区 SB02 暗黄灰
色シルト

鉢
部
深
胴

波状沈線
外)沈線・ナデ
内)ナデ ◎ 0

にぶい橙 Ｗ購
25Y3/1
黒

12と同一


